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企
業
の
社
会
的
役
割
・
責
任
と
い
わ
れ

る
11
項
目
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
重
要

度
を
聞
い
た
。

前
回
調
査
と
比
較
し
て
、「
非
常
に
重
要

で
あ
る
」
が
急
増
し
た
の
が
、「
不
測
の
事

態
が
発
生
し
た
際
の
危
機
管
理
」（
昨
年
比

18
・
1
ポ
イ
ン
ト
上
昇
）、「
社
会
倫
理
の
順

守
」（
昨
年
比
10
・
6
ポ
イ
ン
ト
上
昇
）、「
経

営
の
透
明
性
と
情
報
公
開
」（
昨
年
比
8
・
5

ポ
イ
ン
ト
上
昇
）。
昨
年
続
発
し
た
企
業
不

祥
事
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

11
項
目
の
中
で
、「
非
常
に
重
要
で
あ

る
」
の
比
率
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
、「
本

業
に
徹
す
る
」
で
、
実
に
全
体
の
83
・
5
％

を
占
め
た
。

第
2
位
は
、「
不
測
の
事
態
が
発
生
し
た

際
の
危
機
管
理
」。
過
去
5
年
間
、「
省
資

源
・
省
エ
ネ
や
環
境
保
護
な
ど
へ
の
取
り

組
み
」
が
2
位
で
あ
っ
た
が
、
今
年
は
入
れ

替
わ
り
が
あ
り
、
回
答
の
傾
向
に
変
化
が

見
ら
れ
た
（「
危
機
管
理
」
は
昨
年
4
位
）。

企
業
の
社
会
的
役
割
・
責
任
11
項
目
に

つ
い
て
、
企
業
が
そ
の
責
任
を
ど
の
程
度

果
た
し
て
い
る
か
を
評
価
し
て
も
ら
っ

た
。責

任
を
「
果
た
し
て
い
る
」（
十
分
に

果
た
し
て
い
る
＋
ほ
ぼ
十
分
に
果
た
し
て

い
る
＋
あ
る
程
度
果
た
し
て
い
る
）
と
評

価
す
る
人
と
、「
不
十
分
で
あ
る
」（
全
く

不
十
分
で
あ
る
＋
か
な
り
不
十
分
で
あ

る
＋
や
や
不
十
分
で
あ
る
）
と
評
価
す
る

人
の
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
48
％
と
51
％
、

ほ
ぼ
2
分
さ
れ
た
。

注
目
す
べ
き
は
、
不
十
分
と
考
え
る
中

で
も
、「
か
な
り
不
十
分
で
あ
る
」
と
評

価
し
た
人
の
割
合
が
16
％
に
も
上
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
な
ん
と
な
く
満
足
で
き
な
い

と
い
っ
た
浮
動
層
で
は
な
く
、
強
い
不
満

を
抱
い
て
い
る
層
が
存
在
す
る
こ
と
が
判

明
し
た
。

就
業
の
有
無
で
比
較
を
す
る
と
、
責
任

を
「
果
た
し
て
い
る
」（
十
分
に
果
た
し
て

い
る
＋
ほ
ぼ
十
分
に
果
た
し
て
い
る
＋
あ

る
程
度
果
た
し
て
い
る
）
と
評
価
す
る
就

業
者
の
割
合
は
49
・
1
％
で
、
就
業
者
以
外

で
は
46
・
2
％
で
あ
っ
た
。
一
方
、「
不
十

分
で
あ
る
」（
全
く
不
十
分
で
あ
る
＋
か
な

り
不
十
分
で
あ
る
＋
や
や
不
十
分
で
あ
る
）

と
評
価
す
る
就
業
者
の
割
合
は
49
・
8
％
、

就
業
者
以
外
で
は
53
・
1
％
で
、
企
業
の
社

会
的
役
割
・
責
任
に
対
す
る
評
価
は
、
就

業
者
以
外
の
ほ
う
が
厳
し
い
と
い
う
結
果

と
な
っ
た
。
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アンケート
分　析

■　調査の概要
（１）調査名称：第6回「生活者の“企業観”に関するアンケート」
（２）調査対象：財団法人　経済広報センターに登録している社会広聴会員4,987名
（３）調査方法：郵送またはインターネットによる回答選択方式および自由記述方式
（４）調査期間：2002年11月21日～12月5日
（５）有効回答：3,753名（75.3%）

女性 
61％ 

男性 
39％ 

60歳代以上 
25％ 

20歳代以下 
5％ 

50歳代 
19％ 

40歳代 
28％ 

30歳代 
23％ 

会社員など 
37％ 

公務員 
3％ 自営業 

4％ 
自由業 
3％ 

パートタイム・ 
アルバイト 
15％ 

無職 
10％ 

専業主婦（夫） 
22％ 

学生 
1％ 

その他 
5％ 

今
回
は
、「
生
活
者
の
”企
業
観
“」

を
テ
ー
マ
に
、
2
0
0
2
年
11
月
21

日
か
ら
12
月
5
日
ま
で
調
査
を
実
施

し
た
。
有
効
回
答
者
数
は
3
、7
5
3

名（
75
・
3
％
）だ
っ
た
。”企
業
観
ア

ン
ケ
ー
ト
“
は
1
9
9
8
年
か
ら
実

施
し
て
お
り
、
今
年
で
第
6
回
目
と

な
る
。

今
回
は
主
に
、「
企
業
の
社
会
的

役
割
・
責
任
と
さ
れ
る
項
目
に
つ

い
て
の
重
要
度
」
や
「
企
業
に
対

す
る
信
頼
感
の
変
化
」
な
ど
を
調

査
し
た
。
ま
た
、
企
業
の
不
祥
事

が
続
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
不

祥
事
の
再
発
防
止
へ
の
取
り
組
み

と
し
て
重
要
な
も
の
」
や
「
内
部

通
報
や
公
益
通
報
に
つ
い
て
の
評

価
」
に
つ
い
て
も
聞
い
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
し
て
浮
か
び

上
が
っ
て
き
た
の
は
、「
危
機
管
理

へ
の
対
応
」、「
企
業
倫
理
の
順
守
」、

「
経
営
の
透
明
性
と
情
報
公
開
」
と

い
っ
た
項
目
に
対
す
る
生
活
者
の

期
待
の
高
さ
で
あ
る
。
ま
た
、「
内

部
通
報
や
公
益
通
報
」
に
関
し
て
、

回
答
者
の
8
割
が
「
不
祥
事
の
早

期
発
見
や
未
然
防
止
に
役
立
つ
と

思
う
」
と
回
答
し
た
。

表A：性別

表B：世代別

表C：職業別

「生活者の“企業観”に関するアンケート」集計結果

社会広聴会員アンケート

1　本業に徹する 
　  （優れた商品・サービス・技術等を 
　　より安く提供、安全・安心の確保） 

2　株価の向上と 
　   株主に対する安定配当 

3　利益の確保と 
　  国・地方自治体への納税 

4　雇用の維持･創出 

5　技術と研究の開発 
　　(グローバルスタンダード 
　　世界的な特許など)

6　省資源・省エネや環境保護 
　　などへの取り組み 

7　地域社会との共生 

8　メセナ（スポーツ・文化・芸術支援）や 
　　フィランソロピー（社会貢献）など 
　　への取り組み 

9　経営の透明性と情報公開 

10　社会倫理に則った 
　　 企業倫理の確立･順守 

11　不測の事態が発生した際の 
　　  的確な情報発信などの危機管理 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

非常に重要 重要 重要ではない 
わからない 

83.5 14.1

0.9 1.5

15.9 68.2

7.3 8.6

26.5 65.4

3.4 4.8

36.5 55.5

3.5 4.6

36.5 54.8

3.4 5.3

47.9 47.0

1.1 3.9

19.7 69.1

5.2 5.9

50.6 42.5

1.8 5.1

57.7 36.1

1.0 5.1

62.3 32.4

0.9 4.3

6.3 59.4 22.1 12.2

「危機への対応」「企業倫理」「経営の透明性」に対する期待が高まる

十分果たしている 
1％ 

ほぼ十分に 
果たしている 

4％ 

ある程度 
果たしている 
43％ 

やや不十分である 
33％ 

かなり 
不十分である 
16％ 

全く不十分である 
2％ 

無回答 
1％ 

全 体 

～企業の社会的役割・責任の重要度～

「生活者の“企業観”に関するアンケート」集計結果

社会広聴会員アンケート

企
業
の
社
会
的
役
割
・

責
任
の
重
要
度

1
―
「
本
業
に
徹
す
る
」
が
6
年
連
続
第
1
位
―

企
業
の
社
会
的
役
割
・

責
任
に
対
す
る
評
価

2―
「
か
な
り
不
十
分
」と
16
％
が
回
答
―

～企業の社会的役割・責任に対する評価～

就業別比較 

1.1％ 
0.3％ 

3.4％ 

1.9％ 

0.6％ 

就業者 

就業者 
以外 

0 20 40 60 80 100

0.7％ 

4.1％ 

44.3％ 32.6％ 15.4％ 

42.5％ 34.5％ 16.7％ 

1.8％ 

果たしている 不十分である 



今
後
、
企
業
が
信
頼
を
維
持
・
向
上
し

て
い
く
た
め
に
重
要
な
こ
と
は
何
か
を
聞

い
た
。

第
1
位
は
「
本
業
に
徹
す
る
」
で
74
・

2
％
。
次
い
で
、「
企
業
倫
理
の
確
立
と
順

守
」（
50
・
8
％
）、「
経
営
の
透
明
性
と
情

報
公
開
」（
43
・
4
％
）
で
あ
っ
た
。

「
企
業
倫
理
の
確
立
と
順
守
」
は
昨
年
の

36
・
1
％
（
5
位
）
か
ら
14
・
7
ポ
イ
ン
ト

上
昇
。
2
年
ぶ
り
に
50
％
を
超
え
た
。
就

業
者
の
ほ
う
が
、
就
業
者
以
外
よ
り
9
・
7

ポ
イ
ン
ト
も
多
く
、
重
要
で
あ
る
と
回
答

し
て
い
る
。
昨
今
の
不
祥
事
を
他
人
事
で

は
な
い
と
感
じ
た
結
果
の
回
答
だ
と
思
わ

れ
る
。

「
危
機
管
理
へ
の
対
応
」
も
昨
年
の
17
・

7
％
（
6
位
）
か
ら
34
・
3
％
と
な
っ
て

16
・
6
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
社
会
の
注
目
度

が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

企
業
経
営
で
、
今
後
さ
ら
に
重
視
し
て

い
く
べ
き
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
は
何
か
を

聞
い
た
。

「
最
終
消
費
者
（
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
）」

が
最
も
多
く
91
％
、
次
い
で
「
従
業
員
」

(

78
・
2
％)

、「
地
域
社
会
」（
49
・
8
％
）
で

あ
っ
た
。

「
従
業
員
」
が
2
年
連
続
で
70
％
を
超
え

た
。
全
世
代
で
高
い
傾
向
を
示
し
た
が
、

特
に
50
歳
代
で
は
82
・
9
％
と
な
っ
た
。

「
最
終
消
費
者(

エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー)

」
を

重
視
す
べ
き
と
回
答
し
た
割
合
は
、
就
業

者
の
ほ
う
が
就
業
者
以
外
よ
り
高
い
結
果

と
な
っ
た
。
企
業
の
社
会
的
役
割
・
責
任

と
し
て
第
1
位
で
あ
っ
た
「
本
業
に
徹
す

る
」
こ
と
で
、「
最
終
消
費
者
（
エ
ン
ド

ユ
ー
ザ
ー
）」
の
期
待
に
応
え
る
と
い
う
、

経
営
の
基
本
に
立
ち
返
る
気
持
ち
が
反
映

さ
れ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。

不
祥
事
の
再
発
防
止
の
た
め
に
、
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
す
べ
き
と
考
え
る
か

を
聞
い
た
。

第
1
位
は
「
内
部
通
報
や
公
益
通
報
の

受
付
窓
口
を
設
置
す
る
」
で
55
・
1
％
だ
っ

た
。
20
歳
代
以
下
を
除
く
全
世
代
で
50
％

を
超
え
、
第
1
位
と
な
っ
た
。

20
歳
代
以
下
で
は
、「
役
員
と
社
員
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催
す
る
」
が
33
・
5
％
で

あ
り
、
他
の
世
代
と
比
べ
て
ダ
イ
レ
ク

ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
強
く
望
ん

で
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

20
歳
代
以
下
の
49
・
7
％
、
30
歳
代
の

39
・
7
％
が
「
内
部
監
査
を
強
化
す
る
」
と

回
答
。
若
い
世
代
ほ
ど
、
社
内
の
シ
ス
テ

ム
へ
の
期
待
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。

企
業
に
対
す
る
信
頼
感
が
、
こ
の
1
年

間
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
聞
い
た
。

前
年
の
調
査
に
比
べ
る
と
、「
低
く
な

っ
た
」
が
10
・
5
ポ
イ
ン
ト
増
え
、
そ
の

分
「
特
に
変
化
し
て
い
な
い
」
が
減
る
形

と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
企
業
に
対
す
る

信
頼
度
下
落
幅
（
対
前
年
比
）
は
調
査
開

始
以
来
、
今
回
が
最
大
と
な
っ
た
。

ま
た
、
世
代
別
で
見
る
と
、
40
歳
代
、

50
歳
代
、
60
歳
代
以
上
で
「
低
く
な
っ
た
」

が
40
％
を
超
え
た
。
特
に
50
歳
代
で
は

44
・
8
％
が
「
低
く
な
っ
た
」
と
回
答
。

20
歳
代
以
下
の
23
・
7
％
と
実
に
20
ポ
イ
ン

ト
以
上
の
開
き
が
出
て
、
世
代
別
の
認
識

の
差
が
表
れ
た
。

信
頼
感
が
変
化
し
た
理
由
と
し
て
、

自
由
意
見
を
書
い
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

1
、6
5
9
件
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
代

表
的
な
も
の
を
以
下
に
紹
介
し
よ
う
。

●
企
業
の
不
祥
事
が
明
る
み
に
な
っ
た
１

年
だ
っ
た
。
し
か
し
、
急
に
増
え
た
わ
け

で
は
な
く
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
が

表
に
出
た
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

企
業
へ
の
信
頼
感
が
低
く
な
っ
た
と
い
う

よ
り
、
期
待
値
が
低
く
な
っ
た
だ
け
か
も

し
れ
な
い
。

●
「
自
分
た
ち
さ
え
良
け
れ
ば
」
と
い
う

企
業
体
質
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
中
、
コ

ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
と
い
っ
た
言
葉
だ
け
が
空
回
り
し

て
い
る
感
が
あ
る
。

●
範
を
示
す
べ
き
一
流
と
い
わ
れ
る
企
業

で
す
ら
社
会
倫
理
に
反
す
る
行
動
を
と

る
。
個
人
と
し
て
は
良
識
の
あ
る
人
た
ち

が
、
企
業
人
と
な
っ
た
と
き
ど
う
し
て
豹

変
す
る
の
だ
ろ
う
か
と
、
最
近
特
に
感
じ

る
。
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

●
こ
の
1
年
間
で
あ
ら
ゆ
る
企
業
の
倫
理

観
の
な
さ
、
儲
け
れ
ば
い
い
、
見
つ
か
ら
な

け
れ
ば
何
を
し
て
も
い
い
と
い
う
考
え
方
が

露
呈
し
た
。
低
く
な
っ
た
な
ど
と
い
う
も
の

で
は
な
く
、
信
頼
で
き
な
く
な
っ
た
。

●
企
業
の
社
会
的
責
任
云
々
は
景
気
の
良

い
と
き
ば
か
り
の
話
で
は
な
い
と
考
え

る
。
モ
ラ
ル
が
あ
る
が
ご
と
き
は
幻
想
か

と
思
っ
て
し
ま
う
。
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

世代別比較 

高くなった 

特に変化 
していない 

低くなった 

無回答 

20歳代以下 
30歳代 
40歳代 
50歳代 
60歳代以上 

4.0％ 
 2.2％ 

3.1％ 
6.6％ 
4.9％ 

1.2％ 
0.1％ 
0.2％ 
0.4％ 
1.4％ 

23.7％ 
33.2％ 

42.8％ 
44.8％ 

40.4％ 

71.1％ 
64.5％ 

53.9％ 
48.1％ 

53.3％ 

01年調査　5.0%
00年調査　5.5%
99年調査　4.0%

01年調査　65.0%
00年調査　51.7%
99年調査　56.3%

01年調査　29.0%
00年調査　42.4%
99年調査　39.2%

01年調査　1.0%
00年調査　0.4%
99年調査　0.5%

全 体 
高くなった 
4.1％ 

特に変化 
していない 
55.8％ 

無回答 
0.6％ 

低くなった 
39.5％ 

～企業に対する信頼感～

企
業
に
対
す
る
信
頼
感

3
―
「
低
く
な
っ
た
」
の
対
前
年
増
加
幅
が

過
去
最
高
―

1　本業に徹する 
　  （優れた商品・サービス・ 
　　技術等をより安く提供、 
　　安全・安心の確保） 

2　株価の向上と株主に 
　　対する安定配当 

3　利益の確保と国・ 
　　地方自治体への納税 

4　雇用の維持･創出 

5　技術と研究の開発 
　　(グローバルスタンダード、 
　   世界的な特許など)

7　地域社会との共生 

8　メセナ 
　  （スポーツ・文化・芸術支援）や 
　　フィランソロピー（社会貢献） 
　　などへの取り組み 

9　経営の透明性と情報公開 

10　社会倫理に則った 
　　  企業倫理の確立･順守 

11　不測の事態が発生した 
　　  際の的確な情報発信など 
　　  の危機管理 

6　省資源・省エネや環境保護 
　　などへの取り組み 

74.2％
70.8％ 
71.8％ 

8.6％ 
8.0％ 
7.2％ 

10.2％ 
11.3％ 
10.9％ 

26.1％ 
25.3％ 
30.0％ 

15.6％ 
15.1％ 
17.0％ 

24.0％ 
24.5％ 
29.0％ 

8.5％ 
13.0％ 

8.9％ 

43.4％ 
42.4％ 
42.4％ 

50.8％ 
54.7％ 

45.0％ 

34.3％ 
30.6％ 
32.3％ 

2.1％ 
2.0％ 
3.1％ 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 

全体 

就業者 

就業者以外 

ビジネス 
ユーザー 

従業員 

個人株主 

機関投資家 

金融機関 

地域社会 

最終消費者 
（エンドユーザー） 

その他 

34.7％ 
30.4％ 
34.3％ 

78.2％ 
75.3％ 
76.8％ 

17.4％ 
18.7％ 

18.9％ 

4.7％ 
4.6％ 
6.6％ 

7.6％ 
6.9％ 
8.7％ 

49.8％ 

55.1％ 
53.8％ 

91.0％ 
92.9％ 

87.1％ 

2.3％ 

3.0％ 

2.2％ 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

全体 

就業者 

就業者以外 

第1位：最終消費者 
（エンドユーザー） 

第2位：従業員 

第3位：地域社会 

全体 

91.0％ 

78.2％ 

49.8％ 

20歳代以下 

77.5％ 

76.9％ 

49.1％ 

30歳代 

91.3％ 

74.7％ 

47.6％ 

40歳代 

93.4％ 

78.1％ 

48.8％ 

50歳代 

91.9％ 

82.9％ 

47.6％ 

60歳代以上 

89.9％ 

77.8％ 

54.6％ 

～企業の信頼感の維持・向上に重要なもの～

～企業経営で重視すべきステークホルダー～

～重視すべき対象上位3つの世代別比較～

4

企
業
の
信
頼
感
の
維
持
・

向
上
に
重
要
な
も
の

4
―
「
企
業
倫
理
の
確
立
と
順
守
」
が
2
年

ぶ
り
に
50
％
を
超
え
る
―

企
業
経
営
で
重
視
す
べ
き

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

5
―
全
体
の
91
％
が
最
終
消
費
者
と
回
答
―

不
祥
事
の
再
発
防
止
へ
の
取
り
組
み

6
―
「
内
部
通
報
や
公
益
通
報
の
受
付
窓
口

設
置
」
が
第
1
位
―
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内
部
通
報
や
公
益
通
報
に
つ
い
て
、
ど

う
思
う
か
を
聞
い
た
。

回
答
者
の
8
割
が「
不
祥
事
の
早
期
発
見

や
未
然
防
止
に
役
立
つ
と
思
う
」
と
考
え
て

お
り
、
大
多
数
が
内
部
通
報
・
公
益
通
報

を
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

一
方
、「
日
本
的
風
土
に
合
わ
な
い
の

で
、
こ
と
さ
ら
助
長
し
な
い
方
が
良
い
」

と
の
回
答
は
、
会
社
役
員
で
は
1
5
・
4
％
、

会
社
員
で
は
9
・
8
％
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・

ア
ル
バ
イ
ト
で
は
4
・
0
％
で
あ
っ
た
。

商
品
を
購
入
す
る
に
あ
た
り
、
不
祥
事

の
有
無
や
社
会
的
責
任
へ
の
取
り
組
み

を
、
ど
の
程
度
重
視
す
る
か
を
聞
い
た
。

「
社
会
的
責
任
を
果
た
し
、
倫
理
観
を
徹

底
さ
せ
て
い
る
企
業
の
も
の
を
優
先
的
に

購
入
す
る
」
と
62
・
3
％
が
回
答
し
た
。

「
社
会
的
責
任
や
倫
理
観
」
を
重
視
す
る

傾
向
は
、
世
代
が
上
が
っ
て
い
く
ご
と
に

高
く
な
り
、
60
歳
代
以
上
で
は
68
・
2
％
が

重
視
す
る
と
回
答
し
て
い
る
。

一
方
、
商
品
を
購
入
す
る
際
に
「
品

質
・
価
格
・
好
み
を
優
先
す
る
」
割
合
は
、

若
い
世
代
ほ
ど
高
い
結
果
と
な
っ
た
。
20

歳
代
以
下
で
は
48
・
0
％
、
60
歳
代
以
上
で

は
29
・
1
％
と
、
世
代
間
の
意
識
の
違
い
が

大
き
く
出
た
。

こ
の
結
果
と
「
企
業
に
対
す
る
信
頼
感

の
変
化
」
に
は
、
強
い
関
係
が
見
て
取
れ

る
よ
う
で
あ
る
（
3
ペ
ー
ジ
参
照
）。

20
歳
代
以
下
と
50
歳
代
で
、
こ
の
関
係

を
見
て
み
よ
う
。「
企
業
に
対
す
る
信
頼

感
の
変
化
」
で
、「
特
に
変
化
し
て
い
な

い
」
と
回
答
し
た
の
は
、
20
歳
代
以
下
の

71
・
1
％
に
対
し
、
50
歳
代
は
48
・
1
％
。

ま
た
、
企
業
に
対
す
る
信
頼
感
が
「
低
く

な
っ
た
」
と
回
答
し
た
の
は
20
歳
代
以
下

不祥事を早期に 
発見したり、 
未然に防ぐことに 
役立つと思う 

日本的風土に 
合わないので、 
ことさら助長 
しない方が良い 

分からない 無回答 

80％ 

7.7％ 

12.1％ 
0.2％ 

不祥事を早期に発見したり、 
未然に防ぐことに役立つと思う 

全体 

80.0％ 

7.7％ 

12.1％ 

0.2％ 

会社員 

75.9％ 

9.8％ 

14.2％ 

0.1％ 

会社役員 

71.2％ 

15.4％ 

12.5％ 

1.0％ 

団体職員 

75.0％ 

9.1％ 

15.9％ 

-

団体役員 

76.3％ 

15.8％ 

7.9％ 

-

公務員 

80.0％ 

7.0％ 

13.0％ 

-

自営業 

84.3％ 

6.7％ 

8.2％ 

0.7％ 

自由業 

79.6％ 

11.5％ 

8.8％ 

-

　 

84.0％ 

4.0％ 

11.8％ 

0.2％ 

無職 

82.2％ 

10.9％ 

6.9％ 

-

専業主婦 

83.5％ 

4.0％ 

12.3％ 

0.2％ 

学生 

78.2％ 

3.6％ 

18.2％ 

-

分からない 

無回答 

日本的風土に合わないので、 
ことさら助長しない方が良い 

パートタイム 
・アルバイト 

の
23
・
7
％
に
対
し
、
50
歳
代
は
44
・
8
％

で
あ
っ
た
。

以
上
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
と
不
祥
事
が
発

生
し
た
も
の
の
、
20
歳
代
以
下
は
「
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
際
、
品
質
・
価

格
・
好
み
を
優
先
し
て
購
入
を
決
め
て
い

る
」
の
で
、「
企
業
に
対
す
る
信
頼
感
」

が
「
特
に
変
化
し
て
い
な
い
」。
ま
た
逆

に
、
50
歳
代
は
「
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
選

ぶ
際
、
社
会
的
責
任
を
果
た
し
、
倫
理
観

を
徹
底
さ
せ
て
い
る
企
業
の
も
の
を
優
先

的
に
購
入
す
る
」
た
め
に
、「
企
業
に
対

す
る
信
頼
感
」
が
「
低
く
な
っ
た
」
と
言

え
る
の
で
は
な
い
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
最
後
に
「
企
業
の
社

会
的
信
頼
の
維
持
・
向
上
」
に
関
す
る

自
由
意
見
を
書
い
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

2
、0
1
3
件
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

続
発
す
る
不
祥
事
を
受
け
て
、「
倫
理

観
」
に
言
及
し
た
意
見
が
多
か
っ
た
。
ま

た
、
ト
ッ
プ
の
資
質
の
重
要
性
に
関
す
る

も
の
、
組
織
や
仕
組
み
と
し
て
不
正
を
許

さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
、
様
々
な

意
見
を
い
た
だ
い
た
。
代
表
的
な
意
見
を

紹
介
す
る
。

●
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
意
見
は
、
些
細
な

も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
企

業
の
問
題
点
を
反
映
し
て
い
る
も
の
が
多

い
。
ど
ん
な
小
さ
な
意
見
で
も
謙
虚
に
耳

を
傾
け
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
が
経
営
者

に
ま
で
伝
わ
る
シ
ス
テ
ム
が
で
き
て
い
る

企
業
は
よ
い
企
業
と
い
え
る
。

●
牛
肉
偽
装
を
告
発
し
た
会
社
が
、
そ
の

後
仕
事
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
現
実
、

こ
れ
が
日
本
の
社
会
で
あ
る
。
内
部
告
発

者
の
保
護
が
な
け
れ
ば
、
目
を
つ
む
る
以

外
、
仕
方
が
な
い
だ
ろ
う
。
企
業
倫
理
の

確
立
は
勿
論
、
告
発
者
の
保
護
を
望
み
た

い
。

●
自
分
が
消
費
者
の
立
場
に
立
っ
て
考
え

れ
ば
分
か
る
と
思
う
。
自
社
製
品
を
安
心

し
て
購
入
で
き
る
か
と
自
問
自
答
し
て
欲

し
い
。

●
企
業
が
よ
く
使
う
C
S
の
C
が

C
u
stom

er

で
は
な
く
、C

om
p
an
y

に
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
経
営
者
は
目

先
の
利
益
で
は
な
く
、
消
費
者
や
地
域
か

ら
歓
迎
さ
れ
る
こ
と
が
、
長
い
目
で
見
た

企
業
の
利
益
で
あ
る
こ
と
を
常
に
忘
れ
ず

に
い
て
欲
し
い
。

●
企
業
の
社
会
的
信
頼
の
向
上
は
、
一
般

社
員
よ
り
も
、
む
し
ろ
役
員
ま
た
は
上
級

管
理
職
の
倫
理
観
醸
成
が
重
要
と
考
え

る
。
わ
が
身
可
愛
さ
、
自
分
の
担
当
部
署

の
業
績
を
上
げ
る
た
め
に
、
社
会
的
問
題

に
な
る
よ
う
な
行
動
を
と
り
、
結
果
と
し

て
企
業
を
危
う
く
し
、
従
業
員
の
生
活
ま

で
破
壊
し
て
い
る
。

●
私
は
専
業
主
婦
な
の
で
、
ど
う
し
て
も

最
近
の
食
品
会
社
の
不
祥
事
が
許
せ
な

い
。
初
め
の
う
ち
は
不
祥
事
が
あ
っ
た
会

社
の
食
品
は
避
け
て
購
入
し
て
い
た
が
、

こ
う
次
か
ら
次
へ
と
出
て
く
る
と
、
ど
の

会
社
の
商
品
を
買
っ
て
も
大
差
が
な
い
よ

う
に
思
え
、
感
覚
も
マ
ヒ
状
態
で
あ
る
。

（
文
責
　
専
門
研
究
員
　
山
田
　
俊
彦
）

商品・サービスを選ぶ際、 
社会的責任を果たし、倫 
理観を徹底させている 
企業のものを優先的に 
購入する 

商品・サービスを選ぶ際、 
品質・価格・好みを優先 
して購入を決める 

わからない 

無回答 

全体 
20歳代以上 
30歳代 
40歳代 
50歳代 
60歳代以上 

62.3％ 
48.0％ 

62.3％ 
65.7％ 
68.2％ 

55.7％ 

32.9％ 
48.0％ 

32.9％ 
29.9％ 
29.1％ 

36.8％ 

4.4％ 
4.0％ 

4.7％ 
4.1％ 

2.0％ 

7.2％ 

0.3％ 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 

0.0％ 

0.1％ 
0.3％ 
0.6％ 

0.4％ 

内部通報や公益通報の 
受付窓口を設置する 

全体 20歳代以下 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代以上 

内部監査を強化する 

社外取締役制度を導入する 

役員と社員との意見交換会を開催する 

各職場で順守するマニュアルを定める 

その他 

経営に対して広く意見をもらう 
アドバイザリーボードを設置する 

社員各層において倫理感の醸成を 
はじめとする、各種教育を実施する 

企業の倫理方針を定める 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

55.1 

51.0 

38.6 

37.3 

35.4 

27.5 

17.7 

17.6 

7.1

③ 

② 

⑤ 

⑥ 

① 

⑦ 

④ 

⑧ 

⑨ 

35.3 

48.0 

32.4 

30.1 

49.7 

27.2 

33.5 

22.0 

4.0

① 

② 

⑤ 

④ 

③ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

55.3 

47.4 

30.5 

33.9 

39.7 

29.9 

19.5 

15.5 

6.7

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

54.4 

52.1 

39.3 

37.9 

33.9 

28.1 

16.4 

15.6 

6.7

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑧ 

⑦ 

⑨ 

57.7 

51.7 

43.2 

40.3 

32.1 

26.5 

14.9 

18.1 

7.7

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑧ 

⑦ 

⑨ 

57.4 

52.8 

43.1 

38.7 

33.4 

25.6 

16.6 

20.6 

7.7

～商品を購入する際に重視すること～

内
部
通
報
や
公
益
通
報
を

ど
う
考
え
る
か

7
―
役
員
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
ア
ル
バ
イ
ト

で
評
価
に
大
き
な
差
―

商
品
を
購
入
す
る
際
に

重
視
す
る
こ
と

8
―
世
代
が
高
い
ほ
ど
、「
社
会
的
責
任
や

倫
理
観
」
を
重
視
―

企業の倫理方針を定める 

社員各層に倫理観の 
醸成などの教育をする 
社外取締役制度を 
導入する 

内部通報や公益通報の 
受付窓口設置 

その他 

内部監査を強化する 

アドバイザリーボードの設置 

職場で順守する 
マニュアルを定める 

役員と社員との意見交換会 

全 体 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 

38.6％ 

51.0％ 

27.5％ 

17.7％ 

17.6％ 

37.3％ 

35.4％ 

7.1％ 

55.1％ 

～不祥事の再発防止への取り組み～

～内部通報や公益通報をどう考えるか～
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ま
で
の
不
祥
事
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

行
政
や
政
治
と
の
関
係
な
ど
か
ら
波
及
し

た
も
の
な
ど
、
自
分
た
ち
に
は
直
接
は
あ

ま
り
関
係
な
い
、
最
終
的
な
ユ
ー
ザ
ー
に

は
関
係
な
い
と
の
安
心
感
が
あ
っ
た
と
思

う
の
で
す
。
そ
れ
が
最
近
は
自
分
の
身
に

直
接
ふ
り
か
か
っ
て
く
る
。
企
業
を
ユ
ー

ザ
ー
の
立
場
か
ら
信
頼
し
て
い
た
の
に
、

そ
の
部
分
が
崩
れ
て
し
ま
っ
た
。

一
方
、
プ
ラ
ス
面
と
し
て
は
、
不
祥
事

が
起
き
る
原
因
に
つ
い
て
意
識
が
高
ま
り

つ
つ
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
企
業
の
意
思

決
定
の
仕
組
み
）
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
問
題
に
つ
い
て
、
一
般
の
人
た
ち
の
理

解
が
深
ま
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

多
分
、
2
年
前
で
す
と
、
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

と
い
っ
て
も
言
葉
そ
の
も
の
が
全
く
理
解

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
今
で
は
そ
れ
ら
の
言
葉
の
意
味
を

知
り
、不
祥
事
が
起
こ
る
原
因
に
つ
い
て
、

あ
る
程
度
理
解
が
進
み
始
め
た
。
今
、
世

の
中
は
不
祥
事
を
起
こ
す
原
因
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
本
質
的
な
と
こ
ろ
を
直
す
こ
と

を
求
め
て
お
り
、
そ
れ
を
せ
ざ
る
を
得
な

い
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
の
か
な

と
感
じ
ま
す
。

鈴
木
特
に
こ
の
10
年
間
、
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
高
度
情
報
化
、
環
境
問
題

な
ど
会
社
を
取
り
巻
く
環
境
が
す
ご
い
勢

企 と 活 懇 会業 生 者 談
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今回の“企業観”アンケートの結果を企業サイドは、どう捉えているのか。資生堂、日本ア
イ・ビー・エム、ヤマト運輸の広報担当役員・広報部長にお集まりいただき、広報の果たし
ていく役割などについてお話を伺った。

“企業観”の変化と広報
～企業観アンケートの結果をふまえて～

出 席 者

鈴木
す ず き

奎三郎
けいざぶろう

㈱資生堂　執行役員常務
コーポレートコミュニケーション本部長

岡村
おかむら

典
ただし

日本アイ・ビー・エム（株）
理事　広報部長

白鳥
しらとり

美紀
み き

ヤマト運輸（株） 広報部長

司会：田代　正美
（財）経済広報センター
常務理事・事務局長

―
ま
ず
、
今
回
の
「
企
業
観
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
ご
覧
に
な
っ
て
の
第
一
印
象
を
お
伺
い

し
た
い
の
で
す
が
。
回
答
を
見
る
限
り
、

生
活
者
が
企
業
を
見
る
目
は
相
当
厳
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

鈴
木
近
年
、
こ
れ
だ
け
い
ろ
い
ろ
な
会
社

が
不
祥
事
を
起
こ
し
、
そ
れ
が
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
を
通
し
て
報
道
さ
れ
る
わ
け
で
す

か
ら
、
企
業
に
対
す
る
信
頼
感
が
落
ち

る
の
も
当
然
で
す
ね
。
し
か
も
、
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
業
種
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
か

ら
、
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
当
然
の
反
応

で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
か
つ
て
会
社
は
、

経
済
的
な
機
関
で
あ
り
、
き
ち
ん
と
し
た

公
正
な
競
争
を
や
っ
て
利
益
を
上
げ
て
い

れ
ば
そ
れ
で
よ
し
と
し
た
時
代
が
、
長
く

続
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
企
業
と
い
う

も
の
は
、
先
般
の
日
本
経
団
連
が
出
し
た

『
企
業
行
動
憲
章
』の
改
訂
版
に
も
あ
る

よ
う
に
、「
経
済
的
主
体
」
と
同
時
に
「
社

会
的
主
体
」
で
も
あ
る
の
で
す
。
社
会
に

対
し
て
の
責
任
や
保
証
も
持
た
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
そ
の
延
長
で
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス（
法
令
順
守
）と
い
う
課
題
が
出
て

き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
各
々
の
会
社
が

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経
営
に
徹
し
て
い
く

こ
と
が
、
社
会
の
信
頼
を
再
度
獲
得
す
る

道
で
は
な
い
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

白
鳥
生
活
者
の
方
々
が
、
企
業
を
見
る

目
は
か
な
り
厳
し
く
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
広
報
の
役
割
が
、

非
常
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
情
報
の

受
発
信
が
大
切
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す

ね
。
そ
の
中
で
も
、
情
報
を
受
信
す
る
い

わ
ゆ
る
広
聴
機
能
が
重
要
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
記
述
に
「
企
業
は

い
い
情
報
は
次
々
と
発
信
す
る
け
れ
ど

も
、
悪
い
情
報
は
隠
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
別
に
、

隠
し
て
い
る
つ
も
り
は
な
い
の
で
す
が
、

受
け
手
側
か
ら
見
る
と
、
お
そ
ら
く
そ
う

い
う
ふ
う
に
受
け
取
ら
れ
て
し
ま
う
。
こ

の
よ
う
な
声
を
キ
ャ
ッ
チ
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
今
ま
で
は
、
広
聴
機
能
が
お
ざ

な
り
に
な
っ
て
い
た
部
分
が
多
少
あ
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

岡
村
マ
イ
ナ
ス
の
印
象
と
プ
ラ
ス
の
印

象
に
分
け
て
申
し
上
げ
ま
す
。
マ
イ
ナ
ス

に
つ
い
て
は
、
不
祥
事
に
つ
い
て
非
常
に

厳
し
い
見
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
も
、
不
祥
事
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
最
近
は
消
費
者
に
直
接
関
係
す
る
安

全
の
問
題
と
か
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
問

題
が
か
な
り
大
き
な
問
題
と
し
て
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
の
で
、
生
活
者
の

方
々
が
実
質
的
な
危
機
感
を
感
じ
て
い
る

こ
と
が
調
査
結
果
に
出
て
い
ま
す
。
こ
れ

生
活
者
の
身
近
で
起
き
た

企
業
の
不
祥
事

は
、
企
業
文
化
の
持
つ
意
味
で
す
。
日
本

ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム
さ
ん
も
ヤ
マ
ト
運
輸
さ

ん
も
大
変
立
派
な
企
業
文
化
を
お
持
ち

の
会
社
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
社
員
一

人
ひ
と
り
が
、
自
分
の
問
題
と
し
て
考
え

て
、
そ
れ
を
日
常
の
行
動
に
出
し
て
い
か

な
い
限
り
意
味
が
な
い
の
で
す
。
ト
ッ
プ

だ
け
の
話
で
も
な
い
し
、
管
理
職
だ
け
の

話
で
も
な
い
。
会
社
に
属
す
る
社
員
全
員

が
、
そ
の
会
社
が
よ
っ
て
立
つ
企
業
文
化

を
理
解
し
て
、「
社
会
」
に
よ
っ
て
「
会
社
」

が
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
持
つ

こ
と
。
一
言
で
言
う
と
、
も
っ
と
謙
虚
で

誠
実
に
な
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。

―
皆
さ
ん
の
会
社
で
は
自
社
の
イ
メ
ー
ジ

調
査
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

岡
村
当
社
で
は
、
3
つ
の
調
査
を
し
て

い
ま
す
。
1
つ
は
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
調
査

で
す
。
そ
れ
と
、
お
客
さ
ま
に
直
接
お
伺

い
す
る
お
客
様
満
足
度
調
査
。
も
う
1
つ

は
、
社
員
が
会
社
を
ど
う
思
っ
て
い
る
か

と
い
う
社
員
満
足
度
調
査
で
す
。
こ
の
3

つ
の
指
標
が
非
常
に
重
要
視
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
調
査
の
頻
度
も
か
つ
て
は
年

に
1
回
だ
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
、
1
年
単

位
で
見
て
い
て
も
ア
ク
シ
ョ
ン
を
と
る
の

が
遅
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
今
で
は
2
カ

会
社
の
価
値
を
決
め
る
の
は
、

お
客
さ
ま

い
れ
ば
、
多
少
の
こ
と
は
目
を
つ
ぶ
っ
て

も
と
い
う
時
代
で
し
た
。
し
か
し
、
今
や
、

会
社
と
社
員
と
の
関
係
も
雇
用
者
、
被
雇

用
者
と
い
う
単
純
な
図
式
だ
け
で
は
済
ま

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
意
味
で
は
会

社
と
個
人
の
関
係
は
対
等
に
な
り
つ
つ
あ

る
と
い
え
ま
す
。
そ
の
結
果
、
会
社
に
属

す
る
自
分
で
は
な
く
、
本
来
、
自
分
の
中

に
あ
っ
た
最
終
ユ
ー
ザ
ー
と
し
て
の
声
が

ス
ト
レ
ー
ト
に
出
始
め
て
い
る
と
言
え
る

と
思
い
ま
す
。

白
鳥
当
社
は
サ
ー
ビ
ス
業
で
す
か
ら
、

お
客
さ
ま
と
直
接
接
す
る
と
こ
ろ
で
、

メ
ー
カ
ー
さ
ん
で
い
う
商
品
が
生
み
出
さ

れ
る
わ
け
で
す
。
メ
ー
カ
ー
さ
ん
だ
っ
た

ら
、
生
産
過
程
で
不
良
品
と
か
欠
陥
品
が

出
た
ら
事
前
に
取
り
除
け
ま
す
よ
ね
。
と

こ
ろ
が
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
場
合
は
、
事
前

に
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
な
い
ん
で
す
。

そ
こ
で
ミ
ス
を
犯
す
と
、
お
客
さ
ま
に
使

っ
て
も
ら
え
な
く
な
る
。
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
今
ま
で
も
消
費
者
や
お
客
さ
ま
の

立
場
に
立
っ
て
、
商
品
を
考
え
、
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
ま
し
ょ
う
と
言
っ
て
き
た
の

で
す
が
、
言
葉
だ
け
が
先
行
し
必
ず
し
も

実
行
が
伴
っ
て
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

こ
う
い
う
時
代
に
な
っ
て
、
お
客
さ
ま
の

立
場
に
立
つ
と
い
う
姿
勢
が
、
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
実
感
が

あ
り
ま
す
ね
。

鈴
木

改
め
て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
の

い
で
変
化
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
成
長

の
論
理
、
強
者
の
論
理
に
基
づ
く
経
営
か

ら
、
企
業
の
社
会
的
な
責
任
、
透
明
性
の

高
い
企
業
経
営
へ
と
社
会
的
な
価
値
観
が

変
化
し
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
一

連
の
不
祥
事
は
、
社
会
の
常
識
・
価
値

観
・
慣
習
と
、
会
社
の
常
識
・
価
値
観
・

慣
習
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
き
た
こ

と
に
よ
る
こ
と
が
原
因
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ズ
レ
が
い
ろ
い
ろ
な
形
で
不
祥
事
に

な
っ
て
き
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る

気
が
し
ま
す
。

―
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
記
述
を
み

ま
す
と
、
企
業
に
対
し
て
「
相
変
わ
ら
ず

だ
」、「
旧
態
依
然
だ
」、「
通
用
し
な
く
な

っ
て
い
る
常
識
に
す
が
っ
て
い
る
」
と
の

激
し
い
言
葉
で
の
コ
メ
ン
ト
が
目
立
ち
ま

す
。
消
費
者
・
生
活
者
の
方
が
相
当
、
い

ら
立
ち
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。

岡
村
そ
う
で
す
ね
。
私
も
そ
う
で
す
け

ど
、
会
社
な
ど
組
織
の
一
員
で
あ
る
と
同

時
に
、
一
消
費
者
、
一
最
終
ユ
ー
ザ
ー
で

も
あ
る
わ
け
で
す
。
い
つ
も
心
の
中
に
は

両
方
の
立
場
が
あ
る
わ
け
で
す
。
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
今
ま
で
は
、
会
社
や
組
織
に

所
属
す
る
自
分
の
ほ
う
が
う
ま
く
い
っ
て

社
員
一
人
ひ
と
り
が
、

企
業
文
化
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
事
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月
お
き
や
四
半
期
お
き
に
調
査
し
、
結
果

も
す
ぐ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木
定
点
観
測
で
企
業
イ
メ
ー
ジ
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
時
期
は
毎
年
春
で
、

性
別
は
男
性
・
女
性
半
々
ぐ
ら
い
、
規
模

は
3
、0
0
0
人
〜
4
、0
0
0
人
で
す
。

や
は
り
実
態
を
反
映
し
ま
す
よ
。例
え
ば
、

資
生
堂
が
流
通
問
題
に
直
面
し
、
メ
デ
ィ

ア
に
報
道
さ
れ
た
と
き
は
、
イ
メ
ー
ジ
は

下
が
っ
た
。
そ
れ
か
ら
回
復
し
て
、
何
か

あ
る
と
ま
た
下
が
る
と
い
う
具
合
に
、
も

の
す
ご
く
敏
感
で
す
ね
。

白
鳥
当
社
は
定
期
的
に
調
査
は
し
て
い

な
い
の
で
す
が
、
宅
急
便
の
イ
メ
ー
ジ
調

査
や
イ
ン
ナ
ー
調
査
は
必
要
に
応
じ
て
や

っ
て
い
ま
す
。
社
内
の
風
通
し
が
良
い
の

で
、
形
と
し
て
や
ら
な
く
て
も
、
日
々
、

ド
ラ
イ
バ
ー
な
り
現
場
の
社
員
が
お
客
さ

ま
と
接
す
る
中
で
聞
い
た
話
が
、
組
織
を

通
し
て
ト
ッ
プ
ま
で
上
が
っ
て
く
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
が
聞
い
た
情
報
が
ス

ッ
と
上
が
っ
て
い
く
の
で
す
ね
。

白
鳥
特
に
仕
組
み
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
ん
で
す
け
れ
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
場
を
通

し
て
、
悪
い
情
報
も
含
め
て
上
が
っ
て
き

ま
す
。
ま
た
、
e
メ
ー
ル
の
苦
情
な
ど
も
、

日
々
、
か
な
り
来
ま
す
け
れ
ど
、
社
長
が

全
部
見
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
特
に
調
査

を
し
な
く
て
も
、
市
場
の
声
が
見
え
て
く

る
の
で
す
ね
。
そ
れ
を
見
て
、
改
良
す
る

と
こ
ろ
は
す
ぐ
改
良
し
ま
す
。

鈴
木
会
社
の
価
値
を
決
め
る
も
の
は
何

か
と
考
え
る
と
、
お
客
さ
ま
で
あ
り
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
資

生
堂
の
場
合
、
化
粧
品
を
1
本
1
本
買
っ

て
下
さ
る
お
客
さ
ま
が
、
資
生
堂
と
い
う

会
社
の
価
値
を
決
め
て
い
る
の
で
す
。

―
「
企
業
経
営
で
重
視
す
べ
き
対
象
」
を

聞
き
ま
し
た
。
お
客
さ
ま
（
エ
ン
ド
ユ
ー

ザ
ー
）
が
ト
ッ
プ
に
く
る
の
は
予
想
し
て

い
た
の
で
す
が
、
2
番
目
は
従
業
員
と
い

う
結
果
で
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

い
か
が
で
す
か
。

鈴
木
お
客
さ
ん
が
最
も
大
事
だ
と
い
う

こ
と
は
、
ど
こ
の
会
社
も
異
論
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
続
い
て
大
事
な
の
が
、
社
員

な
の
か
、
地
域
社
会
な
の
か
、
株
主
な
の

か
と
い
う
の
は
、
大
変
難
し
い
と
こ
ろ
だ

と
思
い
ま
す
が
、
会
社
の
考
え
方
や
行
動

の
ベ
ー
ス
と
な
る
企
業
文
化
を
つ
く
る
の

は
社
員
な
の
で
、そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、

社
員
は
す
ご
く
大
事
で
す
。

岡
村
特
に
社
員
に
対
す
る
説
明
責
任
み

た
い
な
も
の
を
要
請
さ
れ
て
い
る
と
感
じ

ま
す
。
例
え
ば
、
終
身
雇
用
を
維
持
す
べ

き
か
否
か
と
い
う
の
は
、
各
社
い
ろ
い
ろ

な
考
え
方
が
あ
る
の
で
、
一
律
の
対
応
は

難
し
い
と
思
い
ま
す
。
大
事
な
の
は
、
維

持
す
る
に
し
ろ
、
維
持
し
な
い
に
し
ろ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
で

す
。
社
員
の
側
か
ら
す
る
と
、
ち
ゃ
ん
と

説
明
し
て
欲
し
い
と
い
う
声
は
非
常
に
強

い
の
で
す
。
何
か
起
き
た
時
に
会
社
と
し

て
し
っ
か
り
説
明
し
な
い
と
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
も
含
め
て
社
内
か
ら
も
社
外
か
ら

も
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か
ら
情
報
が
入
っ

て
き
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
あ
り

き
た
り
の
説
明
で
は
絶
対
に
納
得
し
て
も

ら
え
ず
、
ま
さ
に
危
機
的
状
況
に
な
り
ま

す
。
広
報
部
門
と
し
て
は
正
確
な
情
報
を

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
社
員
に
伝
え
て
い
く
こ

と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
意
味
で
社
内
の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
は
大
変
有
効
で
す
。
当
社
で
は
今
や
8

割
を
超
え
る
社
員
が
会
社
に
関
す
る
情
報

源
と
し
て
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
を
一
番
に
重

視
す
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

鈴
木
か
つ
て
は
、
情
報
に
、
A
、
B
、
C
と

い
っ
た
階
層
を
つ
け
て
、
A
と
い
う
情
報

は
会
社
の
中
の
役
員
ク
ラ
ス
、
B
は
中
間

管
理
職
ま
で
、
C
は
全
員
と
い
う
管
理
を

し
て
い
た
。
ネ
ッ
ト
社
会
に
な
り
情
報
の

差
別
化
と
か
階
層
と
い
っ
た
垣
根
が
全
く

な
く
な
り
ま
し
た
ね
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
い
う
の
は
、
個
人
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と

同
じ
力
を
持
つ
こ
と
と
同
義
語
じ
ゃ
な
い

か
な
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

―
個
人
が
意
見
を
主
張
す
る
よ
う
に
な

り
、
階
層
に
よ
る
情
報
の
差
別
化
が
な
く

な
っ
て
く
る
と
、
い
わ
ゆ
る
内
部
通
報
や

内
部
告
発
が
出
て
く
る
の
は
必
然
的
な
流

れ
と
言
え
ま
す
ね
。

白
鳥
必
然
だ
と
思
い
ま
す
。
聴
く
耳
を

持
た
な
い
と
ダ
メ
で
し
ょ
う
ね
。
内
部
通

報
や
内
部
告
発
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い

か
な
く
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

岡
村
最
近
、
人
事
部
が
、
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
上
に
い
ろ
い
ろ
な
相
談
を
受
け
る
た
め

の
専
用
の
窓
口
を
開
い
て
質
問
を
受
け
て

24
時
間
以
内
に
回
答
す
る
と
い
う
仕
組
み

を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
自
分
の
年

金
が
ど
う
な
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を
は

じ
め
、
人
事
に
関
す
る
ど
ん
な
質
問
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
利
用
件

数
を
調
べ
た
ら
ピ
ー
ク
時
で
1
日
あ
た
り

1
0
0
件
程
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
そ
う

で
す
。
年
間
で
は
何
千
件
に
な
り
ま
す
。

今
ま
で
の
日
本
人
の
考
え
と
し
て
は
言
い

た
い
こ
と
、
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

あ
ま
り
声
を
上
げ
た
り
、
行
動
し
た
り
し

な
か
っ
た
。
し
か
し
今
や
、
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
や
e
メ
ー
ル
を
使
っ
て
、
き
ち
ん
と
聞

き
た
い
こ
と
を
聞
き
、
言
い
た
い
こ
と
を

言
う
よ
う
に
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
対
す
る
意
識
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ

と
を
実
感
し
ま
す
。

鈴
木
か
つ
て
の
日
本
企
業
に
は
、
会
社

の
た
め
を
思
い
、
少
々
の
こ
と
は
目
を
つ

ぶ
っ
て
言
わ
な
い
と
い
う
の
が
一
つ
の
風

土
、
文
化
と
し
て
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

完
全
に
ベ
ク
ト
ル
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ

た
。
資
生
堂
も
、
社
の
内
外
に
い
ろ
い
ろ

な
問
題
に
つ
い
て
対
応
す
る
相
談
窓
口
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
あ
が
っ
て
く

る
も
の
の
中
に
は
、
誹
謗
中
傷
的
な
も
の

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
も

の
に
対
し
て
も
、
あ
が
っ
て
く
る
か
ら
に

は
何
か
理
由
が
あ
る
は
ず
だ
と
謙
虚
に
受

け
と
め
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

白
鳥
当
社
で
は
昨
年
、
社
長
し
か
開
け

な
い
目
安
箱
を
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
上
に
作

り
ま
し
た
。
過
去
に
は
投
函
す
る
タ
イ
プ

の
目
安
箱
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
全
く
機

能
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
社
長
に
直
接

意
見
が
言
え
る
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
上
の
目

安
箱
は
、
意
見
が
言
い
や
す
い
の
で
、
か

な
り
効
果
が
出
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

―
「
商
品
を
購
入
す
る
際
に
、
重
視
す
る

こ
と
」
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
社
会
的
責
任
を

果
た
し
て
い
る
企
業
の
も
の
を
選
ぶ
と
回

答
し
た
の
は
、
60
歳
代
以
上
で
68
・
2
％
で

あ
っ
た
の
に
、
20
歳
代
以
下
は
48
・
0
％

と
20
ポ
イ
ン
ト
の
開
き
が
出
ま
し
た
。

鈴
木
ご
年
配
の
人
ほ
ど
、
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
帰
属
意
識
が
強

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
わ
ゆ
る

伝
統
的
な
企
業
で
あ
れ
ば
何
と
な
く
安
心

で
き
る
と
い
う
感
覚
で
す
。
対
す
る
若
い

人
は
商
品
ブ
ラ
ン
ド
を
重
視
す
る
。
ど
こ

の
会
社
で
つ
く
っ
た
も
の
か
は
重
要
で
な

く
、
そ
の
商
品
自
体
が
好
き
だ
と
い
う
こ

と
が
重
要
な
ん
で
す
。

白
鳥
そ
れ
は
あ
り
ま
す
ね
。
資
生
堂
さ

ん
は
そ
の
傾
向
が
強
い
の
で
は
な
い
で
す

か
。
私
は
資
生
堂
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
に
対

し
て
高
品
質
感
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

て
い
ま
す
。
安
い
化
粧
品
や
品
質
の
い
い

も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
信
頼
性
と
か
、
安

心
し
て
使
え
る
と
い
う
観
点
か
ら
見
る

と
、
資
生
堂
と
い
う
の
は
購
入
に
際
し
て

の
強
力
な
ブ
ラ
ン
ド
だ
と
思
い
ま
す
。

鈴
木
当
社
で
は
3
年
前
、「
化
粧
惑
星
」

と
い
う
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
を
作
り
ま
し

た
。
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
コ

ン
ビ
ニ
を
利
用
す
る
若
年
層
で
す
。
ま
た

デ
パ
ー
ト
で
は
「
ア
ユ
ー
ラ
」、「
イ
プ
サ
」

と
い
う
資
生
堂
と
い
う
表
記
の
な
い
ブ
ラ

ン
ド
の
販
売
を
し
て
い
ま
す
。
企
業
ブ
ラ

ン
ド
を
重
視
す
る
層
と
商
品
ブ
ラ
ン
ド
を

重
視
す
る
層
の
そ
れ
ぞ
れ
に
支
持
さ
れ
る

よ
う
に
ブ
ラ
ン
ド
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
は
な
か
な
か
難

し
い
で
す
ね
。

岡
村
一
般
の
お
客
様
が
商
品
を
買
っ
て

下
さ
る
よ
う
な
消
費
財
メ
ー
カ
ー
だ
と
、

そ
の
よ
う
に
ブ
ラ
ン
ド
を
分
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
程
度
変
え
ら

れ
ま
す
が
、
企
業
の
ユ
ー
ザ
ー
が
多
い
会

社
で
は
、難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
ね
。

た
と
え
ば
、
信
頼
感
が
あ
る
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
と
、
堅
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
共
通

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
堅
い
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
払
し
ょ
く
し
よ
う
と
し
た

ら
、
も
と
も
と
の
信
頼
感
が
崩
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
強
み
を
ど
の
よ

う
に
生
か
し
な
が
ら
、
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を

な
く
し
て
い
く
か
と
い
う
の
は
、
な
か
な

か
答
え
が
出
な
い
問
題
で
す
ね
。
ま
た
、

若
い
方
は
、
品
質
や
価
値
だ
け
で
な
く

「
好
み
」
と
い
う
指
標
が
入
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
若
い
人
が
総
合
的
な
イ
メ
ー

ジ
の
中
で
判
断
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
む
し
ろ
健
全
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

―
企
業
の
信
頼
性
の
維
持
・
向
上
に
関
し

て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
最
後
に
自
由
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、「
自
分

の
会
社
を
客
観
的
に
眺
め
る
余
裕
を
持
っ

て
欲
し
い
」
と
か
、「
メ
デ
ィ
ア
も
殊
更

に
扇
情
的
な
報
道
を
す
る
の
で
は
な
く
、

日
本
社
会
全
体
の
向
上
と
い
う
観
点
か
ら

報
道
で
き
な
い
も
の
か
」
な
ど
、
非
常
に

冷
静
な
ご
判
断
を
い
く
つ
か
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
う
や
っ
て
冷
静
に
見
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
方
々
が
い
る
と
い
う
の
は
心
強

い
こ
と
で
す
ね
。

白
鳥
結
局
の
と
こ
ろ
、
社
員
が
や
る
気

や
自
信
を
な
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
問
題

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
当

社
で
は
社
員
を
軸
と
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
良
い
経
営
の
循
環
が
生
ま
れ
る
と
い

う
こ
と
を
よ
く
言
っ
て
い
ま
す
。
社
員
が

や
る
気
を
出
し
て
、
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
れ
ば
、
お
客
さ
ま
に
は
繰
り
返
し
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
し
、
そ
の
結
果
、
利

益
も
出
て
、
株
主
に
も
還
元
で
き
る
。
そ

う
い
う
良
い
循
環
を
生
み
出
す
カ
ギ
と
な

る
の
は
社
員
し
か
い
な
い
と
言
っ
て
い
る

ん
で
す
。同
時
に
企
業
文
化
で
あ
る
と
か
、

企
業
姿
勢
を
世
の
中
に
広
く
伝
え
る
の
も

社
員
で
す
。
軸
と
な
る
社
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
上
げ
て
、
や
る
気
を
出
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

岡
村
わ
れ
わ
れ
も
い
つ
も
同
じ
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。か
つ
て
の
よ
う
に
、

右
肩
上
が
り
の
時
代
で
は
な
い
の
で
、
社

員
の
や
る
気
が
今
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
を
正
確
に
把
握
し
、
や
る
気
を
引
き
出

し
て
い
く
こ
と
が
経
営
上
の
大
き
な
課
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

最
前
線
の
社
員
に
、

最
新
の
情
報
を
伝
え
る



昨
年
の
6
月
27
日
に
、
雪
印
乳
業
の
株

主
総
会
で
社
外
取
締
役
に
選
任
さ
れ
て
か

ら
8
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
そ
の
間
、
感

じ
た
こ
と
や
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
、
ご
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

B
S
E（
牛
海
綿
状
脳
症
）問
題
が
発
生

し
ま
し
た
。
国
産
食
肉
の
加
工
メ
ー
カ
ー

は
大
量
の
在
庫
を
抱
え
る
こ
と
に
な
り
、

窮
状
に
追
い
こ
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
食
肉

加
工
メ
ー
カ
ー
を
救
済
す
る
た
め
に
実
施

さ
れ
た
の
が
、
国
産
牛
の
買
取
制
度
で
す
。

昨
年
の
1
月
23
日
に
こ
れ
を
悪
用
し
た
こ

と
で
雪
印
食
品
が
告
発
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
こ
の
買
取
制
度
を
悪
用
し
た
企
業

は
11
社
に
も
及
ぶ
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

業
界
と
し
て
問
題
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

ル
ー
ル
違
反
を
平
気
で
犯
し
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
国
産
牛
と
言
い
な
が
ら
、
輸

入
牛
を
混
ぜ
た
り
、
賞
味
期
限
切
れ
の
も

の
や
く
ず
肉
を
混
ぜ
た
り
し
て
、
買
取
制

度
を
悪
用
し
た
の
で
す
。
こ
う
し
た
違
反

の
発
覚
を
き
っ
か
け
に
、
原
産
地
表
示
に

関
す
る
不
正
も
、
続
々
と
摘
発
さ
れ
る
に

至
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
食
品
衛
生
法
で
は
使
用
が
禁

じ
ら
れ
て
い
る
香
料
を
添
加
物
と
し
て
使

食
を
め
ぐ
る
不
祥
事

12

識者と語る論談倶楽部

雪印乳業株式会社　

社外取締役 日和佐
ひ わ さ

信子
のぶ こ

氏

3月17日、雪印乳業（株）社外取締役の日和佐信子氏

を招き、「企業が再び信頼を取り戻すために」をテーマ

に、第18回「識者と語る論談倶楽部」を開催した。

日和佐氏は2002年6月に雪印乳業の社外取締役に就

任したが、それまでは全国消費者団体連絡会の事務局

長を務めた。そうした長年の消費者運動の経験をもと

に、消費者から見た企業活動の課題や、社外取締役と

して取り組んだ企業倫理委員会の活動と行動基準の策

定についてお話いただいた。

「企業が再び信頼を
取り戻すために」

ひわさ　のぶこ

1959年 早稲田大学卒業
1985年5月～1995年6月 都民生協（現コープとうきょう）理事
1987年5月～1995年6月 東京都生活協同組合連合会　理事
1989年6月～1995年6月 日本生活協同組合連合会　理事
1995年6月～1997年4月 日本生活協同組合連合会

組織推進本部　本部長補佐
1997年5月～2002年5月 全国消費者団体連絡会　事務局長
2002年6月～ 雪印乳業株式会社　社外取締役

【兼　職】
食料・農業・農村政策審議会（農林水産省）委員
その他
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か
ろ
う
が
、
全
く
何
も
起
こ
ら
な
い
と
い

う
の
は
か
え
っ
て
お
か
し
な
こ
と
で
す
。

人
が
や
っ
て
い
る
か
ら
に
は
、
常
に
リ
ス

ク
は
起
こ
る
と
い
う
前
提
で
も
の
を
考
え

な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
と
き
に
大

事
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
そ
の
会
社
の
社

会
に
対
す
る
透
明
性
と
か
、
情
報
開
示
と

か
、
い
わ
ゆ
る
企
業
文
化
に
支
え
ら
れ
た

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
す
。

白
鳥
そ
う
で
す
ね
。
一
番
恥
ず
か
し
い

の
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
お
客
さ
ん
の
と
こ

ろ
に
荷
物
を
届
け
に
行
っ
て
、「
こ
ん
な

こ
と
、
お
た
く
の
会
社
で
あ
っ
た
の
？
」

と
言
わ
れ
て
、「
す
み
ま
せ
ん
。
知
り
ま

せ
ん
」
と
答
え
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、

一
ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ
っ
て
も
、「
い
や
、

こ
れ
は
こ
う
い
う
こ
と
で
す
」
と
そ
の
場

で
説
明
で
き
れ
ば
、「
あ
っ
、
ヤ
マ
ト
運

輸
っ
て
、
情
報
が
し
っ
か
り
伝
わ
っ
て
い

る
会
社
な
ん
だ
な
」
と
思
っ
て
く
れ
る
わ

け
で
す
。

鈴
木

そ
れ
は
資
生
堂
も
同
じ
で
す
。

当
社
で
は
第
一
線
に
出
て
い
る
ビ
ュ
ー

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
1
万
人
ぐ

ら
い
い
ま
す
が
、
こ
の
人
た
ち
が
担
う
資

生
堂
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
の
が
一
番
大
事

で
す
ね
。
で
す
か
ら
、
資
生
堂
は
、
社
長

が
一
番
下
に
い
て
、
第
一
線
の
社
員
が
一

番
上
に
い
る
と
い
う
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
組

織
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ー
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
通
し
て
、

生
活
者
の
皆
さ
ん
は
企
業
に
対
し
て
、

「
本
業
に
戻
る
」「
基
本
に
忠
実
に
企
業
は

行
動
し
て
欲
し
い
」「
結
果
を
し
っ
か
り

と
情
報
公
開
し
て
欲
し
い
」
と
い
っ
た
こ

と
を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
分
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
実
践
す
る
に
あ
た
り
、
い
わ
ゆ
る

創
業
の
理
念
な
ど
は
何
か
役
に
立
ち
そ
う

で
す
か
。

鈴
木
創
業
の
理
念
は
原
点
で
す
。
い
ろ

い
ろ
な
歴
史
的
な
流
れ
の
中
で
進
化
し
た

り
、
幅
が
広
が
っ
た
り
は
し
て
い
る
も
の

の
、
何
の
た
め
に
こ
の
会
社
は
存
在
し
、

ど
う
い
う
思
い
で
創
ら
れ
た
の
か
と
い
っ

た
創
業
の
原
点
は
、
会
社
を
経
営
し
て
い

く
上
で
、
一
番
大
事
な
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
が
社
風
と
か
企
業
文
化
と

い
う
こ
と
の
出
発
点
だ
と
思
い
ま
す
。

白
鳥
戻
る
と
こ
ろ
は
や
っ
ぱ
り
創
業
の

理
念
で
す
。
当
社
も
経
営
理
念
と
か
企
業

姿
勢
と
か
、
い
ろ
い
ろ
条
文
は
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
上
に
立
つ
存
在
と
し
て
「
社
訓
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
昭
和

6
年
に
創
業
者
が
つ
く
っ
た
も
の
で
3
カ

条
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
「
運

送
行
為
は
委
託
者
の
意
思
の
延
長
と
知
る

べ
し
」
と
い
う
条
文
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
ま
さ
に
当
社
の
原
点
と
し
て
今
も
受
け

継
が
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
、
社
員
は
何

か
あ
っ
た
ら
そ
れ
に
戻
り
ま
す
。

岡
村
も
と
も
と
、
創
業
者
の
3
つ
の
基

本
信
条
と
い
う
こ
と
で
、「
個
人
の
尊
重
」、

「
お
客
さ
ま
へ
の
最
善
の
サ
ー
ビ
ス
」
、

「
完
全
性
の
追
求
」
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
時
が
た
つ
に
つ
れ
こ

れ
ら
が
き
ち
ん
と
実
現
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
り
、
あ
る
い
は
間
違
っ
て
解
釈
さ
れ
て

く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
個
人
の

尊
重
と
い
う
こ
と
を
、
何
も
し
な
く
て
も

個
人
が
尊
重
さ
れ
る
は
ず
と
思
い
込
ん
で

い
る
社
員
が
で
て
き
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
1
9
9
3
年
4
月
に
就
任
し
た
ル
イ

ス
・
ガ
ー
ス
ナ
ー
前
I
B
M
会
長
は
そ
の

こ
と
に
気
づ
き
、
自
ら
会
社
の
文
化
を
変

革
す
る
た
め
に
多
大
な
努
力
を
行
い
ま
し

た
。
理
念
と
い
う
の
は
絶
対
必
要
な
ん
で

す
が
、
常
に
そ
の
中
身
を
確
認
し
、
本
当

に
意
味
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
く
と
い
う

毎
日
の
努
力
と
実
行
が
必
要
で
す
ね
。

―
本
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
ま
し
た
。

（
文
責
　
専
門
研
究
員
　
山
田
　
俊
彦
）

行
動
の
原
点
は
、
経
営
理
念
に

―
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
社
内
広

報
の
役
割
を
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

白
鳥
重
要
性
が
と
て
も
高
ま
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
社
内
広
報
は
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
、
社
内
報
を
作
っ
た
り
、
通
達
を

流
し
た
り
す
る
と
こ
ろ
ば
か
り
に
目
が
い

き
が
ち
で
す
が
、
社
内
に
お
け
る
情
報
の

共
有
化
、
情
報
の
管
理
と
い
う
こ
と
を
考

え
る
と
、
本
当
に
大
切
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
社
内
の
情
報
が
共
有
化
さ
れ

て
い
な
い
と
、
次
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
信

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
ね
。

鈴
木
社
会
に
対
す
る
最
大
の
情
報
発
信

メ
デ
ィ
ア
は
社
員
で
す
。
だ
か
ら
、
社
内

の
情
報
が
し
っ
か
り
と
全
員
に
伝
わ
っ
て

い
な
い
と
困
っ
た
こ
と
に
な
る
。

岡
村
一
連
の
不
祥
事
な
ど
で
、
危
機
管

理
の
意
識
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
危
機
管
理
と
い
う
と
、
何
か
マ
ス
コ

ミ
対
応
み
た
い
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
何
か

起
こ
っ
た
と
き
に
社
員
に
対
し
て
、
い
ち

早
く
き
ち
っ
と
説
明
を
す
る
と
い
う
こ
と

が
す
ご
く
大
事
で
す
よ
ね
。

白
鳥
そ
の
ほ
う
が
大
切
で
す
ね
。

岡
村
社
内
の
人
が
信
用
し
て
い
な
か
っ

た
り
関
心
が
な
か
っ
た
ら
、
い
く
ら
マ
ス

コ
ミ
に
説
明
し
て
も
、
や
っ
ぱ
り
伝
わ
ら

な
い
で
す
ね
。
結
局
、
そ
れ
が
ま
た
新
た

な
誤
解
や
問
題
を
生
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

鈴
木
要
す
る
に
、
悪
循
環
に
な
っ
て
し

ま
う
。
社
員
の
数
が
、
多
か
ろ
う
が
少
な
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が
、
消
費
者
と
い
う
言
葉
を
使
わ
な
い
こ

と
も
問
題
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

お
客
様
を
大
事
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
確

か
に
重
要
で
す
。
お
客
様
と
い
う
言
葉
に

は
、
自
社
の
商
品
を
買
っ
て
も
ら
う
か
、

も
ら
わ
な
い
か
と
い
う
点
で
関
係
性
が
鮮

明
で
す
。
し
か
し
、
消
費
者
と
い
う
層
が

社
会
の
中
に
は
あ
る
の
で
す
。
私
は
、

「
消
費
者
問
題
や
消
費
者
の
権
利
と
い
う

概
念
に
対
し
て
、
企
業
は
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
の
か
。
そ
の
ス
タ
ン
ス
が
ま

っ
た
く
抜
け
て
い
る
の
は
い
け
な
い
」
と

提
言
し
ま
し
た
。
社
会
構
成
員
で
あ
る
消

費
者
に
対
し
て
何
を
働
き
か
け
る
か
、
ど

う
い
う
責
任
を
持
っ
て
い
く
の
か
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
が
議
論
の
焦
点
の
一
つ
に
な
り
ま

し
た
。
消
費
者
と
い
う
言
い
方
を
事
故
の

後
に
し
た
と
こ
ろ
、
い
っ
せ
い
に
ク
レ
ー

ム
が
き
た
そ
う
で
す
。
消
費
者
と
い
う
の

は
意
味
合
い
が
広
い
の
で
す
。「
お
客
様

の
権
利
」
と
は
言
わ
な
い
が
、「
消
費
者

の
権
利
」
と
い
う
。「
お
客
様
問
題
」
と

は
言
わ
ず
「
消
費
者
問
題
」
と
言
い
ま
す
。

行
動
基
準
を
作
る
過
程
で
全
社
員
の
意

見
を
聞
き
ま
し
た
。
95
％
の
社
員
が
「
消

費
者
と
い
う
言
葉
を
使
わ
な
い
で
ほ
し

い
」
と
い
う
意
見
で
し
た
。
そ
う
い
う
社

員
の
意
見
を
無
視
す
る
の
も
フ
ェ
ア
で
は

な
い
の
で
、「
消
費
者
・
お
客
様
」
と
い

う
用
語
を
使
う
こ
と
で
妥
協
し
ま
し
た
。

消
費
者
と
い
う
言
葉
を
企
業
の
ト
ッ
プ

の
方
々
が
き
ち
ん
と
認
識
し
て
使
っ
て
い

る
の
か
ど
う
か
、
こ
れ
以
後
と
て
も
気
に

な
り
ま
し
た
。
業
界
誌
の
新
年
号
で
各
企

業
の
ト
ッ
プ
が
今
年
の
抱
負
を
述
べ
て
い

る
の
で
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
見
ま

し
た
ら
、
6
割
く
ら
い
の
ト
ッ
プ
の
方
が

消
費
者
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
ま
し

た
。
消
費
者
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
な

い
方
も
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
し
た
。
6
割
も

の
ト
ッ
プ
が
消
費
者
と
い
う
言
葉
を
使
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
、
企
業
の
ス
タ
ン
ス
も

い
く
ら
か
変
わ
る
だ
ろ
う
と
、
意
地
悪
な

見
方
も
で
き
ま
す
。
や
は
り
消
費
者
と
い

う
概
念
を
企
業
活
動
の
中
に
ど
う
位
置
付

け
て
い
る
か
、
消
費
者
問
題
に
対
し
て
ど

れ
だ
け
の
理
解
を
持
ち
、
積
極
的
に
対
応

し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
か
が
、
大
き
く

問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

私
の
一
番
の
役
割
は
、
企
業
倫
理
委
員

会
の
委
員
長
を
務
め
る
こ
と
で
す
。
企
業

倫
理
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
8
名
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
定
例
で
月
に
1
回
開
催

し
て
お
り
、
お
客
様
相
談
室
に
寄
せ
ら
れ

た
苦
情
と
、
そ
れ
へ
の
対
応
を
毎
月
必
ず

報
告
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
寄
せ
ら
れ
た
情
報

と
そ
れ
へ
の
対
応
、
さ
ら
に
工
場
等
で
の

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
を
報
告
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
対
応
が
良
い

か
悪
い
か
、
も
っ
と
こ
う
す
べ
き
で
あ
る

と
い
う
議
論
を
し
て
い
ま
す
。

企
業
倫
理
委
員
会
の
も
と
に
品
質
部
会

を
設
け
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
品
質
の

専
門
家
2
人
と
私
、
そ
れ
に
現
場
の
品
質

担
当
の
職
員
2
名
の
計
5
名
で
す
。
毎
月

1
回
検
討
会
を
開
き
、
品
質
管
理
シ
ス
テ

ム
が
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
1
年
か
け
て

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
も
う
少

し
踏
み
込
み
、
あ
る
工
場
の
ラ
イ
ン
に
つ

い
て
、
シ
ス
テ
ム
が
適
当
で
あ
る
か
ど
う

か
も
含
め
て
監
視
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

企
業
倫
理
委
員
会
は
取
締
役
会
の
諮
問

機
関
と
い
う
位
置
付
け
で
、
取
締
役
会
か

ら
の
諮
問
事
項
に
つ
い
て
答
申
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け

で
は
面
白
く
な
い
の
で
、
企
業
倫
理
委
員

会
自
ら
が
提
案
す
る
役
割
も
持
っ
て
い
ま

す
。
今
ま
で
の
活
動
で
は
、「
雪
印
乳
業

行
動
基
準
」
を
作
っ
た
こ
と
が
大
き
な
成

果
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
商
品
に
関
す
る

様
々
な
表
示
を
見
直
す
こ
と
を
提
言
し
て

い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
、
ほ
ぼ
取
り
ま
と
め
が
で
き
る
段
階

に
き
て
い
ま
す
。

雪
印
乳
業
の
社
外
取
締
役
就
任
に
際

し
、
四
谷
の
本
社
で
1
週
間
レ
ク
チ
ャ
ー

を
受
け
ま
し
た
。
朝
か
ら
晩
ま
で
、
各
部

署
が
レ
ク
チ
ャ
ー
を
し
て
く
れ
た
の
で
す

が
、会
社
の
全
容
が
つ
か
め
な
い
の
で
す
。

そ
の
頃
は
ま
だ
分
社
化
が
進
ん
で
い
な
か

っ
た
の
で
、
組
織
が
大
き
く
、
ど
こ
が
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
。
言
葉

で
は
理
解
は
す
る
が
、
そ
こ
ま
で
な
の
で

す
。

雪
印
乳
業
の
企
業
倫
理
委
員
会

企
業
内
に
お
け
る
位
置
付
け

雪
印
乳
業
行
動

基
準
策
定
の
経
緯
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用
し
た
問
題
や
、
冷
凍
ほ
う
れ
ん
草
に
農

薬
が
残
留
し
て
い
た
問
題
な
ど
が
起
き
ま

し
た
。
残
留
農
薬
基
準
は
、
生
野
菜
や
果

物
に
対
し
て
設
定
さ
れ
、
加
工
食
品
に
は

適
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。「
中
国
で
は
残

留
農
薬
基
準
違
反
の
野
菜
が
か
な
り
生
産

さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
情
報
が
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
厚
生
労
働
省
は
、
冷
凍

食
品
は
加
工
食
品
な
の
で
ル
ー
ル
上
は
問

題
で
は
な
い
と
考
え
、
動
か
な
か
っ
た
の

で
す
。

食
を
め
ぐ
る
不
祥
事
を
一
つ
ひ
と
つ
検

証
し
て
い
く
と
、
違
反
し
た
事
業
者
が
絶

対
に
悪
い
の
で
す
が
、
し
か
し
、
問
題
は

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
業
者
が

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ル
ー
ル
や
、
日

本
の
食
品
安
全
行
政
も
も
う
一
歩
遅
れ
て

い
た
の
で
す
。
こ
の
両
方
を
問
題
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
長
い
間
、
生
活
協
同
組
合
で
活
動

を
し
て
き
ま
し
た
。
生
活
協
同
組
合
は
食

品
を
組
合
員
に
供
給
す
る
こ
と
が
主
な
活

動
で
、
ず
っ
と
食
に
関
わ
っ
て
き
た
と
言

え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
食
の
安
全
に
関
す
る

こ
と
で
は
、
例
え
ば
不
必
要
な
人
工
着
色

料
（
化
学
合
成
着
色
料
）
や
、
毒
性
の
強

い
農
薬
を
使
う
の
を
止
め
よ
う
と
い
っ
た

運
動
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
一
連
の
事
件
で
提
起
さ
れ
た
問

題
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
企
業
が
世
の
中

に
提
供
し
て
い
る
食
品
そ
の
も
の
に
は
安

全
性
の
問
題
は
な
く
、
企
業
の
社
会
的
責

任
が
鋭
く
問
わ
れ
た
こ
と
で
す
。
雪
印
食

品
が
作
っ
て
い
た
生
ハ
ム
自
体
の
安
全
性

に
は
、何
も
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

企
業
の
人
が
他
社
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ

言
う
の
は
、
は
し
た
な
い
こ
と
だ
そ
う
で

す
。
私
は
長
い
間
消
費
者
団
体
に
い
た
の

で
、「
日
本
ハ
ム
は
こ
こ
が
け
し
か
ら
ん
」

と
い
う
意
味
の
こ
と
を
発
言
し
ま
し
た
。

そ
う
し
た
ら
、「
雪
印
の
社
外
取
締
役
が

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
の
は
、
は
し
た

な
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
自
分
が

感
じ
た
こ
と
を
日
本
ハ
ム
に
対
し
て
だ
け

で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
言
い
続

け
て
い
ま
す
。
日
本
ハ
ム
の
場
合
も
、
同

社
が
作
っ
て
い
た
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
安

全
性
が
問
わ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
本
ハ
ム
が
や
っ
た
倫
理
違
反
、
ル
ー

ル
違
反
が
厳
し
く
問
わ
れ
た
の
で
す
。

雪
印
食
品
は
解
散
に
追
い
込
ま
れ
、
関

連
し
た
食
肉
加
工
業
者
の
日
本
食
品
は
破

綻
し
ま
し
た
。
日
本
ハ
ム
は
昨
年
度
4
0

0
億
円
の
損
失
を
出
し
、
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
ま
し
た
。

倫
理
違
反
に
対
し
て
、
厳
し
い
目
が
向

け
ら
れ
ま
し
た
。
国
民
の
厳
し
い
目
だ
け

で
な
く
、
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
の
力
も
ず
い

ぶ
ん
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
会
社
の
責
任

が
問
わ
れ
て
、
解
散
や
破
産
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
ま
で
追
い
込
め
ら
れ
た
こ
と

は
、
か
つ
て
な
い
こ
と
で
し
た
。

ど
ん
な
に
安
全
な
食
品
を
世
の
中
に
提

供
し
て
も
、
そ
の
前
提
と
な
る
ル
ー
ル
を

破
っ
た
ら
、
社
会
の
中
で
生
き
て
い
け
ま

せ
ん
。
企
業
の
人
間
は
こ
の
こ
と
を
本
当

に
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
企
業
倫
理
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
と
い
う
言
葉
が
流
行
っ
て
い
ま
す
。
企

業
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
立
は
、
外

か
ら
言
わ
れ
て
や
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
企
業
自
ら
が
ど
う
す
れ
ば
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
、
自
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
っ
て
実
行

し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
誰
も

助
け
て
は
く
れ
な
い
の
で
す
。
自
ら
積
極

的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
世
の

中
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

企
業
は
創
業
の
精
神
、
企
業
理
念
、
ビ

ジ
ョ
ン
を
必
ず
持
っ
て
い
ま
す
。
企
業
が

提
供
し
て
い
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
、
本

当
に
そ
の
企
業
が
目
指
し
て
い
る
創
業
の

精
神
を
具
体
化
し
て
い
る
の
か
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。
企
業
理
念
が
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
に
具
現
化
さ
れ
な
け
れ
ば
、
何
の
た
め

の
企
業
理
念
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
提
供
し
て
い
る
商
品
と
そ
の

企
業
理
念
が
ど
う
関
連
し
て
い
る
の
か
、

悩
ま
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
企
業
は
利
益
を
上
げ
て

い
か
な
け
れ
ば
、
そ
の
活
動
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ど

う
い
う
理
念
で
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
世

の
中
に
提
供
し
て
利
益
を
上
げ
て
い
く
の

か
、
こ
の
理
念
が
非
常
に
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。
企
業
が
世
の
中
に
提
供
し
て
い
く

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
文
化
も
大

き
く
影
響
を
受
け
る
か
ら
で
す
。

企
業
は
消
費
者
を
ど
う
位
置
付
け
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
雪
印
に
は
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
、

「
雪
印
乳
業
行
動
基
準
」
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
作
る
過
程
で
最
大
の

議
論
に
な
っ
た
の
は
、「
消
費
者
」
と
い
う

言
葉
を
入
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
雪
印
乳
業
は
日
常
的
に
消
費
者
と

い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。
す
べ
て

「
お
客
様
」
で
す
。
中
毒
事
件
と
雪
印
食

品
の
事
件
が
起
こ
っ
た
後
、
お
客
様
第
一

主
義
を
厳
し
く
守
る
こ
と
を
徹
底
し
、
ま

た
、
世
間
の
批
判
が
と
く
に
厳
し
く
な
っ

て
き
た
こ
と
か
ら
、
余
計
お
客
様
と
い
う

言
葉
し
か
使
わ
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
気
持
ち
は
正
し
い
と
思
う
の
で
す

企
業
理
念
を

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
で
表
す

企
業
は
「
消
費
者
」
を
ど
う
位

置
付
け
て
い
る
の
か

問
わ
れ
た
企
業
倫
理
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企
業
が
置
か
れ
た
状
況
は
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
の
で
、
企
業
ご
と
に
工
夫
し
て
い
た

だ
く
ほ
か
は
な
い
。
雪
印
の
場
合
は
、
副

社
長
に
全
農
、
取
締
役
と
し
て
農
林
中
金

か
ら
来
ら
れ
た
。
私
の
ほ
か
に
外
か
ら
3

人
来
た
の
で
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、
や
り
や

す
い
。
役
員
が
が
っ
ち
り
固
ま
っ
て
い
る

と
、
社
外
役
員
が
孤
立
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
社
外
取
締
役
を
複
数
に
す
る
こ
と
も

可
能
で
、
そ
う
い
う
や
り
方
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。

企
業
倫
理
委
員
会
を
作
る
こ
と
は
大
切

で
す
。
そ
こ
に
消
費
者
代
表
が
入
っ
て
も

良
い
と
思
い
ま
す
。
組
織
的
に
進
め
る
に

は
、
社
外
取
締
役
一
人
に
任
せ
き
り
に
す

る
の
は
、
や
は
り
限
界
が
あ
り
ま
す
。

―
―
百
貨
店
の
企
画
部
門
で
働
い
て
い
ま

す
。
私
ど
も
も
宇
都
宮
牛
を
松
坂
牛
と
偽

っ
た
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の

時
に
、
当
社
に
も
業
績
を
上
げ
る
た
め
に

皆
が
目
を
つ
む
る
風
土
が
あ
る
と
い
う
こ

と
に
気
付
き
ま
し
た
。
雪
印
さ
ん
の
こ
と

が
頭
に
浮
か
び
ま
し
た
。

大
き
い
企
業
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
組

織
を
守
る
た
め
に
都
合
の
悪
い
こ
と
は
全

て
隠
蔽
し
よ
う
と
し
ま
す
。
そ
れ
が
ト
ッ

プ
で
は
な
く
、
中
間
管
理
職
の
人
た
ち
に

圧
力
と
し
て
か
か
る
。
男
性
社
会
は
そ
れ

を
自
分
の
出
世
と
引
き
換
え
に
、
隠
し
通

そ
う
と
し
ま
す
。
そ
れ
が
会
社
の
論
理
で

あ
り
、
組
織
の
論
理
だ
か
ら
で
す
。

で
は
、
こ
の
組
織
風
土
は
変
わ
る
の
か
。

当
社
は
あ
る
程
度
早
期
に
収
拾
し
た
の
で
、

業
績
は
回
復
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本

に
は
企
業
が
解
体
す
る
ま
で
追
い
込
む
と

い
っ
た
社
会
風
土
が
あ
り
ま
す
。
日
和
佐

先
生
は
再
生
す
べ
き
企
業
に
身
を
置
か
れ

て
い
て
、
男
性
陣
が
そ
れ
を
隠
蔽
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
苦
し
さ
み
た
い
な
も
の
を

ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

日
和
佐

雪
印
の
風
土
は
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
上
司
に
向
っ
て
違

う
意
見
を
言
う
、
物
申
す
な
ど
と
い
う
雰

囲
気
が
な
か
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
規
模

が
大
き
く
な
っ
て
い
け
ば
い
く
ほ
ど
、
力

で
統
治
を
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
最
大
の
責
任
は
や
は
り
ト

ッ
プ
に
あ
る
の
で
す
。

雪
印
は
7
階
に
役
員
室
が
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
は
社
員
が
そ
こ
に
行
く
の
は
年
に

数
回
で
、
ほ
と
ん
ど
足
を
踏
み
入
れ
る
こ

と
が
な
か
っ
た
。ア
ポ
イ
ン
ト
を
と
っ
て
、

き
ち
ん
と
背
広
を
着
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
役
員
で
あ
る
こ
と
が
権
威
に
な

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
、

そ
う
な
っ
た
ら
お
し
ま
い
で
す
。
そ
の
よ

う
な
企
業
風
土
で
は
、
問
題
が
起
き
た
ら

社
員
は
追
い
詰
め
ら
れ
て
、
誤
魔
化
さ
ざ

る
を
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
風

通
し
が
よ
く
、
悪
い
こ
と
が
悪
い
と
言
え

る
企
業
に
い
か
に
し
て
い
く
か
。
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
が
、
行
動
基
準
の
よ
う
な
も

の
を
企
業
の
中
に
浸
透
さ
せ
て
い
く
の
も

一
つ
の
や
り
方
だ
と
思
い
ま
す
。

悪
い
こ
と
は
そ
の
時
は
隠
し
お
お
せ
て

も
、
何
ら
か
の
形
で
外
に
出
て
行
く
も
の

で
す
。
今
の
世
の
中
、
完
璧
に
隠
し
お
お

せ
ま
せ
ん
。
リ
ス
ク
を
公
表
し
て
も
ダ
メ

ー
ジ
を
受
け
る
、
そ
れ
を
隠
し
た
こ
と
が

バ
レ
て
も
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
。
ど
ち
ら

の
リ
ス
ク
が
よ
り
ベ
タ
ー
か

と
い
え
ば
、
最
初
に
い
ち
早

く
リ
ス
ク
を
公
表
し
た
ほ
う

が
正
直
で
良
い
。
そ
う
い
う

価
値
観
の
社
風
に
な
れ
る
か

ど
う
か
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
に
は
ト
ッ
プ
の
意
識
が
も

の
す
ご
く
大
事
で
す
。

―
―
プ
リ
マ
ハ
ム
事
件
、
森

永
ヒ
素
ミ
ル
ク
事
件
が
あ
っ

て
以
来
、
私
は
両
社
の
製
品

を
買
わ
な
い
こ
と
に
し
て
い

る
。
今
回
、
日
本
ハ
ム
と
雪

印
が
付
け
加
わ
る
こ
と
に
な

る
。
消
費
者
は
全
て
そ
の
よ

う
に
反
応
す
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。
事
故
を
起
こ
し
た
企

業
は
、
市
場
か
ら
即
刻
退
場

す
べ
き
で
す
。

雪
印
乳
業
も
い
っ
た
ん
解

散
し
て
、
社
会
の
辛
酸
を
味
わ
っ
て
出
直

す
べ
き
だ
と
思
う
。
資
産
で
あ
る
工
場
等

は
ど
こ
か
の
企
業
が
買
い
取
る
し
、
優
秀

な
社
員
は
引
き
と
っ
て
も
ら
え
ま
す
。
日

和
佐
先
生
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

日
和
佐

私
は
雪
印
の
社
外
取
締
役
に
な

っ
て
1
年
も
経
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
雪
印

が
つ
ぶ
れ
て
い
い
と
は
思
っ
て
い
ま
せ

ん
。
雪
印
は
こ
れ
ま
で
も
リ
ス
ト
ラ
を
2
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食
品
メ
ー
カ
ー
な
の
で
、
ポ
イ
ン
ト
は

工
場
に
あ
り
ま
す
。
い
っ
た
い
工
場
は
ど

ん
な
具
合
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ

と
で
、全
工
場
を
回
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

工
場
で
働
い
て
い
る
人
た
ち
と
必
ず
1
時

間
〜
1
時
間
半
、意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
出
し
て
も
ら
い
、
こ

れ
が
す
ご
く
勉
強
に
な
っ
た
。
あ
る
工
場

に
行
っ
た
際
、「
日
和
佐
取
締
役
の
講
話
」

と
あ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
役
員
は
講
話
し

か
し
て
い
な
く
、
会
話
と
い
う
も
の
は
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

雪
印
乳
業
は
食
中
毒
事
件
以
後
、
新
し

く
「
雪
印
乳
業
行
動
規
範
」
を
作
成
し
ま

し
た
。
立
派
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
現

場
の
人
た
ち
の
中
に
、
行
動
規
範
が
あ
る

こ
と
を
知
ら
な
い
社
員
が
い
た
。
ど
ん
な

に
立
派
な
も
の
を
作
っ
て
も
、
全
社
員
に

浸
透
し
な
け
れ
ば
何
の
意
味
も
あ
り
ま
せ

ん
。
行
動
規
範
が
浸
透
し
て
い
な
い
こ
と

と
、
分
社
化
し
た
（
雪
印
乳
業
は
今
年
の

1
月
か
ら
、
チ
ー
ズ
と
バ
タ
ー
と
業
務
用

製
品
だ
け
を
作
る
小
さ
な
会
社
と
し
て
新

た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
）こ
と
を
踏
ま
え
て
、

新
し
く
「
行
動
基
準
」
を
作
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

こ
の
時
配
慮
し
た
の
は
、
全
員
参
加
で

作
る
こ
と
で
す
。
社
員
に
浸
透
さ
せ
る
た

め
に
は
、
作
る
段
階
か
ら
参
加
す
る
こ
と

が
大
事
で
す
。
全
体
の
枠
組
み
が
で
き
た

と
こ
ろ
で
、
8
0
0
名
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
ま
と
め
、
原
案

を
パ
ー
ト
さ
ん
も
含
め
全
社
員
に
配
り
ま

し
た
。

「
意
見
が
あ
っ
た
ら
寄
せ
て
ほ
し
い
」

と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、社
員
1
、5
0
0

人
、
パ
ー
ト
さ
ん
1
、1
0
0
人
の
計

2
、6
0
0
人
の
中
、
1
、5
0
0
人
以
上

の
人
か
ら
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
。
作
る
過
程
で

参
加
し
て
い
れ
ば
、
浸
透
し
や
す
く
な
る

の
で
す
。
以
前
の
行
動
規
範
は
企
画
会
社

が
書
い
た
も
の
で
し
た
。
そ
の
時
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り
、
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
し
て
み
ん
な
の
意
見
を
聞
い
て
、
ま
と

め
上
げ
ま
し
た
。
し
か
し
、
文
章
は
企
画

会
社
が
作
っ
た
た
め
か
、
表
現
が
コ
ピ
ー

的
で
、社
員
の
思
い
と
は
距
離
が
あ
っ
た
。

今
回
は
自
ら
書
こ
う
と
、
企
業
倫
理
室

が
頑
張
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が

出
る
た
び
に
書
き
直
す
の
で
、
最
終
版
は

16
版
に
も
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
プ
ロ
セ

ス
を
経
た
の
で
、文
章
が
分
か
り
や
す
く
、

フ
ィ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。
書
い
た
職
員
も

成
長
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
行
動
基
準
を

全
社
員
の
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
は
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
。

消
費
者
と
企
業
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
構
築
が
、
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
課
題
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
規
制
緩
和
が
進
め
ら

れ
て
、
企
業
も
自
己
責
任
、
消
費
者
も
自

己
責
任
を
果
た
し
な
さ
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
け
れ
ど
も
、
消
費
者
側
の
情
報
が

圧
倒
的
に
少
な
い
。情
報
が
少
な
い
の
に
、

自
己
責
任
を
果
た
せ
と
言
わ
れ
て
も
困
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

企
業
と
消
費
者
の
関
係
で
い
え
ば
、
消

費
者
が
自
己
責
任
を
果
た
せ
る
よ
う
な
情

報
を
企
業
が
い
か
に
提
供
す
る
か
。
こ
れ

が
企
業
の
大
き
な
役
割
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
ま
で
の
よ
う
に
「
企
業=

悪
」
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
は
消
費

者
と
企
業
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
ど

う
構
築
し
て
い
く
か
、
消
費
者
側
も
企
業

側
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

重
要
と
な
り
ま
す
。

雪
印
乳
業
行
動
基
準
を
策
定
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
消
費
者
団
体
の
皆
さ
ん
か
ら

も
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
雪
印
本

社
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
た
の
で
す

が
、「
消
費
者
団
体
の
方
が
本
社
に
見
え

た
の
は
初
め
て
で
す
か
？
」
と
雪
印
の
人

に
聞
く
と
、「
初
め
て
で
す
」
と
答
え
る

の
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
雪
印
が
こ
れ

ま
で
い
か
に
消
費
者
と
関
わ
り
が
な
か
っ

た
か
が
う
か
が
い
知
れ
ま
す
。
日
常
的
に

意
見
交
換
く
ら
い
し
て
い
て
も
良
い
の
で

は
な
い
か
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
こ
れ
か
ら

の
課
題
で
す
。

―
―
私
は
あ
る
大
き
な
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

の
加
盟
店
オ
ー
ナ
ー
を
し
て
い
ま
す
。
去

年
、
食
品
添
加
物
の
問
題
が
発
生
し
ま
し

た
。
私
た
ち
が
一
番
問
題
だ
と
思
っ
た
の

は
、
使
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
仕
方
が
な

い
が
、
そ
れ
を
隠
蔽
し
た
こ
と
で
す
。
企

業
倫
理
に
反
す
る
と
強
く
追
及
し
、
取
締

役
を
全
員
入
れ
替
え
ま
し
た
。
そ
の
会
社

も
立
派
な
企
業
倫
理
を
も
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
言
っ
て
い
る
こ
と
と
、
や
っ
て

い
る
こ
と
が
違
っ
た
。
社
外
取
締
役
を
選

任
し
て
も
、
開
か
れ
た
企
業
風
土
で
な
け

れ
ば
、
改
革
は
進
ま
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
危
惧
を
し
て
い
ま
す
。

企
業
の
社
外
取
締
役
に
、
私
た
ち
は
ど

う
い
う
役
割
を
期
待
し
て
い
い
の
か
、
逆

に
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
た
ら
い
い
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

日
和
佐

雪
印
に
は
企
業
倫
理
委
員
会
と

い
う
組
織
が
あ
る
の
で
、
私
自
身
や
り
易

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
企
業
倫
理
委
員
会

を
通
し
て
問
題
を
ま
と
め
、
き
ち
ん
と
会

社
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
組
織
が
な
け
れ
ば
、
単
に
取
締

役
会
で
私
個
人
の
意
見
を
言
う
だ
け
で

す
。
そ
う
な
る
と
、
ど
れ
だ
け
の
効
果
が

あ
る
の
か
と
疑
問
に
思
い
ま
す
。

規
制
緩
和
と
自
己
責
任

質
疑
応
答



■
五
洋
建
設
の
概
要

当
社
は
1
8
9
6
年
（
明
治
29
年
）、

広
島
県
呉
市
で
水
野
組
と
し
て
創
業
し
ま

し
た
。
以
後
、
海
洋
土
木
工
事
を
中
心
に

会
社
の
基
盤
を
築
き
、
創
業
1
世
紀
（
1

0
0
年
）
を
無
事
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

社
名
に
、
さ
ん
ず
い
の
「
洋
」
が
使
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
海
洋
土
木
を
得
意
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
部
門
で
は
日
本
で
一

番
手
、
ま
た
世
界
で
も
指
折
り
の
企
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
ご
存
知
の
ス
エ
ズ
運
河
の
開

削
工
事
を
行
っ
た
の
も
当
社
で
す
。
中
東

戦
争
で
地
雷
や
爆
撃
の
危
険
が
ひ
し
め
く

中
、
レ
セ
ッ
プ
ス
以
来
の
大
工
事
を
、
莫

大
な
費
用
と
人
員
を
動
員
し
て
成
し
遂

げ
、
当
社
の
名
前
（
五
洋
建
設
　
英
文

名：

ペ
ン
タ
・
オ
ー
シ
ャ
ン
・
コ
ン
ス
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
（
5
つ
の
海
））
を
世
界
中

に
広
め
ま
し
た
。
1
9
6
1
年
（
昭
和
36

年
）
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
事
業
は
、
日
本

の
建
設
技
術
の
高
さ
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル

し
た
最
初
の
も
の
と
い
え
ま
す
。

お
か
げ
で
、
海
洋
土
木
工
事
は
世
界
各

地
で
展
開
し
て
い
ま
す
。
特
に
東
南
ア
ジ

第
67
回
（
愛
知
1
月
28
日
）

五
洋
建
設
株
式
会
社

中
部
国
際
空
港
建
設
予
定
地
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企業と生活者
懇
談
会

ア
や
中
近
東
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
仕

事
を
引
き
受
け
て
き
ま
し
た
。
国
内
よ
り

海
外
の
方
で
、
名
前
が
売
れ
て
い
る
と
い

え
ま
す
。

現
在
の
事
業
割
合
は
、
国
内
8
割
、
海

外
2
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
内
で
は
、

港
湾
建
設
な
ど
産
業
基
盤
整
備
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
み
な
さ
ん
が
普
段

な
に
げ
な
く
使
っ
て
い
る
道
路
や
、
東
海

道
新
幹
線
を
は
じ
め
と
す
る
鉄
道
も
造
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
他
、
橋
梁
や
ト
ン
ネ

ル
、
ダ
ム
に
至
る
ま
で
、
土
木
工
事
と
呼

ば
れ
る
ほ
と
ん
ど
の
も
の
を
手
掛
け
て
き

ま
し
た
。

建
設
工
事
で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
か
ら
、
工
場
や
倉
庫
ま
で
幅
広
い

建
造
物
を
造
っ
て
い
ま
す
。
特
に
湾
岸
地

域
の
物
流
関
係
の
倉
庫
建
設
を
得
意
と
し

て
お
り
、
名
古
屋
地
区
を
は
じ
め
東
京
・

大
阪
・
福
岡
で
も
多
く
の
倉
庫
を
建
て
て

い
ま
す
。

■
中
部
国
際
空
港
の
建
設
に
つ
い
て

中
部
国
際
空
港
は
愛
知
県
で
開
催
さ
れ

る
愛
知
万
博
に
合
わ
せ
て
、
2
0
0
5
年
春

の
開
港
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
愛
知
県
常

滑
市
の
沖
合
1
、5
0
0
m
の
伊
勢
湾
に
人

工
島
（
面
積
約
5
8
0
ha
）
を
埋
め
立
て
、

そ
の
上
に
空
港
建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

名
古
屋
空
港
の
滑
走
処
理
能
力
は
21
世
紀

初
頭
に
限
界
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
る
た

第67回

第68回

第69回

1月28日

2月24日

3月 4 日

愛　知

大　阪

神奈川

五洋建設株式会社

関西電力株式会社

東京ガス株式会社

中部国際空港建設予定地

南港発電所

根岸工場

1997年にスタートし、2002年度末で通算69回の開催を数えることになった

「企業と生活者懇談会」。今回は、「私たちの生活を支えるインフラ企業」をテ

ーマに、愛知、大阪、神奈川で開催しました。空港、電気、ガスといった私

たちの日常生活の中で欠かせないものを提供している現場を、自分の目で直

に確かめ、企業の方々と直接意見交換することによって、より一層身近なも

のとして感じていただくことができたのではと感じています。

2003年度も全国各地で開催を予定していますので、ご期待ください。

開催日 開催地 協力企業

に
丁
寧
に
な
り
ま
し
た
。
か
え
っ
て
ク
レ
ー

ム
を
助
長
さ
せ
る
よ
う
な
結
果
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
感
じ
て
い

ま
す
。
企
業
は
ク
レ
ー
マ
ー
に
対
し
て
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
問
題
を
起
こ
し
た
く

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
街
宣
車
で
ガ
ン

ガ
ン
や
ら
れ
た
ら
、
た
ま
ら
な
い
。

し
か
し
、
私
は
裁
判
に
訴
え
て
も
い
い

か
ら
、
毅
然
と
し
た
態
度
を
と
っ
て
欲
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
理
不
尽
な
こ
と
を

言
う
消
費
者
に
対
し
て
は
、
毅
然
と
し
た

態
度
で
対
応
し
な
い
と
、
ど
ん
ど
ん
助
長

し
て
し
ま
う
。
本
当
に
意
味
の
分
か
ら
な

い
消
費
者
も
い
ま
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち

が
「
言
っ
て
良
か
っ
た
」
み
た
い
な
こ
と

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
企
業
は
言
う
べ
き

こ
と
は
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
企
業

側
が
理
不
尽
さ
を
断
ち
切
っ
て
、
き
ち
ん

と
消
費
者
に
対
し
て
説
明
す
べ
き
こ
と
は

説
明
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
お
互
い
が
、
き
ち
ん
と
し
た
基
盤
の

上
に
立
っ
て
、
良
い
関
係
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
文
責
　
専
門
研
究
員
　
山
田
　
俊
彦
）
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度
し
て
、
大
き
な
雇
用
調
整
を
し
て
き
ま

し
た
。そ
の
痛
み
は
肌
で
感
じ
て
い
ま
す
。

解
散
し
た
ら
、今
残
っ
て
い
る
2
、6
0
0

名
の
方
た
ち
の
再
就
職
は
大
変
で
す
。

ま
た
、
た
だ
職
場
を
確
保
す
る
と
い
う

こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
雪
印
の
持
っ
て
い

る
技
術
、
特
に
バ
タ
ー
や
チ
ー
ズ
を
作
る

技
術
力
は
非
常
に
高
い
と
思
う
。
い
ろ
い

ろ
な
と
こ
ろ
で
食
品
の
安
全
衛
生
に
関
す

る
話
を
す
る
機
会
が
多
い
の
で
す
が
、
私

か
ら
は
特
に
雪
印
の
話
は
し
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
質
問
の
時
間
に
な
る
と
、「
雪
印

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」
と
い
う
質
問

が
出
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
話
を
す
る
と
、

「
や
っ
ぱ
り
チ
ー
ズ
は
雪
印
が
お
い
し
い
」

と
、
み
な
さ
ん
お
っ
し
ゃ
っ
て
下
さ
る
。

雪
印
の
チ
ー
ズ
研
究
所
に
も
行
き
ま
し
た

が
、
そ
の
地
域
に
し
か
売
っ
て
い
な
い
、

世
の
中
に
知
ら
れ
て
い
な
い
、
か
な
り
高

い
レ
ベ
ル
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
チ
ー
ズ
を
作

っ
て
い
ま
し
た
。

札
幌
を
除
い
て
、
ど
の
工
場
も
北
海
道

の
奥
地
に
あ
り
ま
す
。
気
候
が
厳
し
く
、

あ
る
の
は
牧
草
地
か
湿
地
帯
だ
け
で
、
農

産
物
が
つ
く
れ
ず
、
酪
農
し
か
で
き
な
い

地
域
で
す
。
そ
れ
こ
そ
何
も
な
い
と
こ
ろ

に
、
雪
印
の
工
場
が
一
つ
あ
る
の
で
す
。

そ
う
い
う
環
境
の
中
で
、
酪
農
者
の
生
産

品
を
バ
タ
ー
や
チ
ー
ズ
と
い
う
日
持
ち
の

す
る
製
品
に
加
工
し
、
そ
れ
を
売
っ
て
生

活
の
糧
と
し
て
い
た
。
こ
れ
が
雪
印
の
原

点
で
す
。

そ
う
い
う
精
神
は
、
東
京
に
い
て
は
全

然
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
北
海
道
で
は
生
き

続
け
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
こ
と
を
忘
れ

て
し
ま
っ
た
の
が
い
け
な
い
。
な
ぜ
忘
れ

て
し
ま
っ
た
の
か
。
理
由
の
1
つ
は
、
社

長
が
工
場
に
行
っ
た
こ
と
の
な
い
会
社
だ

っ
た
こ
と
で
す
。
あ
き
れ
る
よ
り
ほ
か
あ

り
ま
せ
ん
。
北
海
道
の
工
場
で
働
い
て
い

る
の
は
現
地
採
用
の
人
た
ち
で
、
と
て
も

素
朴
で
す
。
こ
ん
な
に
素
直
な
人
た
ち
が

今
も
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
う
ぐ
ら
い
真

面
目
な
人
た
ち
が
、
一
生
懸
命
に
バ
タ
ー

や
チ
ー
ズ
を
作
っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
う
い
う
人
た
ち
を
見
る
と
、
雪
印
は

再
建
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
創
業
の

原
点
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
企
業
が

大
き
く
な
っ
た
か
ら
で
す
。
被
害
に
遭
わ

れ
た
方
に
は
本
当
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

が
、
雪
印
に
と
っ
て
は
あ
の
事
件
が
起
き

て
良
か
っ
た
の
で
す
。
事
件
が
な
け
れ
ば

曲
が
っ
た
道
を
そ
の
ま
ま
行
っ
て
、
尊
大

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。「
目
が
覚
め
た
」
と
言
っ
た
社

員
も
い
ま
す
。
問
題
を
起
こ
し
た
こ
と
は

糾
弾
さ
れ
な
く
て
は
い
け
な
い
が
、
そ
こ

を
反
省
し
て
、
森
永
乳
業
も
本
当
に
い
い

会
社
に
な
り
ま
し
た
。
雪
印
も
頑
張
っ
て

も
ら
い
た
い
。

―
―
以
前
、
派
遣
社
員
と
し
て
、
企
業
に

電
話
を
か
け
て
く
る
お
客
様
に
応
対
す
る

仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
社
員
の
方
に
比

べ
れ
ば
企
業
の
論
理
に
は
染
ま
り
に
く
か

っ
た
が
、
何
年
か
後
に
、「
客
は
な
ん
で
も

言
え
て
良
い
な
」
と
感
じ
ま
し
た
。
お
客

様
自
身
は
自
分
が
正
し
い
と
信
じ
込
ん
で

い
る
の
で
、
ほ
と
ん
ど
謝
る
こ
と
し
か
で

き
な
か
っ
た
。
企
業
は
あ
ま
り
本
音
を
言

っ
て
は
い
け
な
い
、
言
い
た
く
て
も
、
我

慢
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

雪
印
で
不
祥
事
が
起
き
た
時
、「
電
話
で

受
け
付
け
る
方
が
ほ
と
ん
ど
泣
く
よ
う
な

思
い
を
し
た
」
と
い
う
記
事
を
読
ん
だ
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
企
業
を
育
て
る
良
い
消

費
者
に
な
る
た
め
に
は
、
ど
う
い
う
態
度

で
企
業
に
接
し
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
企
業
は
ど
う
い
う
態
度
で
消
費
者
に

接
す
る
こ
と
が
、
今
後
必
要
に
な
っ
て
く

る
の
で
し
ょ
う
か
。

日
和
佐

消
費
者
契
約
法
を
作
る
時
に
、

企
業
の
人
た
ち
と
議
論
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
「
事
業
者
と
消
費
者
が
対
等
に
な
れ
る

よ
う
な
形
で
消
費
者
契
約
法
を
作
ろ
う
」

と
発
言
し
た
と
こ
ろ
、「
今
で
さ
え
ク
レ
ー

ム
に
泣
か
さ
れ
て
い
る
事
業
者
は
、
こ
ん

な
法
律
を
作
ら
れ
た
ら
た
ま
ら
な
い
」
と

い
う
意
見
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
は
「
そ
れ
は
間
違
っ
て
い
る
」

と
主
張
し
ま
し
た
。
特
に
雪
印
の
場
合
は

事
件
を
起
こ
し
て
以
後
、
対
応
が
や
た
ら
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と
で
、
沈
下
が
60
cm
以
下
に
収
ま
る
よ
う

に
改
良
し
て
い
ま
す
。

空
港
建
設
予
定
地
は
地
震
に
対
し

て
あ
ま
り
強
い
場
所
で
は
な
い
と

聞
き
ま
し
た
。「
予
測
し
な
い
大
地
震
が

発
生
し
た
た
め
に
空
港
が
崩
れ
て
し
ま
っ

た
」
で
は
取
り
返
し
が
つ
き
ま
せ
ん
。
地

震
に
対
す
る
安
全
性
と
取
り
組
み
を
説
明

し
て
く
だ
さ
い
。

地
震
に
つ
い
て
は
、
中
部
国
際

空
港
株
式
会
社
が
「
人
工
島
建

設
計
画
地
盤
の
真
下
に
は
活
断
層
は
見
当

た
ら
ず
、
こ
の
周
辺
で
地
震
が
起
こ
る
可

能
性
は
極
め
て
低
い
」
と
の
学
術
調
査
結

果
を
基
に
、
場
所
を
選
定
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
伊
勢
湾
周
辺
に
は
伊
勢
湾
断
層
帯

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
今
後

3
0
0
年
間
に
活
動
す
る
可
能
性
は
ゼ
ロ

に
近
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
関
西
国
際
空
港

一
期
工
事
中
に
起
こ
り
ま
し
た
。
当
社
は

護
岸
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
が
、
地
震
の

被
害
は
周
辺
の
護
岸
線
が
前
方
に
少
し
傾

い
た
程
度
で
し
た
。
護
岸
が
崩
れ
て
、
内

部
の
土
が
海
に
流
れ
込
ん
だ
と
い
う
被
害

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
周
辺
の
構
造
物
に
つ

い
て
も
、
人
身
に
関
わ
る
事
故
に
は
至
っ

て
な
い
こ
と
か
ら
、
埋
立
地
に
お
い
て
人

身
の
安
全
は
守
れ
た
と
い
え
ま
す
。
し
か

し
、
周
辺
の
護
岸
が
崩
れ
た
点
は
反
省
す

べ
き
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
耐
震
補
強

の
工
事
に
努
め
て
い
ま
す
。

液
状
化
現
象
が
起
こ
ら
な
け
れ
ば
、
通

常
の
土
地
よ
り
埋
立
地
の
方
が
安
全
だ
と

い
え
ま
す
。
し
か
し
、
液
状
化
が
起
き
る

と
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
上
水
道
・
下
水
道

の
パ
イ
プ
が
壊
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
今
で

は
、
液
状
化
の
発
生
を
防
ぐ
埋
立
材
料
と

工
法
が
研
究
・
開
発
さ
れ
て
お
り
、
そ
う

し
た
工
法
で
造
っ
た
埋
立
地
は
問
題
あ
り

ま
せ
ん
。
関
西
国
際
空
港
で
も
、
液
状
化

は
起
こ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
然
、
中
部

国
際
空
港
で
も
こ
の
工
法
を
採
用
し
て
い

ま
す
。

建
設
工
事
の
安
全
性
に
関
し
て
あ

ま
り
知
る
機
会
が
な
か
っ
た
の

で
、
今
日
の
よ
う
な
懇
談
の
場
は
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
モ
ノ
つ

く
り
だ
け
で
な
く
、
人
の
心
を
癒
せ
る
企

業
が
栄
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
五
洋

建
設
で
は
地
域
住
民
と
の
関
わ
り
方
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

当
社
が
進
め
て
い
る
公
共
事
業
な

の
で
す
が
、
東
京
の
大
田
区
で
、

地
域
の
方
と
一
緒
に
話
し
合
い
を
し
な
が

ら
人
工
海
浜
公
園
を
造
っ
て
い
ま
す
。「
こ

ん
な
海
浜
公
園
が
い
い
」
と
い
う
要
望
に

対
し
て
、
建
設
の
プ
ロ
と
し
て
「
こ
の
砂

浜
は
こ
の
砂
を
使
う
と
い
い
で
す
よ
」「
こ
こ

は
こ
う
し
た
方
が
も
っ
と
い
い
で
す
よ
」
と

い
っ
た
提
案
を
し
て
い
ま
す
。
時
間
は
か
か

り
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
来
年
完
成
の
予
定

で
す
。
当
社
で
は
こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
み

な
さ
ん
の
心
の
中
に
入
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

大
田
区
の
こ
の
人
工
海
浜
公
園
は
新

し
い
タ
イ
プ
の
公
共
事
業
と
し
て
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。
完
成
し
た
暁
に
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で

お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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め
、
新
空
港
の
早
期
完
成
が
望
ま
れ
て
い

ま
す
。
24
時
間
運
用
可
能
な
中
部
国
際
空

港
は
、
国
内
は
も
と
よ
り
海
外
と
の
航
空

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
充
実
さ
せ
、
空
の
玄
関

と
し
て
国
際
交
流
の
一
翼
を
担
う
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
人
工
島
の
埋
立
工
事
が
ほ
ぼ
完

了
し
、
土
地
の
造
成
と
管
制
塔
や
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
な
ど
上
物
（
う
わ
も
の
）
の
建

設
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
工
島
を
埋
め
立
て
た
の
が
、
当
社
を

は
じ
め
と
す
る
4
社
の
J
V
（
ジ
ョ
イ
ン

ト
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
）
で
す
。
当
社
は
、
人

工
島
の
周
り
に
囲
い
を
築
き
、
そ
の
中
に

土
砂
を
埋
め
る
護
岸
工
事
を
担
当
し
ま
し

た
。
本
日
、
ご
覧
い
た
だ
い
た
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
や
滑
走
路
の
土
台
と
な
る
部
分
の

工
事
を
受
け
持
っ
た
の
で
す
。

埋
め
立
て
に
用
い
る
土
砂
は
、
近
辺
の

山
を
切
り
崩
し
て
採
取
し
て
い
ま
す
が
、

一
部
は
名
古
屋
港
の
海
底
に
堆
積
し
て
い

る
土
砂
を
浚
渫

し
ゅ
ん
せ
つ
（
底
ざ
ら
い
）
し
て
使
っ

て
い
ま
す
。
名
古
屋
港
に
は
3
つ
の
大
き

な
川
が
流
れ
込
ん
で
お
り
、
土
砂
が
溜
ま

り
や
す
い
地
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

大
型
船
が
港
に
出
入
り
す
る
た
め
に
も
、

土
砂
の
浚
渫
作
業
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
掘
り
起
こ
し
た
土
砂
は
遠
方

の
海
に
捨
て
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
空

港
建
設
の
埋
め
立
て
に
利
用
し
て
い
ま

す
。工

事
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
周
辺

環
境
の
保
全
と
安
全
確
保
に
特
に
注
意
し

て
い
ま
す
。
環
境
保
全
で
は
、
埋
立
工
事

に
よ
る
水
の
濁
り
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た

め
、
用
地
造
成
工
事
中
は
汚
濁
防
止
膜
を

設
置
し
、
護
岸
造
成
後
に
埋
立
用
の
土
砂

を
投
入
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
を
公
表
す

る
こ
と
で
、
空
港
事
業
に
対
す
る
住
民
の

み
な
さ
ん
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。

安
全
面
で
は
、「
無
事
故
」「
無
災
害
」

を
目
標
と
し
、
工
事
関
係
者
の
き
め
細
や

か
な
安
全
衛
生
教
育
活
動
な
ど
を
通
じ

て
、安
全
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
周
辺
海
域
の
環
境
変
化
が
な
る

べ
く
影
響
し
な
い
よ
う
、
空
港
島
の
形
状

に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
常

滑
沖
の
南
下
流
を
で
き
る
だ
け
妨
げ
な
い

よ
う
に
、
空
港
島
と
対
岸
部
最
小
海
域
幅

は
約
1.1
km
を
確
保
し
、
空
港
島
の
形
状
に

曲
線
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

周
辺
海
域
に
生
息
す
る
多
様
な
海
域
生
物

に
や
さ
し
い
岩
礁
性
藻
場
を
造
成
す
る
た

め
に
、
護
岸
は
自
然
石
や
消
波
ブ
ロ
ッ
ク

を
使
っ
て
い
ま
す
。

■Q

＆A中
部
国
際
空
港
の
地
盤
沈
下
対
策

に
つ
い
て
、
特
に
安
全
性
の
面
か

ら
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。
常
滑
沖
の
地
盤

の
特
徴
や
、
地
盤
沈
下
を
防
ぐ
た
め
に
工

夫
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

中
部
国
際
空
港
建
設
予
定
地
は

平
均
水
深
約
6
m
の
浅
い
棚
地

で
す
。
こ
れ
は
関
西
国
際
空
港
第
一
期
工

事
の
平
均
水
深
16
m
と
比
べ
て
10
m
浅
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
海
底
地
盤
は

良
好
な
場
所
を
選
ん
で
い
る
の
で
、
軟
弱

な
地
盤
は
少
な
く
、
あ
っ
て
も
深
さ
10
m

と
そ
れ
ほ
ど
深
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
滑
走
路
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
な
ど
の

重
要
構
造
物
の
下
部
は
、
地
盤
改
良
工
事

を
行
っ
て
、
対
処
し
て
い
ま
す
。

地
盤
改
良
工
事
は
サ
ン
ド
・
コ
ン
パ
ク

シ
ョ
ン
・
パ
イ
ル
工
法
を
採
用
し
て
い
ま

す
。
こ
の
工
法
は
ま
ず
船
上
か
ら
海
底
に

パ
イ
プ
を
打
ち
込
み
、
次
に
打
ち
込
ん
だ

パ
イ
プ
を
通
し
て
砂
を
圧
入
し
て
い
き
ま

す
。
そ
う
し
て
、
軟
弱
な
粘
土
層
を
締
め

固
ま
っ
た
砂
杭
に
変
え
て
い
く
の
で
す
。

粘
土
層
を
砂
杭
で
強
制
的
に
置
き
換
え
る

こ
と
で
、
地
盤
の
安
定
化
が
図
ら
れ
る
の

で
す
。

ど
の
程
度
の
深
さ
ま
で
、
サ
ン

ド
・
コ
ン
パ
ク
シ
ョ
ン
・
パ
イ
ル

工
法
に
よ
る
改
良
工
事
を
行
っ
て
い
る
の

で
す
か
。護

岸
や
重
要
構
造
物
の
下
部
に

つ
い
て
は
、
沈
下
防
止
が
目
的

で
は
な
く
、
補
強
目
的
で
行
っ
て
い
る
の

で
10
m
程
度
で
す
。
軟
弱
地
盤
な
ら
、
深

さ
30
m
ま
で
改
良
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。そ
れ
ぞ
れ
の
地
盤
に
合
わ
せ
た
上
で
、

効
率
よ
く
作
業
し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と

埋
立
地
全
体
が
軟
弱
地
盤
で
は
な
い
の

で
、
沈
下
の
対
象
と
な
る
粘
土
層
は
多
く

あ
り
ま
せ
ん
。
改
良
し
な
く
て
も
全
体
の

沈
下
が
2
m
に
収
ま
る
地
盤
を
選
ん
で
お

り
、
こ
れ
を
前
述
の
補
強
工
事
を
施
す
こ
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■
関
西
電
力
の
概
要

日
本
に
は
沖
縄
電
力
を
含
め
て
10
の
電

力
会
社
が
あ
り
ま
す
。
北
海
道
、
東
北
、

関
東
、
関
西
と
い
っ
た
各
地
域
に
、
そ
れ

ぞ
れ
一
つ
の
電
力
会
社
が
あ
る
こ
と
が
、

日
本
の
電
力
供
給
体
制
の
大
き
な
特
徴
と

な
っ
て
い
ま
す
。

関
西
電
力
は
、
大
阪
府
、
京
都
府
、
兵

庫
県
、
奈
良
県
、
滋
賀
県
、
和
歌
山
県
と

三
重
県
、
岐
阜
県
お
よ
び
福
井
県
の
一
部

を
供
給
エ
リ
ア
と
し
て
い
ま
す
。
関
西
電

力
の
平
成
13
年
度
一
年
間
の
総
発
電
力
量

は
1
、2
2
2
億
ｋ
ｗ
ｈ
に
な
り
ま
す
。
電

源
の
内
訳
を
み
る
と
、
水
力
11
％
、
火
力

30
％
、
原
子
力
が
59
％
と
な
っ
て
お
り
、

原
子
力
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
特
徴
と
い

え
ま
す
。
平
成
13
年
度
の
南
港
発
電
所
の

総
発
電
力
量
は
79
億
ｋ
ｗ
ｈ
に
な
り
、
こ

れ
は
関
西
電
力
全
体
の
発
電
量
の
6
％
に

相
当
し
ま
す
。

ま
た
、
関
西
電
力
で
は
3
、5
5
9
万

kw
の
発
電
設
備
を
有
し
て
お
り
、
電
源
構

成
別
の
内
訳
で
は
、
火
力
が
全
体
の
50
％

を
占
め
、
原
子
力
が
27
％
、
そ
し
て
水
力

が
23
％
と
な
っ
て
お
り
、
火
力
の
割
合
が

高
い
点
が
特
徴
で
す
。
こ
こ
南
港
発
電
所

で
は
一
日
あ
た
り
最
大
1
8
0
万
kw
の
電

力
を
作
る
設
備
容
量
を
も
ち
、
関
西
電
力

全
体
の
５
％
の
発
電
を
賄
っ
て
い
ま
す
。

1
8
0
万
kw
は
大
阪
市
の
必
要
と
す
る
電

力
の
30
％
に
相
当
し
、
電
車
や
都
市
部
へ

の
供
給
電
源
と
し
て
、
南
港
発
電
所
は
重

要
な
位
置
付
け
に
あ
り
ま
す
。

■
幅
の
あ
る
電
力
需
要

電
力
需
要
は
、
一
日
の
時
間
帯
ご
と
、

曜
日
ご
と
、
そ
し
て
季
節
ご
と
に
大
き
く

変
動
し
ま
す
。
季
節
ご
と
の
需
要
で
は
、

夏
の
ピ
ー
ク
時
は
3
、3
0
0
万
kw
、
冬

の
ピ
ー
ク
時
は
2
、3
0
0
万
kw
と
、
実

に
1
、0
0
0
万
kw
の
需
要
の
差
が
生
じ

ま
す
。
ま
た
、
冬
季
の
電
気
の
使
わ
れ
方

を
一
日
の
時
間
帯
別
で
見
る
と
朝
6
時
頃

は
少
な
く
、
お
昼
頃
に
か
け
て
だ
ん
だ
ん

と
需
要
が
増
え
、
15
時
頃
か
ら
17
時
頃
に

ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

発
電
方
式
に
は
、
原
子
力
、
水
力
、
火

力
、
油
火
力
、
揚
水
発
電
な
ど
複
数
の
方

式
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
必

要
な
電
力
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
、
原
子
力
発
電
と
水
力
発
電
が
一
日

に
必
要
な
電
力
を
作
る
に
あ
た
り
ベ
ー
ス

と
な
り
ま
す
。
一
日
の
中
で
時
間
帯
に
よ

り
、
電
力
需
要
が
大
き
く
変
動
す
る
と
お

話
し
ま
し
た
が
、
こ
の
変
動
部
分
に
対
応

す
る
の
が
火
力
発
電
で
す
。
昼
間
は
多
く

の
需
要
に
対
応
す
る
た
め
に
稼
動
し
て
い

ま
す
が
、
夜
は
需
要
が
減
る
た
め
に
止
め

る
か
、
負
荷
を
少
な
く
し
た
運
転
を
し
て

い
ま
す
。

■
周
囲
と
の
調
和
を
大
切
に
し
た
発
電
所

を
目
指
し
て

南
港
発
電
所
は
、
最
初
の
発
電
機
が
平

成
2
年
11
月
に
稼
動
し
、
設
置
か
ら
約
12

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
60
万
kw
の
発
電
機

を
3
基
、
計
1
8
0
万
kw
の
発
電
能
力
を

も
つ
、
関
西
電
力
で
4
番
目
の
大
き
さ
を

ほ
こ
る
火
力
発
電
所
で
す
。
敷
地
面
積
は

約
50
万
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
甲
子
園
球

場
の
約
1
2
・
5
個
分
に
あ
た
り
ま
す
。
法

律
で
は
、
工
場
な
ど
の
緑
地
面
積
を
敷
地

面
積
の
25
％
以
上
に
す
る
こ
と
を
定
め
て

い
ま
す
が
、
南
港
発
電
所
は
敷
地
の
35
％

が
緑
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。
年
間
約
18
万

人
が
、
発
電
所
を
訪
れ
ま
す
。

こ
の
発
電
所
の
特
徴
の
一
つ
は
、
燃
料

に
天
然
ガ
ス
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
燃
料
は
大
阪
ガ
ス
の
泉
北
第
二
工
場

か
ら
、
長
さ
8
km
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
通

し
て
送
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
で
ガ
ス
を
送
っ
て
も
ら
っ
て
い
る

の
で
、
発
電
所
の
中
に
は
ガ
ス
を
貯
蔵
し

て
お
く
タ
ン
ク
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
の

と
こ
ろ
、
大
阪
ガ
ス
さ
ん
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地

を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
業

界
で
進
む
自
由
化
や
燃
料
調
達
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
を
背
景
に
、
14
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル

の
タ
ン
ク
を
３
つ
保
有
す
る
当
社
独
自
の

Ｌ
Ｎ
Ｇ
受
入
基
地「
堺
Ｌ
Ｎ
Ｇ
セ
ン
タ
ー
」

を
建
設
し
て
い
ま
す
。
平
成
17
年
に
完
成

す
る
予
定
で
す
。

も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
発
電
所
の
構
内

に
送
電
線
が
な
い
こ
と
で
す
。
こ
の
発
電

所
で
作
っ
た
電
力
は
7
km
離
れ
た
敷
津
の

変
電
所
に
送
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
か
ら

敷
津
ま
で
送
る
た
め
の
送
電
線
の
半
分

を
、
地
下
に
埋
設
し
て
い
ま
す
。
緑
化
な

ど
と
あ
わ
せ
て
、
大
阪
港
の
玄
関
口
に
相

応
し
い
美
し
い
景
観
の
発
電
所
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
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陸
地
と
空
港
を
つ
な
ぐ
連
絡
橋
の

建
設
材
料
に
、
鉄
道
が
通
る
橋
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
自
動
車
が
通
る
橋
は
鉄

筋
を
使
っ
て
い
る
と
い
う
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
違
う
建
設
材
料
を
使
う
理
由
は
何

で
す
か
。建

設
に
費
や
す
時
間
と
コ
ス
ト
を

勘
案
し
て
、
建
設
材
料
を
使
い
分

け
て
い
ま
す
。
簡
単
に
言
う
と
、
鉄
筋
造
り

は
建
設
期
間
も
短
く
、
ま
た
費
用
も
安
く

抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
方
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
は
錆
び
な
ど
の
心
配
が
な
く
、
材

質
自
体
が
変
形
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
材
質
が
重
い
こ
と
か

ら
、
そ
れ
を
支
え
る
基
礎
工
事
を
し
っ
か
り

と
行
う
必
要
が
あ
り
、
建
設
期
間
が
長
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
コ
ス
ト

も
割
高
と
な
り
ま
す
。

自
動
車
が
通
る
橋
は
、
ま
ず
人
工
島
へ

の
輸
送
路
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
作
業
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、
コ
ス

ト
が
安
い
こ
と
を
重
視
し
、
鉄
筋
造
り
と

し
ま
し
た
。
一
方
、
鉄
道
が
通
る
橋
は
脱

線
な
ど
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
安
全
面
の

配
慮
か
ら
、
歪
曲
率
の
少
な
い
コ
ン
ク
リ

ー
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

建
設
会
社
の
事
業
目
的
は
開
発
で

す
が
、
自
然
や
環
境
に
配
慮
す
る

た
め
に
ど
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
す
か
。
ま
た
、
建
設
費
用
に
環
境
保
全

の
費
用
は
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

土
砂
を
採
掘
す
る
た
め
に
山
を

切
り
崩
し
た
ら
、
そ
の
跡
地
は

平
地
化
し
て
、
木
を
植
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
当
社
所
有
の
山
を
開
発
す
る
時
は
、

事
前
に
自
治
体
の
許
可
を
得
て
、
跡
地
計

画
を
作
り
、地
域
の
方
が
公
園
や
運
動
場
、

住
宅
地
な
ど
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

建
設
に
使
用
す
る
土
砂
の
単
価
に
は
、

土
砂
を
山
か
ら
切
り
出
す
費
用
だ
け
で
な

く
、
跡
地
を
緑
化
す
る
費
用
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。こ

れ
か
ら
は
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
す
る
施
設
を
造
る
な
ど
、

未
来
を
創
造
す
る
夢
の
事
業
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
相
互
理

解
の
た
め
に
、
建
設
現
場
の
情
報
を
も
っ

と
公
開
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

は
じ
め
の
質
問
に
つ
い
て
は
、

た
と
え
ば
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
し
た
発
電
を
考
え
て
い
ま
す
。
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
発
電
を
事
業
者

に
提
案
で
き
る
よ
う
に
、
日
本
海
の
荒
波

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
波
力
発
電
の

研
究
や
、
風
力
発
電
に
使
う
風
車
の
開
発

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

2
番
目
の
質
問
で
す
が
、
日
本
土
木
工

業
会
は
現
在
、「
1
0
0
万
人
の
市
民
現

場
見
学
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
建
設
業
の
社
会
的
使
命
や
活
動
の
実

態
、
さ
ら
に
は
社
会
資
本
整
備
に
つ
い
て

広
く
一
般
の
方
々
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
日
本
全
国
で
現
場
見
学
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。
小
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
も
多

く
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
「
企
業
と

生
活
者
懇
談
会
」
の
よ
う
に
、
企
業
と
消

費
者
が
一
緒
に
な
っ
て
話
し
合
う
こ
と
は

大
変
有
益
だ
と
思
い
ま
す
。

（
文
責

専
門
研
究
員

竹
下
寿
美
男
）

出席者の感想から

これまで、海岸埋立て地や人
工島の造成など、出来上がっ
たものしか見たことがなく、
大雑把な知識しか持っていま
せんでした。この度の懇談を
通じて、実際に人工島の造成
に関して、関係当事者が計画
から実行まで綿密に検討した
上で、プロジェクトが実施さ
れていることが良く理解でき
ました。今回の体験と知識を
家族・友人・知人等多くの人
に自信を持って伝えていきま
す。

●
埋立てがほぼ終了したばかり
で、全体像がつかむことがで
き、その規模の大きさに正直
度肝を抜かれた思いでした。
今回ほど「百聞は一見にしか
ず」という言葉を実感したこ
とはありませんでした。あれ
だけ皆さんの英知が終結して
いるのですから、空港がオー
プンしたら、さぞかし立派な
ものになるでしょうね。

●
懇談会と言っても、中部国際
空港の正当化と宣伝に終始す
るのだろうなどと考えていま
した。
しかし、参加させていただい
て、そんな表面的な考えは払
拭されるような誠意ある対応
と工事内容の姿勢でした。私
には全く未知の分野でしたが、
プロジェクトに掛ける意気込
みと真摯な姿勢に好感を持ち
ました。

●
建設業というと、近寄り難い
イメージがありましたが、寒
さ厳しい中で一生懸命働いて
いる方の仕事ぶりや、造った
建築物に誇りを持っている
方々のお話を聞けて大変参考
になりました。

五洋建設株式会社

A

A

Q

Q

A第
68
回
（
大
阪
2
月
24
日
）

関
西
電
力
株
式
会
社

南
港
発
電
所

Q

中央制御室を見学



に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
大
寒
波
が
襲
っ

て
く
る
よ
う
な
こ
と
に
な
る
と
、
大
規
模

な
停
電
が
起
こ
る
の
で
は
な
い
か
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
関
西
に
い
る
と
な
か
な
か

わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
東
京
地
域
で
は

新
聞
広
告
や
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
節
電
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

現
在
関
西
電
力
を
含
め
て
他
の
電
力
会

社
で
も
、
過
去
の
自
主
点
検
デ
ー
タ
の
チ

ェ
ッ
ク
を
進
め
て
い
ま
す
。
3
月
の
中
ご

ろ
に
は
国
に
最
終
結
果
を
報
告
し
、
社
会

に
も
公
表
し
ま
す
。幸
い
現
在
の
と
こ
ろ
、

問
題
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
電
力
会
社
だ
け
の
問
題
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
業
界
や
企
業
で

不
祥
事
が
続
い
て
お
り
、
企
業
に
対
す
る

社
会
の
信
頼
感
が
極
め
て
悪
い
状
況
に
な

っ
て
い
ま
す
。
当
社
で
は
、
法
令
順
守
の

た
め
の
社
員
向
け
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定

し
て
、
社
内
に
再
度
周
知
徹
底
を
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
法
律
を
守
る
と
い
う
こ
と
は

当
然
で
す
が
、
社
会
人
と
し
て
、
あ
る
い

は
地
域
の
住
民
と
し
て
当
然
守
る
べ
き
規

則
、
道
徳
が
あ
り
ま
す
。
特
に
原
子
力
発

電
所
に
つ
い
て
は
、
発
電
所
の
近
隣
の
皆

様
に
大
変
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
運
営

し
て
い
ま
す
。火
力
発
電
所
も
同
じ
で
す
。

皆
様
の
信
頼
を
裏
切
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
そ
し
て
ま
た
こ
れ
か
ら
も
信
頼
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
安
全
を
最
優
先
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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風
力
や
太
陽
光
な
ど
は
、
日
本

で
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
国
際
的

に
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
で
は
、

風
力
が
最
も
効
率
性
、
経
済
性
に
優
れ
て

い
ま
す
。
ド
イ
ツ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
部

で
は
か
な
り
導
入
が
進
ん
で
い
る
の
で
、

皆
様
も
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
ご
覧
に
な
っ
た

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

風
の
環
境
の
こ
と
を
「
風
況
」
と
い
い

ま
す
。
日
本
で
は
こ
の
「
風
況
」
が
あ
ま

り
良
く
な
い
。
一
定
の
強
さ
の
風
が
２
４

時
間
、
3
6
5
日
ほ
と
ん
ど
変
化
な
く
、

吹
き
続
け
る
の
が
理
想
的
な
の
で
す
が
、

日
本
で
は
北
海
道
ま
た
は
東
北
の
一
部
を

除
い
て
、
風
況
が
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
関

西
は
特
に
悪
い
。
関
西
地
区
で
は
山
間
地

や
岬
で
な
い
と
、
一
定
の
強
さ
の
風
が
吹

き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
風
力
発
電
で
は

安
定
し
た
電
力
を
供
給
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
す
。
安
定
し
た
電
力
を
供
給
で

き
な
い
と
、
発
電
量
の
変
動
を
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
す
る
電
源
が
、
他
に
必
要
に
な
り
ま

す
。
結
局
、
こ
の
た
め
に
火
力
発
電
な
ど

別
の
設
備
が
新
た
に
必
要
に
な
っ
て
し
ま

う
。
発
電
量
の
デ
コ
ボ
コ
を
な
ら
す
た
め

に
、
た
く
さ
ん
の
施
設
を
過
剰
に
持
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
、
結
果
的
に
効
率
が
悪

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
判
断
し
て
、
将
来

的
に
太
陽
光
を
含
め
て
、
こ
れ
ら
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
日
本
の
主
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

は
な
り
え
ま
せ
ん
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
可
能

な
の
は
、
風
況
が
い
い
地
域
が
北
ド
イ
ツ

一
帯
な
ど
に
あ
り
、
そ
こ
に
た
く
さ
ん
の

風
力
発
電
機
を
建
て
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
定
量
の
電
力
が

生
み
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。「
オ
フ
シ
ョ
ア
」
と
い
っ
て
、
海
の

中
に
風
車
を
建
て
る
方
式
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
最
近
始
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

日
本
の
場
合
に
は
漁
業
権
の
問
題
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
国
立
・
国
定
公
園
と

の
関
係
で
景
観
の
問
題
も
あ
り
、
ど
こ
に

で
も
建
て
ら
れ
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
に
制
約
も
非
常
に
多
く
、

主
力
電
源
と
し
て
考
え
る
の
は
日
本
で
は

無
理
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
Ｃ
Ｏ
2

削
減
の
観
点
か

ら
、
わ
が
国
で
も
で
き
る
だ
け
導
入
を
進

め
よ
う
と
い
う
動
き
は
進
ん
で
い
ま
す
。

全
国
の
風
力
発
電
設
備
は
2
0
0
0
年
度

末
で
14
万
４
千
kw
に
な
り
ま
し
た
。
南
港

発
電
所
の
発
電
機
が
１
機
あ
た
り
60
万
kw

な
の
で
、
お
よ
そ
4
分
の
1
の
発
電
容
量

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
2
0
1
0
年
に
は

3
0
0
万
kw
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。東

京
電
力
で
原
子
力
発
電
所
の
点

検
に
関
す
る
問
題
が
発
生
し
ま
し

た
。
関
西
電
力
で
は
原
子
力
発
電
所
の
点

検
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
か
。

昨
年
、
東
京
電
力
な
ど
複
数
の
原

子
力
発
電
所
で
、
電
力
会
社
の
自

主
点
検
デ
ー
タ
に
改
ざ
ん
や
報
告
漏
れ
が

あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

東
京
電
力
管
内
で
は
17
基
の
う
ち
13
基
の

原
子
力
発
電
所
が
現
在
止
ま
っ
て
い
ま
す
。

残
り
に
つ
い
て
も
、
3
月
末
か
ら
4
月
に

す
べ
て
止
ま
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

電
気
は
そ
の
性
質
上
、
使
う
量
と
発
電

す
る
量
の
割
合
を
常
に
合
わ
せ
て
い
く
の

で
す
が
、
送
電
の
際
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス

や
、
発
電
所
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
を
加
味
し

て
、
5
〜
10
％
多
め
に
電
気
を
作
っ
て
い

ま
す
。
３
月
に
な
る
と
、
東
京
電
力
管
内

で
の
予
備
率
は
、
机
上
の
計
算
で
は
０
％

Q
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地
球
温
暖
化
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
電
力
会
社
と
し
て
環
境
へ

の
取
り
組
み
、
特
に
Ｃ
Ｏ
2
（
二
酸
化
炭

素
）
排
出
の
削
減
に
ど
の
よ
う
に
対
処
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

当
社
は
設
備
産
業
で
あ
り
、
発
電

所
か
ら
電
柱
、
電
線
に
い
た
る
ま

で
、
た
く
さ
ん
の
施
設
を
皆
様
方
の
お
住

ま
い
の
近
く
や
公
共
の
地
に
建
て
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
火
力
発
電
所
で
は

煙
が
出
ま
す
し
、
原
子
力
や
火
力
発
電
所

で
は
蒸
気
を
冷
や
し
た
海
水
を
海
に
戻
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
環
境
へ
の
影
響

を
ま
っ
た
く
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
な
る
べ
く
環
境
へ
の

影
響
が
少
な
い
よ
う
に
、
建
設
の
段
階
か

ら
配
慮
し
て
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

特
に
南
港
発
電
所
は
、
周
り
の
環
境
に

配
慮
し
て
緑
化
区
域
も
大
き
く
取
り
、
地

域
の
皆
様
方
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
な
施
設
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
火
力
発

電
所
と
い
う
と
、
高
度
成
長
時
代
の
公
害

の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
火
力
発
電
所
か
ら
出
る
煙
は
、
現
在

ほ
と
ん
ど
が
水
蒸
気
で
、
ク
リ
ー
ン
な
も

の
で
す
。
Ｃ
Ｏ
2

排
出
の
問
題
は
課
題
と

し
て
残
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
は
ほ

と
ん
ど
問
題
が
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｃ
Ｏ
2

排
出
の
問
題
は
、
地
球
規
模
で

の
取
り
組
み
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
京

都
議
定
書
が
昨
年
６
月
の
国
会
で
批
准
さ

れ
ま
し
た
。
国
際
的
に
、
Ｃ
Ｏ
2

削
減
に

努
力
し
ま
す
と
、
い
わ
ば
実
印
を
押
し
た

わ
け
で
す
。
当
社
と
し
て
も
、
発
電
時
に

は
Ｃ
Ｏ
2

を
排
出
し
な
い
原
子
力
を
発
電

の
供
給
力
の
ベ
ー
ス
に
お
き
、
石
炭
・
石

油
・
天
然
ガ
ス
の
中
で
も
、
燃
焼
時
の
Ｃ

Ｏ
2

発
生
量
が
最
も
少
な
い
天
然
ガ
ス
を

火
力
発
電
燃
料
の
主
力
に
す
る
な
ど
し
て

い
ま
す
。
そ
の
努
力
の
結
果
、
他
の
電
力

会
社
と
比
較
し
て
も
、
最
低
レ
ベ
ル
の
Ｃ

Ｏ
2

の
排
出
レ
ベ
ル
に
抑
え
て
お
り
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
由
化
が
進
ん
で

い
ま
す
が
、
今
後
は
ど
の
よ
う
な

点
に
重
点
を
お
い
て
事
業
を
展
開
し
て
い

く
予
定
で
す
か
。

昭
和
26
年
に
電
力
再
編
成
が
行

わ
れ
、
日
本
の
電
力
供
給
は
全

国
９
ブ
ロ
ッ
ク
、
９
電
力
体
制
と
な
り

（
後
に
沖
縄
電
力
が
加
わ
り
10
電
力
体
制

と
な
る
）、
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
、

地
域
に
根
ざ
し
た
地
域
独
占
企
業
と
し
て

事
業
を
運
営
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
こ

こ
数
年
、
規
制
緩
和
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

で
も
進
み
、自
由
化
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
い
わ
ゆ
る
大
工
場
や
大

き
な
ビ
ル
が
自
由
化
の
対
象
と
な
っ
て
い

ま
す
。
自
由
化
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、

大
口
の
工
場
の
お
客
様
た
ち
は
、
関
西
電

力
か
ら
電
気
を
買
っ
て
も
い
い
し
、
大
阪

ガ
ス
さ
ん
や
鉄
鋼
会
社
が
作
っ
て
い
る
電

気
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も
買
え
る
よ
う
な

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
由
化
の
議
論
は
年
々
進
ん
で
お
り
、

自
由
化
さ
れ
る
範
囲
が
さ
ら
に
広
が
っ
て

い
く
状
況
に
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
一
般
家

庭
ま
で
自
由
化
の
範
囲
を
広
げ
る
か
ど
う

か
と
い
う
議
論
は
、
先
延
ば
し
に
な
っ
て

い
ま
す
。
一
昨
年
、
自
由
化
が
先
行
し
て

い
る
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

で
、
大
停
電
が
起
き
た
り
、
電
気
料
金
が

高
騰
し
た
り
し
ま
し
た
。
自
由
化
が
進
ん

で
い
る
諸
外
国
の
状
況
も
見
な
が
ら
、
今

後
も
国
を
中
心
に
審
議
さ
れ
て
い
く
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
由
化
の
範
囲
は
拡
大
さ
れ
て
お
り
、

電
力
会
社
も
地
域
独
占
企
業
で
は
な
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
競
争
市
場
の
中
で
勝

ち
抜
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
当
社
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

長
年
に
わ
た
っ
て
地
域
の
皆
様
に
ご
愛
顧

い
た
だ
き
、
そ
の
過
程
で
築
い
て
き
た
信

頼
を
ベ
ー
ス
に
、
今
後
は
ど
う
い
っ
た
こ

と
を
お
客
様
に
提
供
し
て
い
け
る
の
か
を

考
え
な
が
ら
、
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
オ
ー

ル
電
化
住
宅
等
に
対
応
し
た
様
々
な
料
金

メ
ニ
ュ
ー
や
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供

を
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
社
は
Ｎ
Ｔ

Ｔ
さ
ん
に
負
け
な
い
く
ら
い
光
フ
ァ
イ
バ

ー
を
関
西
の
域
内
に
張
り
巡
ら
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利

用
し
た
事
業
も
始
め
て
い
ま
す
。
電
気
を

中
心
に
、
当
社
の
持
っ
て
い
る
イ
ン
フ
ラ

設
備
を
利
用
し
て
何
が
提
供
で
き
る
か
を

考
え
な
が
ら
、
皆
さ
ん
の
生
活
が
よ
り
豊

か
に
な
る
よ
う
な
ご
提
案
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

発
電
方
法
の
一
つ
に
風
力
発
電
が

あ
り
ま
す
が
、
将
来
ど
の
程
度
の

規
模
、
発
電
能
力
を
も
つ
よ
う
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。
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■
東
京
ガ
ス
の
概
要

東
京
ガ
ス
は
1
8
8
5
年（
明
治
18
年
）

に
設
立
さ
れ
、
今
年
で
1
1
8
年
を
迎
え

ま
す
。
関
東
地
方
の
1
都
8
県
、
92
万
件

の
お
客
さ
ま
に
94
億
立
方
メ
ー
ト
ル
の
都

市
ガ
ス
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
用
途
別

の
ガ
ス
販
売
量
は
、
家
庭
用
31
％
、
工
場

な
ど
の
工
業
用
35
％
、
ホ
テ
ル
や
ビ
ル
な

ど
の
業
務
用
が
24
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

電
力
会
社
は
地
域
ご
と
に
１
社
、
日
本

全
国
で
計
10
社
あ
り
ま
す
が
、
都
市
ガ
ス

会
社
は
全
国
で
2
3
0
社
を
数
え
ま
す
。

東
京
ガ
ス
で
は
、
袖
ヶ
浦
工
場
（
千
葉

県
）、
扇
島
工
場
（
神
奈
川
県
）、
根
岸
工

場
（
神
奈
川
県
）
の
3
つ
の
工
場
で
ガ
ス

を
作
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
根
岸
工
場
で
は
、

東
京
ガ
ス
全
体
の
37
％
の
ガ
ス
を
作
っ
て

い
ま
す
。
根
岸
工
場
は
1
9
6
6
年
（
昭

和
41
年
）
に
稼
動
を
始
め
、
1
9
6
9
年

11
月
に
日
本
で
初
め
て
L
N
G
（
液
化
天

然
ガ
ス
）
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
現
在
の

根
岸
工
場
の
L
N
G
受
入
量
は
年
間
3
6

5
万
ト
ン
に
達
し
、
構
内
に
は
世
界
最
大

の
地
下
タ
ン
ク
を
含
め
、
13
の
L
N
G
貯

蔵
タ
ン
ク
が
あ
り
ま
す
。

工
場
の
各
種
設
備
は
、
阪
神
淡
路
大
震

災
ク
ラ
ス
の
地
震
に
も
耐
え
ら
れ
る
よ
う

な
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
根

岸
工
場
は
、
大
地
震
に
よ
り
本
社
の
「
防

災
・
供
給
セ
ン
タ
ー
」
が
停
止
し
た
場
合

に
、
供
給
操
作
や
緊
急
措
置
等
の
重
要
な

役
割
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
、
サ
ブ
セ
ン

タ
ー
の
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

工
場
内
に
は
、
消
防
車
・
高
所
放
水
車

を
配
備
し
、
定
期
的
に
消
火
防
災
訓
練
を

行
う
等
、
万
一
の
場
合
に
備
え
て
、
万
全

な
保
安
供
給
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
工
場
緑
化
の
推
進
や
L
N
G
タ
ン
ク

の
地
下
化
に
よ
り
、
周
囲
と
の
環
境
の
調

和
を
図
っ
て
い
ま
す
。

L
N
G
は
、
地
下
深
い
地
層
の
中
に
気

体
と
し
て
存
在
し
て
い
る
天
然
ガ
ス
を
マ

イ
ナ
ス
1
6
2
度
ま
で
冷
却
し
、
液
化
し

た
も
の
で
、
体
積
は
気
体
の
6
0
0
分
の

1
に
な
り
ま
す
。こ
の
特
性
を
生
か
し
て
、

海
外
の
プ
ラ
ン
ト
で
天
然
ガ
ス
を
液
化
し

て
、L
N
G
と
し
て
船
で
運
ん
で
き
ま
す
。

陸
揚
げ
さ
れ
た
L
N
G
は
、
マ
イ
ナ
ス

1
6
2
度
の
ま
ま
タ
ン
ク
に
貯
蔵
さ
れ
、

需
要
の
変
動
に
応
じ
て
ガ
ス
化
し
ま
す
。

L
N
G
に
10
度
〜
20
度
の
海
水
を
か
け
て

再
ガ
ス
化
す
る
の
で
す
。
安
全
に
都
市
ガ

ス
を
ご
使
用
い
た
だ
く
た
め
、
特
有
の
臭

い
を
つ
け
て
、
お
客
さ
ま
の
も
と
に
送
出

し
ま
す
。

工
場
と
首
都
圏
9
2
0
万
件
の
お
客
さ

ま
と
を
結
ぶ
天
然
ガ
ス
の
幹
線
は
、
全
長
6

4
0
km
に
も
な
り
ま
す
。
首
都
圏
全
体
を
ぐ

る
っ
と
取
り
囲
む
よ
う
な
環
状
線
に
な
っ
て

い
ま
す
。
東
京
湾
の
海
底
に
も
ガ
ス
管
が

あ
り
、
千
葉
の
袖
ヶ
浦
工
場
と
対
岸
の
東

京
側
が
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
環
状
の
天

然
ガ
ス
の
幹
線
か
ら
、
網
の
目
の
よ
う
に
張

り
巡
ら
さ
れ
た
ガ
ス
導
管
の
総
延
長
距
離

は
4
8
、
6
4
6
km
に
も
達
し
、
地
球
一
周

以
上
の
長
さ
に
相
当
し
ま
す
。

な
お
、
当
社
の
拠
点
が
あ
る
日
立
や

甲
府
に
は
、
工
場
か
ら
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

ー
車
で
L
N
G
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

■
都
市
ガ
ス
の
原
料
は
環
境
に
や
さ
し

い
天
然
ガ
ス

1
9
5
5
年
（
昭
和
30
年
）
当
時
、

当
社
の
都
市
ガ
ス
の
主
な
原
料
は
74
％

が
石
炭
で
し
た
。
当
時
は
、
石
炭
を
蒸
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ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
増
大
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
高
齢
化
、
情
報
化
の
進
展
に
伴
い
、

一
人
当
た
り
の
消
費
量
、
特
に
電
気
へ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
が
増
え
て
く
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
自
由
化
を
迎
え
、
単
価

は
下
が
る
方
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
消
費

量
の
伸
び
は
ま
す
ま
す
加
速
す
る
可
能
性

は
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

家
庭
に
お
い
て
省
エ
ネ
を
進
め
る
た
め

に
は
、
効
率
的
な
家
電
製
品
を
選
択
す
る

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
で
す
。
日
本

に
は
省
エ
ネ
法
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ

の
中
で
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
の
採
用
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
そ
の

時
点
で
一
番
効
率
が
良
い
も
の
に
、
他
の

メ
ー
カ
ー
が
合
わ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
も
の
で
、
そ
う
し
な
い
メ

ー
カ
ー
に
対
し
て
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
課

す
方
式
で
す
。
量
販
店
な
ど
に
行
く
と
、

エ
ア
コ
ン
等
に
シ
ー
ル
が
貼
っ
て
あ
る
の

を
ご
覧
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ

ら
の
製
品
は
、
省
エ
ネ
性
能
が
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で

す
。
効
率
の
良
い
製
品
を
選
択
す
る
だ
け

で
、
同
じ
使
い
方
を
し
て
い
て
も
、
省
エ

ネ
に
な
る
の
で
す
。
エ
ア
コ
ン
な
ど
は
数

年
前
の
も
の
と
比
べ
る
と
、
電
気
使
用
量

は
半
分
近
く
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
お

り
、無
理
な
く
省
エ
ネ
が
で
き
る
の
で
す
。

た
だ
し
、
省
エ
ネ
性
能
の
高
い
製
品
は
値

段
も
少
々
高
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
の
辺

は
今
後
の
課
題
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、
待
機
電
力
の
削
減
も
省
エ
ネ
の

取
り
組
み
と
し
て
は
重
要
で
す
。
待
機
電

力
と
は
、
電
気
製
品
や
電
子
機
器
を
利
用

す
る
時
に
即
座
に
動
作
状
態
に
入
れ
る
よ

う
に
、
微
小
電
流
を
流
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
際
に
消
費
す
る
ム
ダ
な
電
力
の
こ
と

で
す
。
ビ
デ
オ
の
タ
イ
マ
ー
な
ど
が
代
表

的
な
も
の
で
す
。
一
時
期
、
家
庭
内
で
使

う
電
気
の
15
％
が
待
機
電
力
だ
と
言
わ
れ

た
時
期
も
あ
っ
て
、
大
変
な
量
の
電
気
を

無
駄
に
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
昨

今
で
は
メ
ー
カ
ー
さ
ん
の
努
力
で
、
待
機

電
力
の
少
な
い
製
品
が
出
て
き
て
い
ま

す
。
電
源
カ
ッ
ト
が
で
き
る
延
長
コ
ー
ド

も
あ
り
ま
す
し
、
カ
タ
ロ
グ
に
は
待
機
電

力
に
つ
い
て
の
記
載
も
あ
り
ま
す
の
で
、

家
電
製
品
な
ど
を
ご
購
入
の
際
に
は
参
考

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
あ
ま
り
ケ
チ
ケ
チ
す
る
の
も

ど
う
か
と
思
い
ま
す
。
我
慢
の
省
エ
ネ
は

長
続
き
し
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
全

体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
よ
く
見
な
が

ら
、
自
分
は
何
が
我
慢
で
き
て
、
何
が
で

き
な
い
の
か
を
見
極
め
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
は
小
さ
く

て
も
、
車
は
大
き
な
も
の
に
乗
り
た
と
い

う
方
も
い
ま
す
し
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思

い
ま
す
。
冬
は
電
気
だ
け
で
な
く
、
ガ
ス

や
石
油
も
暖
房
に
使
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
。
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な

が
ら
、
省
エ
ネ
を
考
え
て
実
行
す
る
こ
と

が
大
事
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

省
エ
ネ
に
関
心
が
あ
り
ま
す
。

家
庭
で
は
、
ど
の
よ
う
な
点
に

注
意
し
て
取
り
組
ん
だ
ら
良
い
の
で

し
ょ
う
か
。

日
本
は
2
度
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

を
経
験
し
、
産
業
界
で
は
工
場
を

中
心
に
様
々
な
省
エ
ネ
が
進
み
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
が
向
上
し
ま
し
た
。
2
0
0
1

年
度
と
1
9
7
3
年
度
と
比
較
し
て
み
て

も
、
電
気
・
ガ
ス
・
石
油
す
べ
て
を
含
め

た
産
業
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
、
ほ
と

ん
ど
増
え
て
い
ま
せ
ん
。
一
方
、
家
庭
用
、

業
務
用
と
い
っ
た
民
生
部
門
の
伸
び
は
顕

著
で
す
。
デ
パ
ー
ト
や
病
院
、
ビ
ル
で
の

需
要
は
1
9
7
3
年
度
と
2
0
0
1
年
度

を
比
較
す
る
と
、
2
・
3
0
倍
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
運
輸
部
門
で
は
2
・
1
6
倍
に
な

っ
て
お
り
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

を
引
き
上
げ
て
い
ま
す
。
家
庭
用
に
つ
い

て
は
、
昭
和
40
年
代
か
ら
欧
米
先
進
国
並

み
の
快
適
さ
を
求
め
る
よ
う
に
な
り
、
エ

企 と 活 懇 会業 生 者 談

A Q

出席者の感想から

私たちの毎日の生活に欠かせない
電力を確実に発電、送電して、毎
日安心して過ごせるように発電所
で働いている姿を目の前にして、
感動しました。消費者の一人とし
て、家庭やオフィスで節電に努め
ねばと、再認識しました。

●

テロ行為に対して、警察とも連
携して十分な策が講じられてい
るとのことで大変安心しました。

●

これまで大きなタービンの側に
寄ったことがないので、比較が
できないのですが、巨大なター
ビンが予想したほど喧しくない
のに驚きました。

●

終戦直後は停電がたびたび起こ
り、ロウソクによる生活を余儀
なくされましたが、今はこのよ
うな生活は考えられません。電
気があるのが当たりまえの世の
中になっていますが、電力を無
駄使いしていないか、改めて生
活を見直すべき時がきているの
ではないかと思っています。

●

価格や環境面をはじめ、消費者
の要求もますます厳しくなると
思われます。生活者も企業の努
力だけに頼らず、節電や効率的
な利用を心がけていかなければ
と思いました。

関西電力株式会社

第
69
回
（
神
奈
川
3
月
4
日
）

東
京
ガ
ス
株
式
会
社

根
岸
工
場
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大
の
ガ
ス
会
社
で
す
。
当
社
は
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
を
通
じ
て
、
地
域
に
密
着
し
て
い
ま

す
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ま
の
健
康
や
快
適
な
暮
ら
し
の
た
め

に
も
、
環
境
保
全
は
社
会
的
責
務
で
あ
る

と
認
識
し
、
公
害
対
策
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

そ
の
後
取
り
組
ん
だ
の
は
、
大
気
汚
染

防
止
策
で
す
。
出
て
き
た
結
論
は
、
都
市

ガ
ス
の
原
料
に
環
境
に
優
し
い
天
然
ガ
ス

を
使
う
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
、
天
然
ガ

ス
を
ア
ラ
ス
カ
か
ら
初
め
て
輸
入
し
ま
し

た
。
1
9
6
9
年
の
こ
と
で
す
。

1
9
7
3
年
に
は
「
公
害
対
策
室
」
か

ら
「
環
境
管
理
室
」
に
組
織
を
変
え
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

工
場
単
位
と
い
う
か
、
ガ
ス
の
製
造
段
階

を
中
心
に
公
害
を
出
さ
な
い
取
り
組
み
が

メ
イ
ン
で
し
た
が
、
こ
の
頃
か
ら
公
害
対

策
だ
け
で
な
く
、
未
然
防
止
に
力
点
が
移

っ
て
い
き
ま
し
た
。

1
9
9
2
年
7
月
に
は
環
境
部
が
設

置
さ
れ
、
全
社
の
環
境
活
動
を
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
1

年
間
の
活
動
を
環
境
報
告
書
に
ま
と
め

て
、
行
政
は
じ
め
社
会
に
対
し
て
報
告

し
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
点
に
力
を
入
れ
て
環
境

問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
。

環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
、
当
社
は
4
つ
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
設
け
て
い
ま
す
。
第
１
は
「
温
暖

化
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
す
。
こ
こ
数

年
、
首
都
圏
で
は
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現

象
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
そ
の
解
消
の

た
め
に
も
温
暖
化
対
策
が
大
き
な
柱
に
な

っ
て
い
ま
す
。
温
暖
化
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
は
、
お
客
さ
ま
先
で
の
C
O
2

排
出

量
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
こ
と
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。
2
0
0
5
年
度
に
5

0
0
万
ト
ン
、
2
0
1
0
年
度
に
7
0
0

万
ト
ン
抑
制
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

2
番
目
は
「
N
O
ｘ
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
で
す
。
都
市
ガ
ス
利
用
機
器
の
平
均

N
O
x
濃
度
を
、
1
9
9
0
年
度
比
で
2

0
0
5
年
度
70
％
、
2
0
1
0
年
度
60
％

と
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
3

つ
目
は
「
資
源
循
環
の
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
で
す
。
ガ
ス
管
を
埋
め
る
た
め
に
つ

き
も
の
の
道
路
工
事
を
し
ま
す
が
、
そ
こ

か
ら
発
生
す
る
掘
削
土
の
削
減
を
進
め
て

い
ま
す
。
発
生
量
を
減
ら
す
た
め
に
、
で

き
る
だ
け
道
路
を
掘
り
返
さ
な
い
方
法
を

開
発
し
た
り
、
発
生
し
た
残
土
は
、
減
量

化
、
再
利
用
、
再
資
源
化
を
図
る
よ
う
に

し
て
、
発
生
比
率
を
37
％
に
抑
え
て
い
ま

す
。
最
後
が
「
グ
リ
ー
ン
購
入
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
で
す
。
グ
リ
ー
ン
購
入
と
は
、
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
す
る
際
に
、
環
境

へ
の
負
荷
が
少
な
い
も
の
を
優
先
的
に
使

う
こ
と
で
す
。
コ
ス
ト
的
に
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
商
品
の
方
が
ま
だ
ま
だ
高
い
。
し
か

し
、
で
き
る
だ
け
環
境
に
良
い
も
の
を
使

っ
て
い
こ
う
と
い
う
趣
旨
で
、
こ
の
問
題

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

成
果
も
表
れ
て
い
ま
す
。
天
然
ガ
ス
の

利
用
促
進
、
ガ
ス
・
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ

ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
ガ
ス
機
器
の

効
率
向
上
に
よ
っ
て
、
C
O
2

の
排
出
量

が
抑
制
さ
れ
ま
し
た
。
2
0
0
1
年
度
で

は
、
C
O
2

の
排
出
量
を
2
3
4
万
ト
ン

抑
制
し
ま
し
た
。
N
O
ｘ
（
窒
素
酸
化
物
）

に
関
し
て
も
、
ガ
ス
器
具
か
ら
出
る
N
O

x
の
量
を
少
な
く
す
る
技
術
の
開
発
に
よ

っ
て
、
1
9
9
0
年
度
比
で
20
％
削
減
し

て
い
ま
す
。
工
場
見
学
の
際
に
、
バ
ス
に

乗
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
は
あ
の
バ

ス
は
天
然
ガ
ス
で
動
い
て
い
ま
す
。
東
京

ガ
ス
管
内
で
約
6
、7
0
0
台
走
っ
て
い

ま
す
。天
然
ガ
ス
自
動
車
が
普
及
す
れ
ば
、

S
O
ｘ
（
硫
黄
酸
化
物
）
や
N
O
ｘ
（
窒

素
酸
化
物
）
の
発
生
を
抑
制
で
き
ま
す
。

根
岸
工
場
は
天
然
ガ
ス
か
ら
ガ
ス
を
作

っ
て
い
ま
す
が
、
か
つ
て
は
石
炭
や
石
油

か
ら
ガ
ス
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
社
有
地

に
は
昔
、
石
炭
、
石
油
か
ら
ガ
ス
を
作
っ

て
い
た
工
場
の
跡
地
が
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
の
土
壌
に
は
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て

い
た
り
す
る
の
で
、
土
壌
汚
染
の
恐
れ
が

あ
る
場
合
は
、
調
べ
て
土
壌
改
良
に
努
め

て
い
ま
す
。
他
に
も
事
務
所
の
ゴ
ミ
を
減

ら
す
、
再
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

コ
ン
ロ
な
ど
の
ガ
ス
器
具
が
ス
ー

パ
ー
や
電
気
販
売
店
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
所
で
売
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
こ
で

買
っ
て
い
い
の
か
戸
惑
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
販
売
に
関
し
て
、
何
か
取
り
決
め
み

た
い
な
も
の
は
な
い
の
で
す
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的

な
背
景
か
ら
お
話
し
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ガ
ス
会
社
と
電
力
会
社
の
ど
ち
ら
の
歴

史
が
古
い
か
と
い
う
と
、
ガ
ス
会
社
な
の

で
す
。
ガ
ス
会
社
は
ガ
ス
灯
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
し
か
し
時
代
と
と
も
に
、

ガ
ス
か
ら
電
気
の
灯
り
に
変
わ
っ
て
い
き

ま
す
。
灯
り
が
電
気
に
変
わ
る
と
、
ガ
ス

会
社
は
台
所
に
進
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

当
時
は
、
薪
を
使
っ
て
か
ま
ど
で
料
理
を

し
て
い
て
、
炊
事
は
重
労
働
で
し
た
。
台

所
は
土
間
を
挟
ん
で
向
こ
う
に
あ
り
、
七

輪
な
ど
火
は
外
で
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
ガ
ス
が
あ
れ
ば
家
の
中
で
調
理

が
で
き
ま
す
。
ガ
ス
の
登
場
で
文
化
的
な

生
活
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の

頃
の
ガ
ス
器
具
は
外
国
製
品
で
し
た
か
ら

お
金
持
ち
し
か
使
え
な
い
状
況
だ
っ
た
の

で
す
。
こ
う
し
て
、
だ
ん
だ
ん
ガ
ス
が
普

及
し
て
い
っ
た
の
で
す
が
、
戦
争
で
一
旦

Q
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石
炭
・
石
油
と
比
較
し
て
み
る
と
、
酸
性

雨
の
原
因
と
な
る
S
O
x
（
硫
黄
酸
化
物
）

は
、
石
炭
1
0
0
に
対
し
て
、
石
油
70
、

天
然
ガ
ス
0
の
発
生
量
と
な
っ
て
い
ま
す
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
や
酸
性
雨
な
ど
の
原
因

と
な
る
N
O
x
（
窒
素
酸
化
物
）
の
場
合
、

石
炭
1
0
0
、
石
油
70
に
対
し
て
、
天
然

ガ
ス
は
20
〜
40
で
す
。
地
球
温
暖
化
の
原
因

と
な
る
C
O
2
（
二
酸
化
炭
素
）に
つ
い
て
は
、

石
炭
1
0
0
、
石
油
80
、
天
然
ガ
ス
60
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
石
炭
や
石
油

な
ど
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
比
べ
て
も
、
天
然

ガ
ス
の
ク
リ
ー
ン
性
が
際
立
っ
て
い
る
と
い

え
ま
す
。

天
然
ガ
ス
は
中
東
地
域
に
集
中
し
て
い

る
石
油
と
異
な
り
、
世
界
各
地
に
豊
富
な

埋
蔵
量
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
京
ガ

ス
で
は
主
に
ア
ラ
ス
カ
、
ブ
ル
ネ
イ
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
カ
タ
ー
ル
の
6
カ
国
か
ら
天
然

ガ
ス
を
輸
入
し
て
い
ま
す
。
原
油
の
可
採

年
数
は
44
年
程
度
と
見
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
天
然
ガ
ス
は
62
年
程
度
と
見
積
も
ら

れ
て
い
ま
す
。
予
想
埋
蔵
量
は
確
認
量
の

ほ
ぼ
3
倍
と
も
い
わ
れ
、
今
後
も
安
定
供

給
が
期
待
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
い
え

ま
す
。

■
環
境
と
の
調
和
を
目
指
し
て

東
京
ガ
ス
は
給
湯
器
や
ガ
ス
コ
ン
ロ
、

ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
、
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
な
ど
の

効
率
向
上
を
は
じ
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有

効
利
用
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

電
気
と
熱
を
効
率
よ
く
取
り
出
す
こ
と
の

で
き
る
ガ
ス
・
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
普
及
・
促
進
に
、
と
り
わ
け
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
の
結
果
、
2

0
0
1
年
度
は
お
客
さ
ま
先
で
の
C
O
2

排
出
量
を
約
2
3
4
万
ト
ン
抑
制
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

天
然
ガ
ス
自
動
車
の
普
及
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。天
然
ガ
ス
自
動
車
は
現
在
、

日
本
全
国
で
約
1
万
5
、0
0
0
台
、
東

京
ガ
ス
管
内
で
約
6
、7
0
0
台
走
っ
て

い
ま
す
。
黒
煙
や
S
O
x
を
排
出
せ
ず
、

N
O
x
の
排
出
量
も
大
幅
に
少
な
い
低
公

害
車
で
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
代
替
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
政
府
は
2
0
1
0

年
ま
で
に
、
1
0
0
万
台
を
普
及
さ
せ
る

目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

近
年
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
規
制
緩
和
が
進

み
、
ガ
ス
・
電
力
と
い
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

間
の
競
争
が
激
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
東
京
ガ
ス
は
、
今
後
と
も
環
境
に
や

さ
し
い
天
然
ガ
ス
を
核
に
、
都
市
ガ
ス
は

も
と
よ
り
電
力
・
熱
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
産

業
」
と
し
て
、
お
客
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

環
境
問
題
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
る
企
業
と
し
て
、
新
聞
な
ど
で

よ
く
東
京
ガ
ス
を
見
か
け
ま
す
。
東
京
ガ

ス
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
の
歴
史
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

1
9
6
4
年
7
月
、
今
か
ら
約
40

年
前
に「
工
場
公
害
対
策
委
員
会
」

と
い
う
組
織
を
設
置
し
、
そ
の
後
1
9
7

1
年
に
「
公
害
対
策
室
」
に
発
展
さ
せ
ま

し
た
。
公
害
対
策
室
が
中
心
と
な
り
、
翌

年
、
工
場
公
害
対
策
基
本
方
針
を
発
表
し

ま
し
た
。
そ
れ
以
前
に
も
様
々
な
形
で
環

境
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
が
、
組
織

的
に
取
り
組
み
始
め
た
の
は
こ
の
時
か

ら
で
す
。

1
9
7
0
年
前
後
は
、
ち
ょ
う
ど
公
害
裁

判
が
頻
発
し
て
い
て
、
阿
賀
野
川
の
水
銀

問
題
や
水
俣
病
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
、

次
々
と
裁
判
に
な
り
ま
し
た
。
公
害
問
題

が
社
会
的
に
も
大
き
な
関
心
を
集
め
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
時
期
で
す
。
そ
の
よ
う

な
社
会
的
な
雰
囲
気
の
中
で
、
各
社
と
も

公
害
問
題
を
扱
う
セ
ク
シ
ョ
ン
を
設
け
て

い
っ
た
時
代
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

当
社
は
全
国
に
2
3
0
社
あ
る
都
市
ガ

ス
会
社
の
ひ
と
つ
で
す
。
東
京
を
中
心
に

ガ
ス
を
供
給
し
、
お
客
さ
ま
の
数
で
は
最

し
焼
き
に
し
て
ガ
ス
を
作
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
時
代
と
と
も
に
ガ
ス
原
料

の
主
役
は
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
石
炭

か
ら
石
油
へ
、
そ
し
て
石
油
か
ら
天
然
ガ

ス
へ
と
移
り
、
現
在
で
は
93
％
が
天
然
ガ

ス
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
都
市
ガ
ス
は
L

P
G
な
ど
を
加
え
て
カ
ロ
リ
ー
調
整
を
し

た
後
、
お
客
さ
ま
の
も
と
に
お
届
け
し
て

い
ま
す
。

都
市
ガ
ス
の
原
料
で
あ
る
天
然
ガ
ス
は
、

メ
タ
ン
が
成
分
の
大
部
分
を
占
め
て
い
ま

す
。
特
徴
は
何
と
い
っ
て
も
ク
リ
ー
ン
な

こ
と
で
す
。
燃
焼
時
に
発
生
す
る
物
質
を
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に
輸
入
を
し
て
い
る
の
で
、
今
後
も
安
定

し
た
値
段
で
ガ
ス
を
お
使
い
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。
以
上
が
長
期
的
な
お
話
で

す
。ガ

ス
料
金
は
、「
原
料
費
調
整
制
度
」

と
い
う
仕
組
み
に
よ
り
、
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
為
替
レ
ー
ト
や
原
油
価
格
な

ど
、
外
生
的
要
因
を
速
や
か
に
ガ
ス
料
金

に
反
映
さ
せ
る
制
度
で
す
。
3
カ
月
ご
と

に
、
ガ
ス
料
金
の
従
量
料
金
の
単
価
を
調

整
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
短
期
の
対
応
で

す
。
ガ
ス
会
社
と
し
て
は
、
外
的
変
動
要

因
の
影
響
を
な
る
べ
く
受
け
な
い
よ
う

に
、
天
然
ガ
ス
田
の
権
益
を
取
得
す
る
な

ど
原
料
輸
入
の
上
流
部
門
に
進
出
し
た

り
、
L
N
G
タ
ン
カ
ー
を
自
社
で
保
有
す

る
な
ど
し
て
、
価
格
の
変
動
を
最
低
限
に

抑
え
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

（
文
責
　
専
門
研
究
員
　
山
田
俊
彦
）
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度
を
均
一
に
す
る
こ
と
で
す
。
部
屋
の
中

を
動
い
て
い
て
、
寒
暖
の
差
が
大
き
い
と
不

愉
快
に
感
じ
ま
す
。
部
屋
の
温
度
を
均
一

に
し
て
快
適
に
過
ご
す
に
は
、
１
部
屋
の
7

割
ぐ
ら
い
に
相
当
す
る
部
分
に
床
暖
房
を

入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
壁
に

近
い
と
こ
ろ
は
、
物
を
置
い
た
り
す
る
の

で
、
通
常
床
暖
房
は
入
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

で
、
だ
い
た
い
7
割
に
な
る
の
で
す
。

い
わ
ゆ
る
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
と
は
、
部

屋
全
体
が
快
適
な
の
か
、
足
も
と
だ
け
が

暖
か
い
の
か
、
と
い
う
点
で
大
き
な
違
い

が
あ
り
ま
す
。
床
暖
房
は
床
だ
け
が
暖
か

い
と
思
っ
た
ら
大
間
違
い
で
す
。
温
度
が

床
面
か
ら
天
井
ま
で
ほ
と
ん
ど
均
一
に
な

る
の
で
す
。
一
方
、
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
は

表
面
温
度
だ
け
が
高
く
な
り
ま
す
。
寝
転

が
っ
て
い
た
だ
く
と
分
か
り
ま
す
が
、
電

気
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
触
れ
て
い
る
部
分
の
温

度
が
上
が
る
の
で
す
。
床
暖
房
は
配
管
の

中
に
暖
め
た
お
湯
を
通
す
の
で
、
床
面
に

触
れ
て
い
て
も
い
な
く
て
も
、
床
面
の
温

度
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
座
布
団
の
下
に
温

度
計
を
入
れ
て
双
方
を
比
べ
て
み
る
と
、

相
当
な
差
が
で
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

天
然
ガ
ス
の
価
格
は
、
輸
入
先
の

情
勢
な
ど
で
大
幅
に
変
動
し
た
り

す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
ガ
ス
料
金

に
も
影
響
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

原
料
に
つ
い
て
は
、
長
期
と
短

期
の
観
点
か
ら
お
話
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
L
N
G
を
輸
入
す

る
に
は
、
そ
も
そ
も
膨
大
な
設
備
投
資
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
現
地
の
液
化
基
地
の

建
設
に
数
千
億
円
か
か
り
、
そ
れ
を
運
ぶ

L
N
G
タ
ン
カ
ー
も
、
石
油
タ
ン
カ
ー
に

比
べ
て
2
倍
以
上
の
建
造
コ
ス
ト
が
か
か

り
ま
す
。
受
け
入
れ
タ
ー
ミ
ナ
ル
も
石
油

基
地
な
ど
に
比
べ
て
割
高
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
輸
出
す
る
側
、
運
搬

す
る
側
の
い
ず
れ
も
が
経
済
的
に
ペ
イ
し

な
い
と
、
契
約
は
成
立
し
な
い
の
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
を
背
景
に
、
L
N
G
の
輸

入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
計
画
さ
れ
ま
す
。

L
N
G
の
輸
入
は
15
〜
20
年
の
長
期
契

約
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
安
定
的
に
生

産
、
運
搬
、
購
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
長
期
契
約
で
安
定
的

出席者の感想から

実際に見学させていただいて、
「天然ガス」がクリーンで安全
であることが良く分かりまし
た。天然ガス以前からガスを使
用していた私などは、ガスは公
害のもと、危険なもの等のイメ
ージのままで、天然ガスという
ものをほとんど理解していませ
んでした。

●
日頃、特に意識もせずに便利に
使っているエネルギーの、輸入
から供給までの様子が良く分か
り、大変勉強になりました。特
に限りある資源と将来のエネル
ギーの問題は、大いに考えさせ
られました。

●
ガス導管の埋設工事による掘削
土の減量化をはじめとする数多
くの環境問題に、全社をあげて
積極的に取り組んでいること
が、特に印象に残りました。

●
液化天然ガスの世界産出量の
50％が日本に入ってきていると
いう事実、そして根岸工場に世
界最大容量20万krの地下タン
クがあり地震に対しても安全性
が高いということに驚きまし
た。私たち生活者が直接企業の
方々と話ができることはほとん
どありませんので、こうした場
があることは両者にとって大切
だと思います。ぜひ今後とも継
続してください。

●
水道、電気と同じように日々無
意識に使っている都市ガスが、
どのような過程を経て家まで安
全に届けられるのかに興味をも
って参加しました。今回、工場
を見学したことで、ガスを今ま
でよりも身近なエネルギーとし
て意識するようになりました。

東京ガス株式会社
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ご
破
算
に
な
り
ま
し
た
。
戦
後
、
灯
り
は

全
部
電
気
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ガ

ス
は
、
台
所
の
コ
ン
ロ
や
ガ
ス
炊
飯
器
、

風
呂
釜
と
い
う
具
合
に
生
活
文
化
の
向
上

と
一
体
に
な
っ
て
、普
及
し
て
き
ま
し
た
。

生
活
す
る
上
で
電
気
も
ガ
ス
も
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
ガ
ス
に
比
べ
れ

ば
電
気
の
普
及
ス
ピ
ー
ド
の
方
が
速
く
、

当
時
は
、
ガ
ス
器
具
を
作
っ
て
く
れ
る
メ

ー
カ
ー
さ
ん
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
ガ
ス
器
具
を
た
く
さ

ん
買
っ
て
い
た
だ
い
て
、
ガ
ス
を
普
及
さ

せ
る
に
は
品
質
の
良
い
器
具
の
開
発
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
東
京
ガ

ス
が
安
全
基
準
な
ど
を
設
け
、
メ
ー
カ
ー

さ
ん
を
支
援
し
な
が
ら
一
緒
に
な
っ
て
器

具
の
開
発
を
や
っ
て
き
た
の
で
す
。
そ
う

い
う
流
れ
が
あ
っ
て
、
風
呂
桶
の
製
造
販

売
店
な
ど
に
昭
和
20
年
代
後
半
か
ら
30
年

代
に
か
け
て
、
都
市
ガ
ス
の
器
具
を
扱
っ

て
も
ら
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し

て
、
現
在
の
「
エ
ネ
ス
タ
」「
エ
ネ
フ
ィ

ッ
ト
」
が
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

時
代
は
移
り
、
昭
和
50
年
か
ら
60
年
に

入
る
と
、
ガ
ス
器
具
も
リ
モ
コ
ン
、
タ
イ

マ
ー
、
安
全
装
置
な
ど
の
た
め
に
、
電
気

が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
暖
房
機
、

エ
ア
コ
ン
、
炊
飯
器
な
ど
、
お
客
さ
ま
は

ガ
ス
器
具
と
電
気
器
具
を
比
較
検
討
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
な
る
と
、

ガ
ス
会
社
の
販
売
チ
ャ
ネ
ル
だ
け
で
は
、

な
か
な
か
売
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
お
客
さ

ま
の
目
に
触
れ
る
拠
点
を
増
や
さ
な
い
こ

と
に
は
、な
か
な
か
買
っ
て
も
ら
え
な
い
。

そ
こ
で
、
大
手
の
量
販
店
や
金
物
屋
さ
ん

に
も
ガ
ス
器
具
を
扱
っ
て
も
ら
う
よ
う
働

き
か
け
ま
し
た
。
東
京
ガ
ス
の
協
力
会
社

に
「
エ
ネ
ス
タ
」、「
エ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
」
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
で
は
東
京
ガ
ス
の
ブ

ラ
ン
ド
が
つ
い
た
製
品
を
販
売
し
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。今
で
は
メ
ー
カ
ー
さ
ん
も
、

自
分
の
ル
ー
ト
で
独
自
に
い
ろ
い
ろ
な
と

こ
ろ
に
販
路
を
開
拓
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
ガ
ス
器
具
を
購
入
す
る
際
の
、
お

客
さ
ま
の
選
択
の
幅
が
広
が
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

ガ
ス
工
事
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

何
か
取
り
決
め
は
あ
る
の
で
す
か
。

ガ
ス
器
具
の
販
売
に
関
し
て
は

先
ほ
ど
の
説
明
に
も
あ
っ
た
よ

う
に
、
取
り
決
め
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
ガ
ス
工
事
に
つ
い
て
は
ガ
ス
事

業
法
に
よ
り
い
ろ
い
ろ
な
規
制
が
あ
り
、

資
格
を
も
っ
た
お
店
で
な
い
と
ガ
ス
工
事

は
で
き
ま
せ
ん
。
資
格
を
も
っ
た
会
社
は

複
数
あ
る
の
で
、
お
客
さ
ま
の
選
択
は
可

能
で
す
。
そ
れ
以
外
に
も
、
計
量
法
と
い

う
法
律
で
10
年
に
1
回
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
を

交
換
す
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
を
専
門
に
し

て
い
る
会
社
も
あ
り
ま
す
。

安
全
点
検
は
法
律
で
定
め
ら
れ
た
も
の

で
、
東
京
ガ
ス
の
業
務
で
す
。
仕
事
の
進

め
方
や
効
率
化
の
観
点
か
ら
、
色
々
と
見

直
し
を
行
い
、
2
0
0
2
年
に
検
針
と
安

全
点
検
を
専
門
に
行
う
会
社
「
東
京
ガ
ス

カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
」
を
設
立
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
実
際
の
検
針
や
安
全

点
検
は
同
社
の
社
員
が
お
客
さ
ま
の
お
宅

に
お
伺
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
い
ず

れ
に
し
て
も
東
京
ガ
ス
に
関
連
し
た
仕
事

で
す
の
で
、
最
終
的
な
管
理
責
任
は
東
京

ガ
ス
に
あ
り
ま
す
。

最
近
の
マ
ン
シ

ョ
ン
の
チ
ラ
シ

を
見
て
い
る
と
、
床
暖

房
の
標
準
装
備
を
よ
く

目
に
し
ま
す
。
床
暖
房

の
性
能
や
特
徴
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

昭
和
30
年
代
頃

に
、
ひ
と
つ
の

ボ
イ
ラ
ー
で
お
湯
を
沸

か
し
、
そ
の
お
湯
を
家

の
中
に
通
し
た
配
管
に

流
し
て
暖
房
を
行
う
ガ

ス
・
セ
ン
ト
ラ
ル
・
ヒ

ー
テ
ィ
ン
グ
が
登
場
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
維

持
費
が
高
か
っ
た
の
で
、
そ
の
頃
に
買
い

た
い
と
思
っ
た
方
に
は
、
床
暖
房
と
聞
く

と
手
の
届
か
な
い
も
の
だ
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
残
っ
て
い
ま
す
。
当
時
に
比
べ
、
床

暖
房
は
設
備
費
も
維
持
費
も
下
が
り
、
現

在
で
は
多
く
の
お
客
さ
ま
に
ご
採
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
複
数
系
統
の
配
管
が
で
き
る

の
で
、
最
初
に
床
暖
房
を
ご
計
画
い
た
だ

く
時
に
、
こ
の
部
屋
は
い
つ
も
使
う
、
こ

の
部
屋
は
た
ま
に
し
か
使
わ
な
い
と
い
っ

た
条
件
に
も
対
応
で
き
ま
す
。

床
暖
房
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
部
屋
の
温

QAQ
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●
生
活
に
ど
う
し
て
も
必
要
な
お
金
を
削

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
食
費
を
削
る

し
か
な
い
。
服
も
バ
ー
ゲ
ン
で
し
か
買
わ

な
く
な
っ
た
。
ス
ー
パ
ー
で
も
、
値
引
き

シ
ー
ル
が
貼
っ
て
あ
る
品
を
か
ご
に
入

れ
、
今
夜
の
メ
ニ
ュ
ー
が
決
ま
る
。

（
20
歳
代
・
女
性
）

●
景
気
が
悪
い
と
感
じ
る
理
由
と
し
て
給

料
が
上
が
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
そ
の
通

り
で
す
が
、
同
じ
企
業
の
中
に
、
は
る
か

に
高
い
給
料
の
人
も
い
る
。
そ
う
い
う
こ

と
に
納
得
で
き
な
い
。
特
に
夫
は
公
務
員

で
下
が
る
一
方
。
お
偉
方
は
た
く
さ
ん
も

ら
っ
て
い
る
か
と
思
う
と
、
日
本
は
景
気

回
復
な
ん
て
無
理
だ
と
思
う
。

（
20
歳
代
・
女
性
）

●
最
も
負
担
感
の
あ
る
支
出
に
、
公
共
料

金
・
社
会
保
険
・
税
金
が
ト
ッ
プ
に
き
て

い
る
の
は
、
や
は
り
使
わ
れ
方
に
不
透
明

感
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
う
。
使
途
が
は
っ

き
り
し
て
い
て
納
得
で
き
れ
ば
、
こ
れ
ほ

ど
負
担
に
感
じ
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
た
く
さ
ん
の
人
が
「
景
気
が
悪
い
」
と

感
じ
、
節
約
・
我
慢
し
て
い
る
。
税
金
を

も
っ
と
有
効
に
使
っ
て
ほ
し
い
と
痛
感
し

て
い
る
。
8
割
の
人
が
そ
う
思
っ
て
い
る

こ
と
を
、政
府
に
分
か
っ
て
い
て
欲
し
い
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
収
入
は
上
が
ら
ず
、
支
出
だ
け
が
増
え

る
40
代
の
世
帯
で
す
。
節
約
も
し
て
い
ま

す
が
、
全
て
に
節
約
し
続
け
て
い
る
と
精

神
的
に
と
て
も
疲
れ
ま
す
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
構
造
改
革
の
成
果
が
見
え
て
こ
な
い
不

安
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
は
っ
き
り
示

さ
れ
た
と
思
う
。
し
か
し
、
全
く
進
ん
で

い
な
い
こ
と
は
な
い
は
ず
。
マ
ス
コ
ミ
は

問
題
点
の
指
摘
ば
か
り
せ
ず
、
成
果
の
あ

る
も
の
、
進
歩
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
も

報
道
す
べ
き
だ
と
思
う
。
マ
ス
コ
ミ
の
責

任
を
感
じ
る
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
み
て
、
40
代
は

「
教
育
」、「
住
宅
ロ
ー
ン
」
の
負
担
が
大

き
い
と
知
っ
た
。
皆
さ
ん
も
同
じ
だ
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
、「
が
ん
ば
ろ
う
」
と

い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
。（

40
歳
代
・
女
性
）

●
「
一
番
負
担
感
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と

は
、
支
出
額
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、「
不
当
に
高
い
、
も
っ
と
安
く
な
っ

て
し
か
る
べ
き
だ
」
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
生
計
に
占
め
る
社
会
保
険

料
や
電
話
代
な
ど
の
割
合
が
不
当
に
多
い

と
、
私
も
思
う
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
景
気
が
悪
い
と
言
い
な
が
ら
、
欲
し
い

も
の
の
ト
ッ
プ
が
「
海
外
旅
行
」
と
の
結

果
に
、
日
本
は
ま
だ
ま
だ
裕
福
だ
と
思
い

ま
し
た
。

（
50
歳
代
・
女
性
）

●
国
民
の
9
割
強
の
人
が
景
気
の
悪
さ
を

感
じ
、
企
業
も
個
人
も
節
約
に
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
を
し
て
い
る
の
に
、
国
の
取
り
組
み

に
は
納
得
が
い
か
な
い
。「
税
金
の
使
途

に
不
満
が
あ
る
」
と
い
う
回
答
が
8
割
近

か
っ
た
の
に
は
、
う
な
ず
け
た
。

（
50
歳
代
・
女
性
）

●
50
歳
代
の
私
に
と
っ
て
、
家
族
４
人
の

生
活
費
、
家
の
ロ
ー
ン
、
教
育
資
金
は
ず

し
り
と
重
い
。
世
の
中
デ
フ
レ
で
も
の
の

値
段
が
下
が
り
、
給
料
が
下
が
る
の
に
、

「
家
の
ロ
ー
ン
」、「
教
育
資
金
」
は
下
が

ら
な
い
。サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
の
終
盤
で
、

こ
の
よ
う
な
状
況
が
く
る
と
は
、
夢
に
も

思
わ
な
か
っ
た
。

（
50
歳
代
・
男
性
）

●
景
気
が
悪
化
し
、
回
復
の
目
処
が
立
た

な
い
こ
と
を
感
じ
取
り
、
家
計
を
節
約
し

て
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
良
く
分
か
る
。

反
面
、
欲
し
い
も
の
は
海
外
旅
行
、
住
宅
、

車
、
大
型
テ
レ
ビ
な
ど
、
ぜ
い
た
く
に
な
っ

て
い
る
と
思
う
。

（
60
歳
代
・
男
性
）

●
景
気
回
復
策
な
ど
私
た
ち
に
分
か
る
は

「
家
計
と
景
気
」
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
に
つ
い
て

『ネットワーク通信 新春号』を読んで『ネットワーク通信 新春号』を読んで

「社会広聴会員」からのご意見・ご感想

観
を
損
ね
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
を
許
し

て
し
ま
う
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
東
陶
機
器
が
ノ
リ
タ
ケ
カ
ン
パ
ニ
ー
に

端
を
発
し
て
い
る
こ
と
を
、
初
め
て
知
り

ま
し
た
。
他
の
2
社
も
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史

を
持
っ
て
お
り
、
ま
た
時
代
の
流
れ
に
合

っ
た
企
業
努
力
に
よ
り
、
今
日
が
あ
る
こ

と
を
感
じ
ま
し
た
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
住
宅
関
連
産
業
は
、
購
入
し
な
い
時
に

は
あ
ま
り
情
報
が
得
ら
れ
な
い
の
で
、
企

業
の
姿
勢
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
。
モ
デ
ル
ル
ー
ム
に
入
る
た
め
に
は
、

個
人
情
報
を
提
供
し
な
い
と
い
け
な
い
な

ど
、
接
触
し
難
い
点
が
あ
る
の
で
、
販
売

面
で
改
善
し
て
欲
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
3
社
と
も
誠
実
に
質
問
に
答
え
て
く
れ

て
い
る
の
で
、
好
感
が
持
て
ま
し
た
。
こ

う
い
う
場
以
外
で
も
、
同
じ
よ
う
な
対
応

を
望
み
ま
す
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
穴
吹
工
務
店
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
工

務
店
宣
言
に
は
、と
て
も
感
銘
を
受
け
た
。

後
処
理
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
事
業
に

関
す
る
全
て
の
責
任
を
と
っ
て
い
る
と
い

う
強
い
自
信
に
共
感
し
た
。
特
に
何
十
年

に
も
わ
た
っ
て
責
任
保
証
す
る
と
い
う
だ

け
に
、
信
頼
感
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

ず
も
な
い
の
で
す
か
ら
、
政
府
は
分
か
り

や
す
い
経
済
政
策
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。

（
60
歳
代
・
女
性
）

●
デ
フ
レ
不
況
が
長
引
き
、
景
気
回
復
の

糸
口
さ
え
見
え
な
い
現
況
で
、
我
々
庶
民

が
消
費
の
量
と
単
価
の
両
面
で
節
約
す
る

の
は
当
然
で
あ
る
。
痛
み
を
国
民
に
強
い

る
今
の
政
治
が
続
く
限
り
、
な
お
こ
の
傾

向
は
強
ま
る
と
思
う
。（
70
歳
代
・
男
性
）

●
ブ
ラ
ン
ド
品
が
売
れ
、
観
劇
や
レ
ス
ト

ラ
ン
に
中
高
年
女
性
が
群
れ
て
い
る
の
を

見
る
と
、
不
景
気
は
本
当
な
の
か
と
疑
念

を
抱
く
こ
と
も
あ
る
。（
70
歳
代
・
男
性
）

●
売
れ
る
も
の
を
作
る
た
め
に
は
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
現
状
を
と
ら
え
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
絞
り
、
そ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
っ
た
戦

略
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。し
か
し
、

最
も
重
要
な
の
は
、
ど
う
い
う
信
念
の
も

と
に
、
そ
の
も
の
を
作
っ
た
か
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
か
。
名
ば
か
り
で
、
中
身
の

伴
わ
な
い
も
の
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
つ
か

な
い
と
思
う
。

（
20
歳
代
・
女
性
）

●
企
業
側
の
論
理
だ
け
で
売
ろ
う
と
す
る

の
で
は
な
く
、
消
費
者
の
立
場
に
立
つ
こ

と
、
ま
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
を
見

逃
さ
な
い
姿
勢
が
重
要
な
の
だ
と
、
思
い

ま
し
た
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
国
際
化
が
進
み
、
ア
ピ
ー
ル
の
仕
方
が

重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
に
は
日
本
人
の
奥
ゆ
か
し
い

部
分
は
、
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
で
は
な
い

か
と
も
思
い
ま
す
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
細
か
く
応
え
る
こ

と
が
必
要
と
分
か
っ
た
反
面
、
き
ち
ん
と

座
れ
な
い
か
ら
、
掘
り
ご
た
つ
を
作
っ
て

楽
に
座
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
、
社
会

は
続
け
て
良
い
の
か
と
疑
問
に
思
う
。
か

ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
が
届
き
す
ぎ
て
、
失
う

も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
っ
た
の
は
、
私
だ

け
で
し
ょ
う
か
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
環
境
適
応
業
種
と
い
う
言
葉
を
は
じ
め

て
知
り
ま
し
た
。
常
に
時
代
に
マ
ッ
チ
し

た
感
覚
を
持
ち
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
な

い
商
法
が
大
切
で
す
ね
。（

50
歳
代
・
男
性
）

●
「
ネ
ー
ミ
ン
グ
や
見
た
目
に
良
い
も
の

を
」
も
大
切
だ
と
思
う
が
、
短
期
間
で
売

れ
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ

る
。
本
当
に
良
い
も
の
を
、
時
間
を
か
け

て
消
費
者
に
知
ら
せ
る
こ
と
も
大
切
だ
と

思
う
。

（
60
歳
代
・
女
性
）

●
販
売
の
意
識
が
女
性
中
心
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
、
サ
ー
ク
ル
、
レ

ス
ト
ラ
ン
、
国
内
旅
行
に
お
い
て
男
性
の

姿
が
少
な
く
、
男
性
が
楽
し
め
る
施
設
や

娯
楽
の
少
な
さ
を
痛
感
し
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
リ
ッ
チ
な
独
身
男
性
や
、
定
年
後
家

庭
か
ら
解
放
さ
れ
た
中
高
年
が
増
え
て
き

ま
す
。
焦
点
を
男
性
に
当
て
て
み
て
は
ど

う
か
と
思
い
ま
す
。

（
60
歳
代
・
男
性
）

●
時
代
の
流
れ
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
一
方
で
日
本
の
持
っ
て
い
た
良

き
も
の
も
残
し
て
い
く
努
力
も
必
要
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

（
70
歳
代
・
男
性
）

●
企
業
と
生
活
者
が
直
に
意
見
を
交
換
で

き
る
場
が
少
な
い
が
、
こ
う
し
た
取
り
組

み
に
よ
っ
て
、
企
業
も
生
活
者
の
生
の
意

見
を
活
か
せ
る
よ
う
に
、
よ
り
良
い
プ
ラ

ン
づ
く
り
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
10
歳
代
・
女
性
）

●
マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
中
身
ば
か

り
が
強
調
さ
れ
、
地
域
周
辺
の
環
境
と
の

調
和
を
無
視
し
、
企
業
の
利
益
ば
か
り
を

考
え
て
い
る
物
件
が
多
い
と
感
じ
る
。
外

国
の
町
並
み
が
美
し
い
と
思
う
日
本
人
が

多
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
内
で
は
景

NO.15NO.15

「
識
者
と
語
る
論
談
倶
楽
部
」
に

つ
い
て

「
企
業
と
生
活
者
懇
談
会
」
に

つ
い
て



な
企
業
が
ど
ん
ど
ん
出
て
く
る
こ
と
を
望

み
ま
す
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
当
り
前
と
な
り
つ
つ

あ
る
時
代
の
中
で
、
各
社
の
そ
れ
ぞ
れ
の

取
り
組
み
方
、
姿
勢
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
モ
ニ
タ
ー
シ
ス
テ
ム
も
各
社

で
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
消
費
者
の
意
見

も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
、
安
心

し
た
。

（
30
歳
代
・
男
性
）

●
3
社
と
も
こ
の
不
景
気
に
対
応
し
て
、

様
々
な
努
力
と
戦
略
を
打
ち
立
て
て
お

り
、
感
心
し
ま
し
た
。
特
に
中
国
市
場
で

T
O
T
O
が
伸
び
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
か
ら
は
日
本
市
場
か
ら
中
国
市
場
へ
シ

フ
ト
し
て
い
く
の
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
日
本
企
業
の
底
力
を
感
じ
て
や

み
ま
せ
ん
。

（
30
歳
代
・
男
性
）

●
何
か
あ
れ
ば
す
ぐ
責
任
を
問
わ
れ
る
時

代
の
中
で
、
自
社
一
貫
業
務
の
穴
吹
工
務

店
の
考
え
に
共
鳴
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
自

信
の
表
れ
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

工
務
店
に
は
安
心
し
て
仕
事
を
任
せ
ら
れ

る
と
思
い
ま
し
た
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
不
動
産
、
建
設
業
は
い
ず
れ
も
と
て
も

立
派
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

実
際
に
建
設
を
受
け
持
つ
の
は
下
請
け
で

あ
り
、
大
手
の
指
示
を
下
請
け
が
き
ち
ん

と
果
た
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。ま
た
、

下
請
け
会
社
を
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
で
締
め
付

け
て
い
る
面
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
消
費
者
と
し
て
意
見
を
述
べ
、
声
を
出

し
て
い
く
こ
と
が
、
企
業
の
姿
勢
を
変
え

る
と
再
確
認
し
ま
し
た
。（

50
歳
代
・
女
性
）

●
穴
吹
工
務
店
、
三
井
不
動
産
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
特
色
を
持
っ
て
、
お
客
様
獲
得

を
目
指
し
て
い
る
こ
と
が
良
く
分
か
っ

た
。

（
50
歳
代
・
女
性
）

●
T
O
T
O
の
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
は
大
変

あ
り
が
た
い
が
、
字
が
小
さ
く
老
人
に
は

見
え
に
く
い
。
あ
ま
り
細
か
く
仕
切
ら
な

い
で
、
分
か
り
や
す
く
、
外
国
人
で
も
使

用
で
き
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て
欲

し
い
。

（
60
歳
代
・
女
性
）

●
高
齢
者
と
若
年
層
と
は
生
活
ス
タ
イ
ル

が
違
う
の
で
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、
シ

ン
プ
ル
で
丈
夫
な
生
活
様
式
を
考
え
た

い
。

（
70
歳
代
・
男
性
）

●
人
間
は
つ
い
つ
い
、
他
の
人
も
自
分
と

同
じ
よ
う
に
考
え
て
い
る
と
思
い
が
ち
で

す
。
い
ろ
い
ろ
な
方
の
意
見
を
知
る
こ
と

は
、
と
て
も
良
い
刺
激
に
な
り
ま
す
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
社
会
の
声
に
私
も
加
わ
っ
て
い
る
と
い

う
意
識
が
少
し
生
ま
れ
、
マ
ス
コ
ミ
に
経

済
広
報
セ
ン
タ
ー
の
名
前
を
見
つ
け
る

と
、
う
れ
し
く
な
る
。（

40
歳
代
・
女
性
）

●
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
知
識
を
得
て
、

自
分
で
も
実
行
し
な
け
れ
ば
と
思
う
こ
と

が
増
え
ま
し
た
。
割
高
だ
と
思
う
け
れ
ど

も
、
ま
ず
は
環
境
に
や
さ
し
い
リ
サ
イ
ク

ル
商
品
を
購
入
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
不
思
議
な
こ
と
に
、
企
業
の
中
に
い
る

と
企
業
は
見
え
ず
…
…
。
仕
組
み
が
分
か

れ
ば
、
納
得
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
仕
事
を
、
そ
の

分
野
に
つ
い
て
全
く
知
ら
な
い
人
に
説
明

し
て
、
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
ほ
ど
難
し

い
こ
と
は
な
い
と
思
う
。
そ
う
い
う
観
点

か
ら
言
う
と
、
社
会
広
聴
会
員
の
活
動
は

ち
ょ
っ
と
し
た
チ
ャ
ン
ス
で
す
ね
。

（
20
歳
代
・
女
性
）

●「
小
・
中
・
高
の
先
生
方
の
企
業
研
修
」

を
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
私
も
20
年
前
は
公
立
の
幼
稚
園
の
教

諭
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
園
長
や
主
任
の

中
に
は
、
年
齢
の
割
に
世
の
中
の
こ
と
が

理
解
で
き
て
い
な
い
方
が
多
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
企
業
の
活
動
は
、
商
品
の
広
告
や
テ
レ

ビ
C
M
し
か
見
た
こ
と
が
な
く
、
各
企
業

の
経
営
姿
勢
な
ど
を
も
っ
と
紹
介
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
『
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
通
信
』
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
が

見
ら
れ
る
の
は
あ
り
が
た
い
。

（
50
歳
代
・
男
性
）

●
念
願
だ
っ
た
パ
ソ
コ
ン
を
購
入
し
、
早

速
”社
会
広
聴
活
動
の
ペ
ー
ジ
“
を
見
ま

し
た
。
経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も

詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
、
身
近
か
に
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
情
報
社
会
を
少
し
実
感

い
た
し
ま
し
た
。

（
60
歳
代
・
女
性
）

●
私
は
民
生
委
員
協
議
会
で
、『
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
通
信
』
の
記
事
を
活
用
し
て
い
ま

す
。
特
に
ア
ン
ケ
ー
ト
の
概
要
や
、
企
業

と
生
活
者
懇
談
会
の
記
事
の
抜
粋
を
、
社

会
福
祉
の
話
の
中
に
活
か
し
て
い
ま
す
。

（
70
歳
代
・
男
性
）
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「
社
会
広
聴
活
動
」
に
つ
い
て

「
そ
の
他
ご
意
見
」

立田　邦夫
流通の基盤を支える空港。将来の日本の流通に大きな役割を果たすであろう「中部国際空港」が、愛知県常滑沖に建設
中で、ここでの「企業と生活者懇談会」が開催されました。寒風厳しき中でしたが、小さなお子さんの手をしっかり握
って参加されたお母様もいらっしゃいました。空港が完成するころには、立派な学生さんでしょう。説明会・懇談会も
闊達な発言が目立ちました。詳しくは本文にありますが、こうした事業が、新しい日本の夜明けを告げるものとなるよ
うにという、皆の期待が込められているように思いました。

竹下　寿美男
春は新しいことがスタートする季節です。入学、就職、人事異動と身の回りでは新しい生活が始まっています。
また、この4月から郵政公社発足、平成の市町村大合併、サラリーマン医療費自己負担引き上げ（3割）、厚生年金と健
康保険のボーナスにかかる保険料アップなど、社会でもさまざまな新しい制度が始まっています。
社会が変革するスピードはますます速くなっていきます。本当に大切なものは何かを見失わないように、社会の移り変
わりをみなさまと共に見つめて、考える社会広聴活動でありたいと思います。

山田　俊彦
社会広聴の仕事を担当して1年が過ぎました。この1年ほど、沢山の方にお会いした1年はありませんでした。「企業と生
活者懇談会」で訪れた各地域の社会広聴会員の方、企業の広報担当者の方、講演をお願いする先生方と、本当にたくさ
んの出会いがありました。そこで感じたのは、直に顔を合わせて話をすることの大切さです。それにより、思っている
こと、感じていることの「温度」を感じることができるからです。新年度が始まりましたが、この点を忘れずに頑張り
たいと思います。本年度もよろしくお願いいたします。

経済広報センターは、産業界について広く一般にご理解いただくため、インターネット上に情報サイト『産業
データプラザ』と『環境情報プラザ』を開設、運営しています。このサイトへは経済広報センターのホームペー
ジからアクセスできます（トップページの左下にサイト表示があります）。
2つのプラザをさらに親しみやすく、役立つサイトにするため、利用者の声をお聞きするアンケートを実施中で
すので、皆様のご協力をお願いします。アンケートにご協力していただいた方には、もれなく両サイトのキャラ
クターを使った特製壁紙＆スクリーンセーバーを全員へプレゼント（ダウンロード配布）いたします。さらに抽
選で２つのプラザごとに毎月50名の方に500円分の図書券をお送りいたしますので、ご協力をお願いいたします
（当選は発送をもって代えさせていただきます）。

日本の産業に関わる様々なデータを分野別、種類
別に検索できるとても便利なサイトです。また、グ
ラフの自動作成機能もあり、データを自由に加工す
ることができます。
バーチャルスペース“プチてくタウン”ではオリ

ジナルアニメーションや産業界から提供されるスト
リーミング・ムービーで、産業を楽しく知ることが
できます。

●産業データプラザ
http：//sangyo.kkc.or.jp/ とは…

企業や団体など産業界の環境問題に対する取り組
みを、お伝えするサイトです。インターネット上に
公開されている企業の環境情報は膨大な量になりま
すが、環境情報プラザでは、そうした情報を“リサ
イクル”“環境報告書”といったキーワードを産業ご
とに分類しており、目指す業界や各企業のホームペ
ージへ簡単にアクセスできます。

●環境情報プラザ
http：//kankyo.kkc.or.jp/ とは…

岡本　清美
私の子供が通う小学校では毎年1回ユニセフ募金を行なっています。子供達はそれぞれ自分のお小遣いから募金をします。
先日学校から帰ってきた娘が「募金がたくさん集まって、困っている子供たちにノートやえんぴつを配ることができる
んだって」と嬉しそうに報告してくれました。
地球上の全ての人たち一人ひとりが思いやりの心を持てば、環境破壊や戦争を防ぐこともできるのかもしれませんね。
ホームページに社会広聴活動のバナーを作成してから2ヵ月が経過しました。ホームページをご覧になって会員の登録
をしてくださる方もいらっしゃり嬉しい限りです。今後の予定も可能な限り載せていきたいと思います。

田中　明子
4月から再び担当となりましたので、よろしくお願いいたします。この2年間にメールアドレスをお持ちの方が増え、ブ
ロードバンド時代が身近になっていることを実感しています。eネット会員にまだ登録されていない方のお申込をお持
ちしています。

事

―産業の今と明日が見える―
『産業データプラザ』『環境情報プラザ』へアクセスしてみて下さい!

務 局 便 り

プレゼント実施中　スクリーンセーバー（全員）と図書券500円分（毎月抽選） 
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表紙のことば
中学生の頃、中国の孟浩然の名句｢春眠暁を覚えず、処処啼鳥を聞く…｣と
いう漢文を習ったが、まさに春爛漫のぽかぽか陽気は、人の心を和ませ眠
気を誘う。鳥はさえずり、虫たちも躍る、草花は芽吹き、そして花開く。
都会の喧騒を離れ、生命の息吹があたり一面に感じられる自然の中で、ゆ
ったりとした時の流れに身をまかせ、平和のありがたさを噛み締めたい。
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